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CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT のののの世世世世界界界界へへへへよよよよううううここここそそそそ
わずか数年の間に音楽の世界は大きく変わりました。かつて、音楽を作る
世界では、専門的なスタジオや高価な機材を使用してプロのミュージシャ
ンを雇うことができる人々と、夢だけはたくさん抱きながらも二流の装置
や限られた資金しかない人々との間に厳格な境界線が引かれ、なかなか乗
り越えられない壁が存在しました。

今や、この壁は取り払われ、音楽を志すすべての人が自分の真の音楽的才
能を発揮できるようになってきています。Steinberg 社は、この変革に参画
していることを喜ばしく感じています。

今、手にされている Cubasis VSTはSteinberg 社の15年を超える音楽ソフト開
発の経験を集積したもので、Windows 95 / 98と組み合わせることによって
優れたコンピュータ音楽制作環境ができあがります。

Cubasis VSTで皆様の夢が少しでも実現することを祈っています。  

Karl Steinberg Manfred Rürup

CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTTととととはははは
Cubasis VSTはCubaseシリーズの 1製品です。Cubasis VSTをお持ちのあなた
は、今や、世界最大の音楽ソフトウェアのユーザーグループの一員です。
Cubase シリーズは初心者にも使いやすい製品から高度な音楽的要求を実現
するプロのツールに至るまで、多様なニーズに応えるプログラム群を構成
しています。Cubase ユーザーにとって、これは、とても大きなメリットで
す。それは、ユーザーの要求する機能レベルが上がるのにつれて、使用す
るCubase も高度なものへと発展させていくことができるからです。

Cubasis VST は、ソフトウェア開発と、ユーザーの声に耳を傾けるサポー
トサービスの両分野での長年にわたる経験の積み重ねの結果、生み出ださ
れました。Steinberg 社がこれまで綿々と築き上げてきたサクセスストー
リーは、ユーザーの皆様の変わらぬ積極的なご支援によって支えられてき
ました。今後も、Cubasis VST について提案や要望、将来進むべき方向に
ついての意見などを是非、お寄せください。また、Cubase クラブやユー
ザーグループが世界中に結成されていくのを見守ることも、私達にとって
とても喜ばしいことです。これらのユーザーグループは、専門知識やアド
バイスのネットワークを生み出し、多くのユーザ ーの役に立っています。

Cubase ファミリーの一員となっていただけたことを光栄に思い、ここに心
より感謝を申し上げます。

Steinberg 社一同
CUBASIS VST
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SSSStttteeeeiiiinnnnbbbbeeeerrrrgggg社社社社WWWWeeeebbbb ペペペペーーーージジジジへへへへののののアアアアククククセセセセスススス方方方方法法法法
“ヘルプ”メニューには、Web ブラウザを起動してスタインバーグ・ジャ
パン社の Webページに直接アクセスするための項目が備えられています。
この項目を選択すると、新製品やアップグレードに関する情報をWeb ペー
ジから得ることができます。是非ご利用ください。

● Web ページのリンクを使用するには、インターネット接続が有効になって
いて、ブラウザソフトウェアが適切に設定されている必要があります。
CUBASIS VST
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オオオオーーーーデデデディィィィオオオオののののセセセセッッッットトトトアアアアッッッッププププ

● 本書はTASCAM 社US-428 とセットになった専用バージョンのCubasis VSTの取
扱説明書です。インストール、動作環境、機器の接続方法についてはUS-428
に付属した取扱説明書を参照してください。また、設定方法などがUS-428 の説
明書と本書とで異なる場合、US-428 の説明書を優先してください。本章でご紹
介するのは一般的なサウンドカードやMIDI インターフェースを使用する場合の接続
方法です。

楽楽楽楽器器器器、、、、ママママイイイイクククク、、、、ミミミミキキキキササササーーーーのののの接接接接続続続続

ママママイイイイクククク

ボーカルまたは楽器のレコーディングを行う場合、楽器店に問い合わせ
て、正しいマイクや適切な端子が付いたケーブルを入手することをお勧め
します。

オーディオミキサーを使用しない場合、サウンドカードのマイク入力端子
に直接接続するのに適したマイクであることを確認する必要があります。

電電電電気気気気楽楽楽楽器器器器

エレキギター、エレキベース、オルガンなど、アンプを必要とする電気楽
器を使用することがあります。こうした楽器をサウンドカードに接続する
場合には、できるだけいいサウンドを録音するために、サウンドカードと
の接続方法について若干の注意が必要になります。通常、エレキギターや
エレキベースは、サウンドカードのマイク入力端子に接続する必要があり
ます。これは、エレキギターやエレキベースから送られる信号が微弱なた
めです。シンセサイザーやキーボードなどから送られる信号はもっと強
く、「ラインレベルの信号」と呼ばれます。こうした機器は必ず、サウン
ドカードの「ライン入力端子」に接続する必要があります。

● サウンドカードの正しい入力端子を使用することは非常に重要です。不適
切な端子を使用した場合、録音が歪んだり、不要なノイズが入ったりする
ことがあります。
CUBASIS VST
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オオオオーーーーデデデディィィィオオオオミミミミキキキキササササーーーーのののの使使使使用用用用

一般的に、オーディオミキサーを使用するのが最適な方法です。オーディ
オミキサーにマイクや楽器などを接続し、ミキサーの出力端子をサウンド
カードのライン入力端子に接続します。下記が、その構成図です。

この例では、ミキサーは、オーディオをコンピュータに送信するのに使用
されるだけでなく、MIDI シンセサイザーを含むすべての音源を聴くのに
も使用されます。ただし、この場合、コンピュータへのレコーディング
と、ミックスした音を聴くための、別々にコントロールできる出力端子が
ミキサーに装備されている必要があります。この出力端子がないと、ひと
つのサウンドだけをレコーディングできません。シンセサイザー、マイ
ク、コンピュータからの再生サウンドなど、すべてのサウンドが同時にレ
コーディングされてしまいます。

一般的な方法では、ミキサーにある、「センド」や「バス」と呼ばれる特
別な出力端子を使用して、サウンドカードの入力端子と接続します。これ
により、確実に、オーディオトラックのサウンドを別々にコントロールす
ることができます。

ミキサーのメイン出力は、スピーカーに接続されており、サウンドカード
やシンセサイザーからの出力が合わさった最終的なミックスは、この接続
を通じて聴くことができます。

ミキサーの種類、音源、サウンドカードの仕様などを考えると、これらの
システム構成には無限のバリエーションが存在します。目的に最も適した
システムの構成については、楽器店にご相談ください。

サウンドカード�

センド/バス出力�

メイン出力�
CUBASIS VST
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ササササウウウウンンンンドドドドカカカカーーーードドドドののののセセセセッッッットトトトアアアアッッッッププププププププロロロロググググララララムムムム
通常、サウンドカードには複数の入力端子があります。例えば、マイク入
力、ステレオライン入力、場合によってはデジタル入力やコンピュータの
CD-ROM ドライブとの接続などがあります。

サウンドカードには、入力の設定を行うためのプログラムが付属していま
す。カードの入力設定には、以下の設定が必要になります。

････ 使用する入力／出力の選択。

････ サウンドカードを利用したモニター機能のオン／オフ。

････ 各入力レベルの設定。この設定は非常に重要です。

････ 出力レベルの設定。モニター用に使用する機器に合わせて設定します。

● オーディオの録音と再生が問題なく行えることをあらかじめ確認したうえ
で Cubasis VST を起動することをお勧めします。Windows のサウンドレ
コーダーやメディアプレーヤーで確認してください。
CUBASIS VST
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MMMMIIIIDDDDIIIIののののセセセセッッッットトトトアアアアッッッッププププ
この項では、MIDI 機器の接続およびセットアップの方法についてご紹介
します。MIDI 機器を使用しない場合は、この項をとばして先に進んでく
ださい。

MMMMIIIIDDDDIIII機機機機器器器器のののの接接接接続続続続
ここでは、小規模なMIDI システムの４種類のセットアップ方法について
例を挙げて説明します。

例例例例 1111AAAA ----１１１１台台台台ののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドとととと MMMMIIIIDDDDIIIIイイイインンンンタタタターーーーフフフフェェェェイイイイススススのののの使使使使
用用用用

1111.... キキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの MMMMIIIIDDDDIIII OOOOuuuutttt をををを MMMM IIIIDDDDIIIIイイイインンンンタタタターーーーフフフフェェェェイイイイススススのののの MMMMIIIIDDDDIIII IIIInnnn にににに接接接接続続続続
ししししまままますすすす。。。。
MIDI Inが複数ある場合は、どの MIDI In を使用してもかまいません。
Cubasis VST は、マルチポートMIDI インターフェイスのどのMIDI In から
でもレコーディングできます。

2222.... MMMMIIIIDDDDIIII イイイインンンンタタタターーーーフフフフェェェェイイイイススススのののの MMMMIIIIDDDDIIII OOOOuuuutttt ををををキキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの MMMMIIIIDDDDIIII IIIInnnn にににに接接接接続続続続
ししししまままますすすす。。。。

MIDI インターフェイスは、複数の MIDI Outを備えている場合があります。
各MIDI Outは、最大 16種類の機器（複数音色の使用が可能なマルチティン
バー音源では 16種類の音色）を認識することができます。小規模の MIDIイ
ンターフェイスでは、すべてのMIDI Out から同じデータが出力されるた
め、どの MIDI Outを使用しても結果は同じです。

大規模なマルチポート MIDI インターフェイスでは、各 MIDI Outからそれぞ
れ異なるデータが出力されます。出力される 16のMIDI チャンネルは MIDI
Out ごとに異なります。この結果、使用可能なMIDI Out の任意のデータを
選択して送ることができます。マルチポート MIDIインターフェイスを使用
する場合、1 つめのMIDI Outを楽器に接続し、楽器の数が増えるにつれて 2
つめ以降の MIDI Out を使用するようにしてください。
CUBASIS VST
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例例例例1111BBBB ---- MMMMIIIIDDDDIIIIイイイインンンンタタタターーーーフフフフェェェェイイイイスススス内内内内蔵蔵蔵蔵キキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの使使使使用用用用

楽器に MIDI インターフェイスが内蔵されている場合は、MIDI ケーブルは
必要なく、シリアルケーブルだけを使用します。ケーブルの仕様について
は、楽器の取扱説明書をご覧ください。

1111.... ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタとととと楽楽楽楽器器器器のののの電電電電源源源源をををを切切切切りりりり、、、、両両両両方方方方をををを接接接接続続続続ししししまままますすすす。。。。

2222.... ココココ ンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののシシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトトとととと楽楽楽楽器器器器ののののココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタ用用用用接接接接続続続続端端端端子子子子
ををををケケケケーーーーブブブブルルルルでででで接接接接続続続続ししししまままますすすす。。。。

楽器にコンピュータ用接続端子をオンにするためのスイッチが付いている
場合は、このスイッチを正しく設定する必要があります。詳しくは楽器の
取扱説明書をご覧ください。

上図のように接続すると、レコーディングの際にキーボードからコンピュータに MIDI信号を出
力できます。また、プレイバックの際は、コンピュータからキーボードにMIDI信号を出力でき
ます。

MIDI In（例1A）�
MIDI Out （例1A）�

A

B

コンピュータ接続 （例1B）�
CUBASIS VST
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例例例例２２２２ ---- キキキキーーーーボボボボーーーードドドドとととと MMMMIIIIDDDDIIII音音音音源源源源カカカカーーーードドドドのののの使使使使用用用用

コンピュータに、MIDI 音源を内蔵したカードが装備されている場合、
Cubasis VST でこのカードを再生するのに MIDI 接続の必要はありません。
ただし、MIDI データをレコーディングするには、少なくとも1 台のMIDI
キーボードが必要になるでしょう。この MIDI キーボードは、MIDI 信号の
送信だけに使用しますので、MIDI 音源カード（またはMIDI インターフェ
イス）の MIDI In に接続します。

MIDI In

コンピュータ内の�
MIDI音源カード�
�

MIDI Out

�

CUBASIS VST
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例例例例３３３３ ---- キキキキーーーーボボボボーーーードドドドとととと音音音音源源源源モモモモジジジジュュュューーーールルルルのののの使使使使用用用用

音源を持たない MIDI キーボードと、キーボードの付いていない音源モ
ジュールを使用する場合、下図のように接続する必要があります。Cubasis
VST のMIDI スルー機能（後述）を使用すると、キーボードの演奏中やレ
コーディング中に、音源モジュールからの音を聴くことができます。

MIDI In
MIDI Out
CUBASIS VST
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例例例例４４４４ ---- MMMMIIIIDDDDIIII TTTThhhhrrrruuuu 端端端端子子子子をををを使使使使用用用用ししししたたたた機機機機器器器器のののの追追追追加加加加

プレイバックに多くの MIDI機器を使用したい場合は、1 台めの楽器の MIDI
Thru を２台めの楽器の MIDI Inに、２台めの楽器の MIDI Thru を3台めの楽
器のMIDI In に、と いうように接続します。この方法で接続すると、レ
コーディングには常に１台めのキーボードで演奏することになりますが、
一方、プレイバックには MIDI Thru を通じて接続したすべての楽器（音
源）から音を出すことができます。

● MIDI 機器を４台以上使用する場合は、２つ以上の MIDI Outを備えたMIDI イ
ンターフェイス、または各楽器の MIDI Thru の代わりに MIDI Thru ボックス
を使用することをお勧めします。

MIDI In
MIDI Out
MIDI Thru
CUBASIS VST

システムのセットアップ 2   –  13



 

MMMMIIIIDDDDIIII楽楽楽楽器器器器ののののセセセセッッッットトトトアアアアッッッッププププ
General MIDI（GM）、Roland 社GS、Yamaha 社XG対応の楽器は、GM/GS/
XG モードに設定してください。それ以外の楽器は、それぞれのサウンド
（ティンバー、パート、プログラム、パッチ）を別々のMIDI チャンネル
で受信できるように設定してください。

MMMMIIIIDDDDIIII入入入入出出出出力力力力のののの設設設設定定定定
Cubasis VST を起動する前に、MIDI インターフェイスをチェックする必要
があります。Setup MME というユーティリティプログラムを使用します。

1111.... WWWWiiiinnnnddddoooowwwwssss のののの““““ススススタタタターーーートトトト””””メメメメニニニニュュュューーーーをををを開開開開きききき、、、、ププププロロロロググググララララムムムム内内内内ののののCCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT
ググググルルルルーーーーププププのののの““““SSSSeeeettttuuuupppp MMMMMMMMEEEE”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

“セットアップ MME”ダイアログが表示されます。このダイアログに
は、使用可能な MIDI 入力と MIDI 出力がリスト表示されます。
CUBASIS VST
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2222.... 必必必必 要要要要なななな入入入入力力力力とととと出出出出力力力力ががががオオオオンンンンににににななななっっっってててていいいいるるるる（（（（名名名名 称称称称のののの初初初初めめめめがががが““““オオオオ フフフフ””””にににに
ななななっっっってててていいいいなななないいいい））））ここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

入出力のオン / オフを設定するには、リスト内の名称を選択した後、“オ
フに設定 / オンに設定”ボタンをクリックします。

3333.... CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTTででででのののの表表表表示示示示ををををわわわわかかかかりりりりややややすすすすくくくくすすすするるるるたたたためめめめにににに、、、、入入入入出出出出力力力力のののの名名名名称称称称
をををを変変変変更更更更すすすするるるるここここととととががががででででききききまままますすすす。。。。

入出力の名称を変更するには、まずリスト内の名称を選択します。次に、
“名称変更”をクリックした後、別の名称を入力します。

4444.... 出出出出力力力力 のののの順順順順番番番番 をををを変変変変更更更更 すすすするるるる場場場場合合合合 はははは、、、、ままままずずずずリリリリスススストトトト内内内内のののの名名名名称称称称 をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす 。。。。次次次次にににに
　　　　““““上上上上 へへへへ移移移移動動動動”””” とととと““““下下下下 へへへへ移移移移動動動動”””” のののの各各各各ボボボボタタタタンンンンをををを使使使使用用用用ししししまままますすすす。。。。

Cubasis VST で新しい MIDI トラックを作成した場合、リストの最上部の出
力が設定されます。このため、最も使用する頻度の高い出力を、最上部へ
移動しておくとよいでしょう。入力の場合、これは関係ありません。とい
うのも、Cubasis VST は、入力の順番に関係なく、オンになっている入力
すべてでデータを受信します。

5555.... ““““OOOOKKKK””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTTのののの起起起起動動動動
Cubasis VSTを起動して、いくつかの設定を行う必要があります。

1111....““““ススススタタタターーーートトトト””””メメメメニニニニュュュューーーーままままたたたたははははデデデデススススククククトトトトッッッッププププかかかかららららCCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT をををを見見見見つつつつけけけけまままま
すすすす。。。。

････ CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT ををををMMMM IIIIDDDDIIII作作作作業業業業 ににににだだだだけけけけ使使使使用用用用ししししたたたたいいいい（（（（オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ機機機機能能能能 をををを使使使使用用用用しししし
なななないいいい））））場場場場合合合合、、、、 [[[[SSSShhhhiiiifffftttt]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししなななな ががががらららら起起起起動動動動ししししまままますすすす。。。。

この結果、“オーディオ” メニューの“オーディオ機能を停止” を選択した
のと同じことになります。

2222....““““ススススタタタターーーートトトト””””メメメメニニニニュュュューーーーでででで CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT をををを選選選選択択択択、、、、 ままままたたたたはははは CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT のののの
アアアアイイイイココココンンンンををををダダダダブブブブルルルルククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、起起起起動動動動ししししまままますすすす。。。。
Cubasis VSTが起動し、アレンジウィンドウが表示されます。
CUBASIS VST
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オオオオーーーーデデデディィィィオオオオのののの設設設設定定定定
1111....““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ””””メメメメニニニニュュュューーーーかかかからららら““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオシシシシスススステテテテムムムムのののの設設設設定定定定””””をををを選選選選択択択択 ししししまままますすすす。。。。
“オーディオシステムの設定”ダイアログが表示されます。

2222....““““AAAASSSSIIIIOOOO 機機機機器器器器””””ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーでででで““““AAAASSSSIIIIOOOO MMMMuuuullllttttiiiimmmmeeeeddddiiiiaaaa DDDDrrrriiiivvvveeeerrrr””””がががが
選選選選択択択択さささされれれれてててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

“ASIO 機器”を設定することにより、Cubasis VST とサウンドカード間で
オーディオデータをやりとりできるようになります。“ASIO Multimedia
Driver”が初期設定になっていますが “ASIO DirectX Driver”または接続し
た機器専用のASIO ドライバを使用することが必要になる場合もあります。
ASIO Multimedia Driver とASIO DirectX Driver には以下の特性があります。

････ “ASIO Multimedia Driver”は、オーディオの入出力（レコーディングと
プレイバック）が行えます。ただし、このドライバを使用すると、レイテ
ンシー（遅れ）が大きくなります。フェーダーやノブ操作に対して音が遅
れるということです。オーディオをレコーディングする場合には、このド
ライバを選択する必要があります。

････ “ASIO DirectX Driver”は、オーディオの出力（プレイバック）だけが行
えます。 このドライバを使用すると、レイテンシー（遅れ）が小さくなり
ます。このため、ミキシングには、このドライバを使用する方が良いで
しょう。確実なフェーダーやノブの調節が行えます。

3333.... ““““AAAASSSSIIIIOOOO ココココンンンントトトトロロロローーーールルルルパパパパネネネネルルルル””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
“ASIO マルチメディア基本設定”が表示されます。“ASIO DirectX Driver”
が選択されている場合には“ ASIO Direct Sound Setup”が開きます。
CUBASIS VST
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4444.... ““““ププププ リリリリセセセセッッッットトトト””””ポポポポ ッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーででででササササウウウウンンンンドドドドカカカカーーーードドドドがががが選選選選択択択択ささささ
れれれれてててていいいいるるるるかかかかをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

リストには、すべてのサウンドカードが表示されるわけではありません。
このため、同じメーカーの類似のサウンドカードを選択することが必要な
場合があります。

････ ““““詳詳詳詳 細細細細設設設設定定定定””””ボボボボ タタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるるとととと、、、、ササササ ウウウウンンンンドドドドカカカカーーーードドドドののののカカカカススススタタタタ
ムムムム（（（（独独独独自自自自設設設設定定定定））））をををを作作作作成成成成ででででききききまままますすすす。。。。

この操作の実行が必要になるのは、音切れや雑音などの問題が起きた場合
です。詳しくは、“ASIO マルチメディア基本設定”ダイアログのオンラ
インヘルプをご参照ください。

5555....““““OOOOKKKK”””” ををををククククリリリリッッッッククククししししてててて““““AAAASSSSIIIIOOOO ママママルルルルチチチチメメメメデデデディィィィアアアア基基基基本本本本設設設設定定定定”””” ダダダダイイイイアアアアロロロロググググをををを閉閉閉閉
じじじじまままますすすす。。。。

設定を変更した場合には、その設定状態の点検を尋ねてきます。この場
合、画面の指示に従ってテストを実行することをお勧めします。

““““デデデディィィィススススクククク キキキキャャャャッッッッシシシシュュュュ パパパパタタタターーーーンンンン””””のののの設設設設定定定定

このポップアップメニューで、メモリ処理とキャッシュ方式に関する 3種
類のオプション（１～３）のいずれかを設定できます。
コンピュータがハードディスクからデータを読み取ると、データはまず、
キャッシュと呼ばれる中間 RAM 記憶領域に送られます。正しく設定すれ
ば、ディスクキャッシュを使用して、コンピュータのパフォーマンスを向
上させることができます。コンピュータのパフォーマンスが向上するかど
うかは、主に、同じデータが繰り返し使用されるかどうかによります。

････ 曲曲曲曲のののの中中中中でででで長長長長いいいいオオオオーーーーデデデディィィィオオオオデデデデーーーータタタタがががが１１１１回回回回だだだだけけけけ使使使使用用用用さささされれれれるるるるよよよよううううなななな場場場場
合合合合、、、、オオオオププププシシシショョョョンンンン““““1111””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

この場合、 Cubasis VSTはファイルキャッシングにあまり依存しません。

････ 曲曲曲曲のののの中中中中でででで同同同同じじじじオオオオーーーーデデデディィィィオオオオデデデデーーーータタタタがががが何何何何回回回回もももも繰繰繰繰りりりり返返返返ししししてててて使使使使用用用用さささされれれれるるるるよよよよ
ううううなななな場場場場合合合合、、、、オオオオププププシシシショョョョンンンン““““3333””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

この設定では、Cubasis VST は、ファイルキャッシングに大きく依存しま
す。このパフォーマンスの向上により、ドラムループなどの同じファイル
を間隔を空けずに何回も繰り返すことができます。

････ 上上上上記記記記両両両両方方方方のののの操操操操作作作作がががが混混混混在在在在すすすするるるる場場場場合合合合、、、、オオオオププププシシシショョョョンンンン““““2222””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

““““チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル数数数数””””のののの設設設設定定定定
Cubasis VST で使用するオーディオチャンネルの数を設定できます。最大
８チャンネルが使用できますが、実際に使用できるチャンネル数は、ご使
用のコンピュータの処理能力やハードディスクの速度などの条件によって
異なります。

････ ““““OOOOKKKK””””をををを ククククリリリリッッッッククククししししてててて““““オオオオ ーーーーデデデディィィィオオオオシシシシスススステテテテムムムムのののの設設設設定定定定””””ダダダダ イイイイアアアアロロロロググググ
をををを閉閉閉閉じじじじまままますすすす。。。。
CUBASIS VST
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MMMMIIIIDDDDIIIIのののの設設設設定定定定

MMMMIIIIDDDDIIIIススススルルルルーーーーととととロロロローーーーカカカカルルルル オオオオンンンン ////オオオオフフフフ のののの 設設設設定定定定

“オプション”メニューに“MIDI スルー”というオン／オフ切り替えの
できる項目があります。この項目はMIDI キーボードのローカルオン／オ
フまたはローカルコントロール オン／オフと呼ばれる設定と関連します。

････ この章に前述されている例 1 のように、MIDI キーボードを使用することが
あります。この場合、“MIDI スルー”がオンになっており、 MIDI キーボー
ドがローカルオフ（ローカルコントロールオフと呼ばれる場合もありま
す。詳しくは MIDI キーボードの取扱説明書をご覧ください）に設定されて
いる必要があります。この結果、キーボードから送信された MIDI 信号は、
Cubasis VST に記録され、同時に、その楽器に戻されます。この結果、
キーボードがその専用サウンドを「トリガー」しなくても、演奏している
音楽を聴くことができます。これにより、 MIDIキーボードからの MIDI信号
は、Cubasis VST にレコーディングされると同時に、 MIDI キーボード自体
の音を鳴らさなくても演奏中の音を聴くことができるように、MIDI キー
ボードへ戻されます。

MIDI In
MIDI Out

Cubasis VSTの“MIDIスルー”がオンに
なっている場合、受けとったMIDIデータ
はすぐに戻されます。

鍵盤を押すと、MIDIデータは、Cubasis VST
に送られます。

MIDIキーボードに戻ったMIDIデータは、
内蔵のシンセサイザーを鳴らします。

MIDIキーボードのローカル（ロー
カルコントロール）がオンになっ
ている場合、鍵盤を押すと、内蔵
のシンセサイザーが鳴ります。
ローカル（ローカルコントロー
ル）をオフにすると、この接続は
切断されます。
CUBASIS VST
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････ 前述の例 2、3、4 のように、音源を持たない MIDI キーボードを使用する場
合、Cubasis VST の“MIDI スルー”をオンに設定する必要があります。た
だし、MIDI キーボードのローカルオン   / オフ（ローカルコントロール オン   /
オフ）を 設定する必要はありません。

････ “MIDI スルー”をオフに設定する必要があるのは、Cubasis VST で使用す
るキーボードが 1台しかなく、その MIDI キーボードのローカル（ローカル
コントロール）をオフに設定できない場合だけです。

MMMMIIIIDDDDIIIIセセセセッッッットトトトアアアアッッッッププププののののチチチチェェェェッッッックククク

1111.... MMMMIIIIDDDDIIII キキキキーーーーボボボボーーーードドドドをををを演演演演奏奏奏奏ししししまままますすすす。。。。

2222.... トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトト ババババーーーーのののの““““IIIInnnn”””” イイイインンンンジジジジケケケケーーーータタタターーーーををををチチチチェェェェッッッッククククししししてててて、、、、 CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss
VVVVSSSSTTTT がががが MMMM IIIIDDDDIIIIデデデデーーーータタタタをををを受受受受けけけけてててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

3333....““““ MMMMIIIIDDDDIIII ススススルルルルーーーー”””” ををををオオオオンンンンにににに設設設設定定定定ししししてててていいいいるるるる場場場場合合合合、、、、 ““““OOOOuuuutttt”””” イイイインンンンジジジジケケケケーーーータタタターーーー
がががが MMMMIIIIDDDDIIII デデデデーーーータタタタをををを送送送送っっっってててていいいいるるるるここここととととをををを示示示示ししししまままますすすす。。。。

4444.... 演演演演奏奏奏奏ししししてててていいいいるるるる楽楽楽楽器器器器かかかからららら音音音音がががが聴聴聴聴ここここええええるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

楽器から音が聴こえない場合には、MIDI の接続とCubasis VST の“MIDI
スルー”設定をチェックします。また、オーディオの再生装置とオーディ
オの接続もチェックします。

5555.... 演演演演 奏奏奏奏ししししてててていいいいるるるる楽楽楽楽器器器器とととと同同同同じじじじ音音音音がががが聴聴聴聴ここここええええるるるる場場場場合合合合はははは、、、、楽楽楽楽 器器器器のののの音音音音がががが細細細細かかかかっっっっ
たたたたりりりり、、、、ぼぼぼぼややややけけけけたたたたりりりりししししてててていいいいなななないいいいかかかかををををチチチチェェェェッッッッククククししししまままますすすす。。。。
音が細かったり、ぼやけたりしている場合は、楽器がローカルオフに設定
されていない可能性があります。この場合、鍵盤を押すたびに、楽器で 1
回、MIDI を通じてもう 1回、計 2回ずつ音が演奏されることになります。

この部分が点灯しているとき、Cubasis VSTは
MIDIデータを送っています。

この部分が点灯しているとき、Cubasis VST
はMIDIデータを受信しています。
CUBASIS VST
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設設設設定定定定のののの保保保保存存存存
“オーディオシステムの設定”は、Cubasis VST により自動的に保存され
ます。その他の設定も必要に応じて保存できるため、Cubasis VSTを起動
するたびに設定し直す必要はありません。

1111.... ““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““別別別別名名名名でででで保保保保存存存存””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ファイルダイアログが表示されます。

2222.... CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT ののののフフフフォォォォルルルルダダダダにににに移移移移動動動動ししししまままますすすす。。。。

3333....““““フフフファァァァイイイイルルルルのののの種種種種類類類類”””” ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーでででで ““““ソソソソンンンンググググ （（（（****....AAAALLLLLLLL ））））””””がががが
選選選選択択択択さささされれれれてててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

4444....““““フフフファァァァイイイイルルルル名名名名”””” のののの欄欄欄欄にににに““““ddddeeeeffff”””” とととと入入入入力力力力ししししまままますすすす。。。。

5555.... ““““保保保保存存存存””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

同名の既存のファイルを置き換えることを尋ねてきます。“置換”をク
リックします。

これで、次に Cubasis VSTを起動する際には、ここで保存した基本設定が
自動的に読み込まれます。
CUBASIS VST
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基本ガイド 3



 

CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTTととととはははは
Cubasis VST は音楽の録音、編集、ミックスなどを行えるアプリケーショ
ンです。

Cubasis VST は、デジタルオーディオとMIDI の２種類のサウンド情報を記
録／再生できます。主な機能は以下のとおりです。

････ マイクやギターなどからのサウンドの録音

････ シンセサイザーなどの MIDI 楽器からの MIDI データの記録

････ 最大８チャンネルのオーディオトラックと 64 チャンネルの MIDI トラック
の再生

････ 切り取り＆貼り付けなど、録音したパートを編集／再構成する機能

････ MIDI データの精密な編集

････ イコライザーやエフェクトを使ったオーディオトラックのミックス

････ ミックスダウンしたオーディオファイルの作成

････ ムービーの表示と音楽に合わせた再生

････ 楽譜の印刷

● 本書はTASCAM 社 US-428 とセットになった専用バージョンのCubasis
VST の取扱説明書です。記載内容がUS-428 の説明書と本書とで異なる場
合、US-428 の説明書を優先してください。

リリリリアアアアルルルルタタタタイイイイムムムム
Cubasis VST の特筆すべき点は、完全にリアルタイムで動作することで
す。どのような種類の編集を実行するときでも、ウィンドウなどを切り替
えるときでも、曲を止める必要はありません。再生中に保存を行うことも
できます。

取取取取消消消消 ////再再再再実実実実行行行行
“編集”メニューの“取消”項目を使用すれば、Cubasis VST での操作を
取り消すことができます。取り消しを実行すると、この項目は“再実行”
に変わります。“再実行”を使用すれば、「取り消した操作を元に戻す」
ことができます。
CUBASIS VST
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デデデデジジジジタタタタルルルル オオオオーーーーデデデディィィィオオオオととととはははは
本書では「オーディオ」とは、マイクやエレキギターなど、コンピュータ
のサウンド入力端子に接続できる音源を指します。音声信号は Cubasis
VST が受信してハードディスクに記録できるよう、数値に変換されるた
め、「数 値化」されたという意味で「デジタル」という言葉を使います。
音を数値に置き換えることによってオーディオデータを操作する可能性が
格段に広がります。

MMMMIIIIDDDDIIII ととととはははは
MIDI とは、シンセサイザーなどで使用される一種の制御情報です。例を
挙げて説明しましょう。ワープロで文章を１ページ書き、そのページの
データをプリンタに送信するとします。プリンタは、コンピュータから受
信したデータを紙の上で実際の「インク」に置き換えます。

MIDI を利用すると、シンセサイザーに「音楽のプリンタ」としての機能
を持たせることができます。コンピュータは、情報をシンセサイザーに送
信し、シンセサイザーを演奏させるのに必要な音符を指定します。する
と、シンセサイザ ーは実際のオーディオ信号（サウンド）を作ります。

この技術の利点は、例えば、一度レコーディングしたピアノサウンドを、
シンセサイザーの設定を変更するだけで、チェンバロやブラスやギターな
どのサウンドに切り替えて再生できるという点です。

MIDI 楽器のもうひとつの仕様として、General MIDI（略 して GM）があり
ます。General MIDI 対応の楽器には、様々な共通のサウンドセット（ピア
ノ、ベース、ドラム、ブラス、ストリングなど）が内蔵されています。
General MIDI 対応の楽器を使用して音楽を制作すると、別のGM楽器でも
ほぼ同様のサウンドでプレイバックできます。この技術を利用すれば、
Cubasis VSTで作成した曲を別のユーザーと共有することができ、例え
ば、インターネットを通じて作品を発表することも可能になります。

Cubasis VSTは、GM規格の拡張仕様である GS（Roland 社）および XG（Yamaha
社）にも対応しています。
CUBASIS VST
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CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTTののののメメメメイイイインンンンウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ

アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ
このウィンドウでは、レコーディングを行い、曲を組み立てます。

アレンジウィンドウはレコーディングの内容を整理しやすいように、縦が
いくつかのトラックに分かれています。1 つめのトラックはドラム用、次
のトラックはベース用に、3 つめのトラックはボーカル用に、4 つめのト
ラックはバックコーラス用に、というように使用します。

ウィンドウの左側は各トラック設定用のリストになっています。

トラックリスト

この記号はオーディオ
トラックであることを
示します。

トラックをミュート　(消
音)する場合はこの欄をク
リックします。

ト ラックの
チャンネル

トラック名

この記号はMIDIト
ラックであること
を示します。

このボタンをク
リックするとト
ラック / パート情
報（イン スペク
ター）が 開きま

選択されたトラック
レコーディングは選
択されたトラックに
行われます。

変更する場合はダブ
ルクリックします。
CUBASIS VST
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アレンジウィンドウの右側の部分は パートディスプレイといいます。

レコーディング／プレイ
バック位置（ソングポジ
ション）

時間は左から右に向かって進行します。

左ロケーター 右ロケーター

レコーディングしたデータは、パートディスプレイ
に、パートというボックスの形で表示されます。

パートの縦方向の位置は、パートがどの
トラックにレコーディングされているの
かを示します。

パートの横方向の位置により、曲の中での
パートの開始位置がわかります。

ボックスの幅は、レコーディ
ングの長さを示します。

パートには、レコーディングされたデータ
がビジュアルで表示されます。
CUBASIS VST
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アレンジウィンドウの最上部には、各種ポップアップメニューや設定を示
すバーがあります。

トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトト ババババーーーー
トランスポート バーの機能は、テープレコーダーのコントロール機能とよ
く似ています。プレイボタン、ストップボタン、巻戻しボタンなどが配置
されています。テンポや拍子を設定することもできます。

選択したトラックだけを聴く場合
は、ここをクリックします。

移動や分割など、編集操作
の最小単位を設定します。

この音符の値は、クオンタイズ機能
に使用されます。

マウスポインタが示す位置を
「小節. 拍. ティック」で表示し
ます。

このポップアップメニューは、各パー
トをそれぞれ別々の色で表示したい場
合に使用します。

テンポと拍子を表
示 / 指定します。

レコーディング / プレイバックの開始位置、
終了位置、繰り返す範囲を「小節.拍.ティッ
ク」で表示 / 指定します。

マスタートラックを
作動させます。

現在のレコーディング / プレイバック位
置（ソングポジション）を「小節 . 拍 .
ティック」で表示します。

メトロノームを
作動させます。

ここに表示されているボタンは、一般的なテープレ
コーダーのコントロールボタンと同じです。右から、
レコード、スタート、ストップ、早送り、巻戻しボタ

このインジケーターは、MIDI 入力（レコーディン
グ）とMIDI 出力（プレイバック）の状態を表示しま
す。

ここをオンにすると、ロケーターで指定した範囲
が繰り返されます（サイクル）。
CUBASIS VST
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VVVVSSSSTTTTチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーー
オーディオトラックのミキシング、レベル（ボリューム）やステレオのパ
ン（左右の定位位置）などを調節します。

さらに、各オーディオチャンネルには、２バンドのパラメトリックイコラ
イザーが２つ、センドエフェクトが２つ、インサートエフェクトスロット
が1つ装備されています。
CUBASIS VST
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MMMMIIIIDDDDIIIIミミミミキキキキササササーーーー
MIDI シンセサイザーで作成したサウンドのレベル、パン、その他のパラ
メーターを調節できる場所です。 GM、GS、XG のいずれかの規格に対応
したMIDI 楽器を使用している場合は、このミキサーを利用して各MIDI
チャンネルのサウンドを選択することができます。

ププププーーーールルルル
このウィンドウは、すべてのオーディオのレコーディングデータをリスト
表示します。各種方法で管理が行えます。

オーディオのレコーディング
データを含むファイル

ファイルの一部を再生するセグメント

セグメントをアレンジウィンドウにド
ラッグして使用することができます。
CUBASIS VST
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MMMMIIIIDDDDIIII エエエエデデデディィィィタタタタ
MIDI のレコーディングデータを操作／変更するための編集ウィンドウ （エ
ディタ） には、次の 3種類があります。

キキキキーーーーエエエエデデデディィィィタタタタ

「グリッド（格子）」で構成され、音符（ノート）はバーの形で表示され
ます。音の高さは縦方向の位置で表され、音の長さはバーの長さで表され
ます。このエディタは、MIDI のノート、およびモジュレーションやボ
リュームなどの連続したコントローラーのデータをグラフィックスですば
やく編集したい場合に使用します。

リリリリスススストトトトエエエエデデデディィィィタタタタ

すべての MIDI のノート、コントローラー、その他のイベントがリスト形
式で表示されます。このエディタは、値や位置を完璧に制御したい場合に
適しており、数値を利用した編集に使用します。
CUBASIS VST
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ススススココココアアアアエエエエデデデディィィィタタタタ

MIDI のノートが楽譜形式で表示されます。このエディタは、印刷用の楽
譜を作成する場合に使用します。また、五線譜を利用した記譜に慣れてい
る方は、このエディタが作業しやすいかもしれません。

ママママススススタタタターーーートトトトララララッッッックククク

曲の中にテンポと拍子の変更情報を挿入したり、それらの情報を変更、削
除するのに使用します。
CUBASIS VST
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レコーディング 4



 

準準準準備備備備

入入入入力力力力先先先先のののの選選選選択択択択
レコーディングを始める前に、使用する入力先（入力ポート）を選択する
必要があります。入力先としては、マイク、ラインレベルの機器やミキ
サー、内蔵 CD-ROM ドライブのオーディオ出力などがあります。一般的に
はサウンドカードに付属の専用プログラムを利用して入力先の選択や設定
を行います。詳しくはサウンドカードの説明書をご覧ください。サウンド
カードによっては、Cubasis VST の“オーディオシステムの設定”ダイア
ログの“ASIO コントロールパネル”ボタンをクリックし、表示されるパ
ネルで設定できる場合もあります。

● 複数の入力ポートを併用できるサウンドカードで、1つの入力ポートのみ
から録音する場合は、不要なノイズを避けるため、他のポートの音量を小
さくするか、オフにすることをお勧めします。

入入入入力力力力ポポポポーーーートトトトのののの設設設設定定定定
Cubasis VST では、複数の入力端子を備えたサウンドカードを使用して、
それぞれの端子の信号を別々のオーディオチャンネルに接続できます。

以下の例では、2 イン 2アウトの標準的なサウンドカード（または複数の
入力ポートを備えたサウンドカードの場合、最初の2つのみ）の使用を前
提としています。録音を行う前には、これらの入力ポートがオンになって
いることを確認する必要があります。次の手順で操作してください。

1111.... ““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““入入入入力力力力ポポポポーーーートトトト””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

以下のウィンドウが表示されます。

左の欄には、使用可能な入力ポートが表示されます。ここでは、2つの入力ポートが表示されて
います。右の欄には、各ポートに対して使用される名称が表示されます。中央の欄には、入力
ポートがオンになっていることを示すインジケーターが表示されます。

2222.... 中中中中央央央央のののの欄欄欄欄ののののイイイインンンンジジジジケケケケーーーータタタターーーーがががが点点点点灯灯灯灯ししししてててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

インジケーターが点灯している場合、そのポートがオンになっていること
を意味します。点灯していない場合はインジケーターをクリックします。

3333.... ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタ・・・・キキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの [[[[RRRReeeettttuuuurrrrnnnn]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししててててウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウをををを
閉閉閉閉じじじじまままますすすす。。。。
CUBASIS VST
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ササササンンンンププププリリリリンンンンググググレレレレーーーートトトトのののの選選選選択択択択
レコーディングする前に、サンプリングレートを設定しておきます。

1111.... ““““オオオオ ーーーーデデデディィィィオオオオ””””メメメメ ニニニニュュュューーーーのののの““““別別別別 名名名名でででで保保保保存存存存””””をををを 選選選選択択択択しししし、、、、““““オオオオ ーーーーデデデディィィィ
オオオオシシシシスススステテテテムムムムのののの設設設設定定定定””””ダダダダイイイイアアアアロロロロググググをををを開開開開ききききまままますすすす。。。。

2222.... ““““ササササ ンンンンププププリリリリンンンンググググレレレレーーーートトトト””””ポポポポ ッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーかかかからららら、、、、ササササ ンンンンププププリリリリンンンン
ググググレレレレーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
サンプリングレートの設定値は、レコーディングの音質を左右します。値
が大きいほど音質は良くなりますが、必要なハードディスク・スペースも
増え、コンピュータの処理能力の面でも負担が増します。音質が重要視さ
れるレコーディングでも、一般的に使用されるサンプリングレートは44.1
kHzです。これは、オーディオ CDで使用されるサンプリングレートです。
このため、CD を作成する場合には、44 .100 kHz を選択します。

● この値は曲全体に適用されます。曲の一部分だけを別のサンプリングレー
トでレコーディングすることはできません。

3333.... ““““OOOOKKKK””””ををををククククリリリリッッッッククククししししててててダダダダイイイイアアアアロロロロググググをををを閉閉閉閉じじじじまままますすすす。。。。

設定が保存されます。
CUBASIS VST
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テテテテンンンンポポポポとととと拍拍拍拍子子子子のののの設設設設定定定定
レコーディングする前に、テンポと拍子を決定する必要があります。これ
らは、トランスポート バーで設定することができます。

テテテテンンンンポポポポににににつつつついいいいてててて
テンポを決定する良い方法は、“クリック”ボタンをオンにしてプレイ
バックし、１拍（4 分音符）ごとに鳴るメトロノームの音を聴いて、その
感じをつかんで調節する方法です。

トランスポートバーの“クリック”ボタンをオンにする。

････ ““““ククククリリリリッッッックククク””””ボボボボタタタタンンンンををををオオオオンンンンににににししししててててププププレレレレイイイイババババッッッッククククししししててててももももメメメメトトトトロロロロノノノノーーーームムムム
のののの音音音音がががが聴聴聴聴ここここええええなななないいいい場場場場合合合合はははは、、、、““““オオオオププププシシシショョョョンンンン””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの ““““メメメメトトトトロロロロノノノノーーーー
ムムムム”””” をををを選選選選択択択択ししししてててて、、、、 設設設設定定定定をををを調調調調節節節節すすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままますすすす。。。。

オーディオクリック、MIDI クリック、またはその両方を選択できます。こ
こで、曲が始まる前の準備カウントの小節数も指定できます。

ここでは、“マスター”がオン
になっていないことを確認し
てください。拍子は、各小節の拍数を決定します。例

えば、ロックやポップには主に4/4拍子
が使用され、ワルツには3/4拍子が使用
されます。

テンポは、曲の「速さ」を決定します。
この単位は、拍/分（1分あたりの4分
音符の数）です。

繰り返し録音を行うための「サイクル」ボタン。
ここでは、繰り返さないように設定（オフ）して
おくことをお勧めします。
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トトトトララララッッッッククククのののの選選選選択択択択とととと設設設設定定定定
レコーディングするトラックを選択する前に、オーディオチャンネルの性
質、およびモノラルやステレオのレコーディングがCubasis VST でどのよ
うに処理されるかを理解しておく必要があります。

････ すべてのオーディオは、オーディオチャンネルを通じてプレイバックされ
ます。オーディオチャンネルは、32 チャンネルあります。

････ １つのオーディオチャンネルは、一度に１つのモノラル音声だけをプレイ
バックできます。

････ ステレオ音声は、左右それぞれ１つのチャンネル、 計２つのオーディオチャ
ンネルでプレイバックされます。ステレオの２つのチャンネルは、必ず奇
数番号のチャンネルとその次の偶数番号のチャンネルで１組のペアを構成
します。例えば、チャンネル１とチャンネル２で１組、 チャンネル３とチャ
ンネル４で１組 ... となります。

････ 左右１組で使用するステレオレコーディング用のチャンネルは、モノラル
レコーディングには使用できません。

次の手順に従ってレコーディング用のトラックを設定します。

1111.... オオオオ ーーーーデデデディィィィオオオオトトトトララララッッッッククククのののの名名名名称称称称欄欄欄欄ををををククククリリリリッッッッククククししししててててトトトトララララッッッッククククをををを選選選選択択択択ししししまままま
すすすす。。。。

････ アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウにににに空空空空いいいいてててていいいいるるるるオオオオーーーーデデデディィィィオオオオトトトトララララッッッッククククががががなななないいいいとととときききき
はははは、、、、 新新新新ししししいいいいトトトトララララッッッッククククをををを作作作作成成成成すすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままますすすす（（（（ ““““構構構構成成成成”””” メメメメニニニニュュュューーーー
のののの““““ トトトトララララッッッッククククをををを作作作作成成成成”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす）））） 。。。。

トラックをオーディオトラックとして設定するためには、トラックの
“C”欄をクリックして、ポップアップメニューから“オーディオトラッ
ク”を選択します。

オーディオ
トラック
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2222.... トトトトララララッッッッククククのののの チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル（（（（ ““““チチチチャャャャンンンンネネネネ”””” ））））をををを、、、、 レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググししししたたたたいいいい
オオオオーーーーデデデディィィィオオオオチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルにににに設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

このトラックが最初にレコーディングするオーディオトラックの場合は、
“1”を選択します。チャンネルはいずれも一度に１つのデータしかプレ
イバックできないため、他のトラックで使用されているチャンネルを選択
しないようにする必要があります。

● ステレオレコーディングする場合は、奇数のチャンネル番号を選択してく
ださい。

3333.... トトトトララララッッッックククク／／／／パパパパーーーートトトト情情情情報報報報（（（（ イイイインンンンススススペペペペククククタタタターーーー））））をををを開開開開ききききまままますすすす。。。。
インスペクターは、アレンジウィンドウの左下のボタンで表示／非表示の
切り替えができます。

ここをクリックすると...

...インスペクターが開きます。
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4444.... イイイインンンンススススペペペペククククタタタターーーー のののの““““ MMMMoooonnnnoooo ／／／／ SSSStttteeeerrrreeeeoooo””””切切切切りりりり替替替替ええええススススイイイイッッッッチチチチをををを使使使使用用用用しししし
てててて、、、、モモモモ ノノノノララララルルルルレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググままままたたたたははははスススステテテテレレレレオオオオレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググをををを選選選選
択択択択ししししまままますすすす。。。。
スイッチの表示（“Mono ／ Stereo”）は、ど ちらが設定されているかを
示します。また、このスイッチは、切り替えが可能かどうかも示します。

トラックをステレオ（“Stereo”）に 設定した場合は、ステップ 2で設定
したチャンネルがステレオの左チャンネルとして使用され、その次のチャ
ンネルが右チャンネルとして確保されるため、どちらか一方にモノラルト
ラックを設定することはできません。

5555.... トトトト ララララッッッッククククのののの名名名名称称称称ををををダダダダブブブブルルルルククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、名名名名 称称称称をををを入入入入力力力力しししし、、、、[[[[RRRReeeettttuuuurrrrnnnn]]]]
キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

レコーディングされたオーディオファイルには、トラックの名称が付けら
れます。このため、内容がわかりやすいトラック名を使用することをお勧
めします。

ここで、選択したオーディオチャンネルに対して正しい入力ポートが選択
されていることを確認する必要があります。初期設定では、サウンドカー
ドの左チャンネルの入力は奇数番号のチャンネルに、右チャンネルの入力
は偶数番号のチャンネルに設定されています。ただし、この設定は変更で
きます。

トラックはモノラル（“Mono”）に設定
されており、ステレオ（“Stereo”）に切
り替えることはできません。その理由
は、トラックが偶数番号のチャンネルに
設定されているか、次のチャンネルがす
でに使用されているためです。

トラックは、モノラル（“Mono”）に
設定されています。ボタンをクリック
して、ステレオ（“Stereo”）に切り替
えることができます。

トラックはステレオ（“Stereo”）に設
定されています。ボタンをクリックし
て、モノラル（“Mono”）に切り替え
ることができます。

トラックはステレオ（“Stereo”）に設
定されており、モノラル（“Mono”）に
切り替えることはできません。その理
由は、トラックがすでにステレオレ
コーディングされているためです。
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6666....““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーー”””” をををを選選選選択択択択ししししてててて
くくくくだだだだささささいいいい。。。。

VST チャンネルミキサーが表示されます。

7777.... レレレレ ココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ用用用用にににに選選選選択択択択ししししたたたたオオオオーーーーデデデディィィィオオオオチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルのののの「「「「ミミミミ キキキキササササーーーー
モモモモジジジジュュュューーーールルルル」」」」をををを探探探探ししししまままますすすす。。。。

オーディオチャンネルごとに１つのミキサーモジュールが表示されます。
その一番上に、そのチャンネルに対して選択されている入力ポートの名称
が表示されます。

１つの
ミキサー
モジュール
CUBASIS VST

4  –  38 オーディオの レコーディング



4

 

4

4

4

4

4

4

4

4

4

 

8888.... [[[[CCCCtttt rrrrllll]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががらららら 入入入入力力力力ポポポポーーーートトトトボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
すすすするるるるととととポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーがががが表表表表示示示示さささされれれれ、、、、 ２２２２つつつつのののの入入入入力力力力ポポポポーーーートトトトがががが選選選選択択択択
ででででききききまままますすすす。。。。

9999.... 入入入入力力力力先先先先にににに使使使使用用用用すすすするるるる入入入入力力力力ポポポポーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ステレオレコーディングを設定した場合には、２つのチャンネルに対して
それぞれ異なる入力ポートを選択する必要があります。

11110000.... アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウにににに戻戻戻戻りりりり、、、、イイイイ ンンンンススススペペペペククククタタタターーーーのののの““““録録録録 可可可可””””ボボボボ タタタタンンンンをををを
ククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、トトトト ララララッッッッククククおおおおよよよよびびびび選選選選択択択択ししししたたたたオオオオーーーーデデデディィィィオオオオチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルをををを
レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ可可可可能能能能なななな状状状状態態態態ににににししししまままますすすす。。。。
初めてオーディオレコーディングを行うときには、レコーディングした
オーディオファイルの保存先フォルダを選択するためのダイアログが表示
されます。

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルル用用用用フフフフォォォォルルルルダダダダのののの選選選選択択択択
新しい曲で初めてオーディオレコーディングを行うときには、録音した
オーディオファイルを保存するフォルダを選択するためのダイアログが表
示されます。ここで設定したフォルダは、その曲でレコーディングした
オーディオファイルの保存先として使用されます。可能な場合は、オー
ディオファイルを別のハードディスクに保存することをお勧めします。

････ 曲曲曲曲のののの制制制制作作作作途途途途中中中中ににににフフフフォォォォルルルルダダダダをををを変変変変更更更更ししししたたたたいいいい場場場場合合合合はははは、、、、 ““““フフフファァァァイイイイルルルル”””” メメメメニニニニュュュューーーー
のののの““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルル用用用用フフフフォォォォルルルルダダダダ”””” をををを選選選選択択択択すすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり、、、、 いいいいつつつつ
ででででもももも変変変変更更更更すすすするるるるここここととととががががででででききききまままますすすす。。。。
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モモモモニニニニタタタタリリリリンンンンググググ
モニタリングとは、レコーディングの準備中またはレコーディング中に、
レコーディングする音を聴くことをいいます。 Cubasis VST 自体は、モニ
タリング処理を行いません。Cubasis VST に送られるオーディオ信号は戻
されないということです。

モニタリングは、オーディオミキサーを使用して行う、またはサウンド
カードに付属のミキサープログラムを使用してオーディオ入力を出力に戻
す方法で行ってください。また、サウンドカードの中には、専用の「ダイ
レクトスルー」スイッチが装備されているものや、レコーディング信号と
プレイバック信号に別々のボリュームコントロールが装備されているもの
もあります。詳しくは、サウンドカードの取扱説明書をご覧ください。

入入入入力力力力レレレレベベベベルルルルののののチチチチェェェェッッッックククク
デジタルレコーディングは、レコーディングレベルの概念が従来のアナロ
グレコーディングとは異なります。アナログレコーディングでは、一般的
に、「レベルメーターの針が赤い部分に触れても（機器が正確に再生でき
るレベルより高いレベルでレコーディングしても）」問題はありません
が、デジタルレコーディングでは、それは許されません。

ここでは「 ヘッドルーム 」という用語を使用します。これは、録音する
信号のレベルと機器で処理できる最大レベルの差を意味します。ヘッド
ルームは、信号のレベルが高くなるにつれ徐々に減少し、最終的に0 dB
（デシベル）に近づきます。

デジタル録音では、信号レベルが機器で処理できるレベルを超え、「ヘッ
ドルーム」を使い切った場合は 、強烈なクリッピング が発生し、不快な歪
みとなります。このクリッピングの発生を防ぐためには、VSTチャンネル
ミキサーの入力メーター機能を使用して、レコーディングの入力レベルを
正確にチェックする必要があります。次の手順で操作してください。

1111....““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの ““““VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーー”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

VST チャンネルミキサーが開きます。
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2222.... レレレレ ココココーーーーデデデディィィィンンンンググググすすすするるるるチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルののののレレレレベベベベルルルルメメメメーーーータタタターーーーのののの上上上上部部部部ににににああああるるるる
““““IIIInnnn””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククしししし、、、、入入入入力力力力メメメメーーーータタタターーーー機機機機能能能能ををををオオオオンンンンににににししししまままますすすす。。。。

これにより、レベルメーターはオーディオチャンネルの入力信号のレベル
を表示します。“In”ボタンがオンでない場合、レベルメーターはオー
ディオチャンネルの出力信号のレベルを表示します。
ステレオレコーディングする場合は、左右両方のチャンネルの“In”ボタ
ンをオンにします。

3333.... 接接接接 続続続続ししししたたたた楽楽楽楽器器器器をををを演演演演奏奏奏奏しししし、、、、レレレレ ベベベベルルルルメメメメーーーータタタターーーー、、、、おおおお よよよよびびびびフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーのののの上上上上
ののののレレレレベベベベルルルルのののの値値値値ををををチチチチェェェェッッッッククククししししまままますすすす。。。。
レベルは、クリッピングが発生しない（0 dBを超えない）状態で、できる
限り高くする必要があります。

4444.... 必必必必 要要要要にににに応応応応じじじじてててて、、、、ササササ ウウウウンンンンドドドドカカカカーーーードドドドののののミミミミキキキキササササーーーーププププロロロロググググララララムムムムでででで入入入入力力力力レレレレベベベベ
ルルルルをををを調調調調節節節節ししししまままますすすす。。。。まままま たたたたはははは、、、、入入入入 力力力力先先先先ああああるるるるいいいいははははオオオオーーーーデデデディィィィオオオオミミミミキキキキササササーーーーのののの
出出出出力力力力レレレレベベベベルルルルをををを調調調調節節節節ししししまままますすすす。。。。

クリッピングの発生は、“In”ボタンの上の赤
いクリッピングインジケーターの点灯で示さ
れます。クリッピングインジケーターをリセッ
トするには、インジケーターをクリックしま
す。
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ははははじじじじめめめめててててののののレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ

レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググのののの開開開開始始始始位位位位置置置置とととと終終終終了了了了位位位位置置置置のののの設設設設定定定定
レコーディングは、左ロケーターの位置で開始し、右ロケーターの位置で
終了します。 ロケーターの位置は、小節の目盛がある時間軸（ルーラー）
をクリックするだけで設定できます。

マウスの、左ボタンでルーラーをクリックすると、クリックした位置に左
ロケーターが設定され、右ボタンでルーラーをクリックすると、クリック
した位置に右ロケーターが設定されます。

レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ
1111.... レレレレココココーーーードドドドボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

2222.... 2222 小小小小節節節節のののの準準準準備備備備カカカカウウウウンンンントトトトのののの後後後後、、、、レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググがががが開開開開始始始始さささされれれれまままますすすす。。。。
レコーディングは、右ロケーターの位置にきた時点で自動的に終了しま
す。ただし、その前にストップボタンをクリックした場合は、その時点で
終了します。

3333.... レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググがががが済済済済んんんんだだだだらららら、、、、スススストトトトッッッッププププボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
Cubasis VST は、波形を表示できるように画像ファイルの演算処理を行い
ます。レコーディングデータの長さによっては、この演算に数秒かかる場
合があります。演算の際中は、演算中であることを示すダイアログが表示
されます。
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パパパパーーーートトトト ににににつつつついいいいてててて
レコーディングするたびに、トラックにパートが1つ作成されます。パー
トとは、レコーディングの「容器」のようなものです。パートは、レコー
ディングの開始位置から始まり、レコーディングの終了位置で終わりま
す。「ア レンジウィンドウでの編集」の章で説明されているように、パー
トの移動、コピー、貼り付け、その他多数の方法により、曲の編集や組み
立てを行うことができます。

パートの例

レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググししししたたたた内内内内容容容容をををを聴聴聴聴くくくく場場場場合合合合
1111.... レレレレ ココココーーーーデデデディィィィンンンンググググししししたたたた内内内内容容容容をををを聴聴聴聴くくくくににににはははは、、、、トトトト ラララランンンンススススポポポポーーーートトトトババババーーーーののののスススス
トトトトッッッッププププボボボボタタタタンンンン、、、、まままま たたたたはははは巻巻巻巻きききき戻戻戻戻ししししボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて先先先先頭頭頭頭にににに戻戻戻戻
しししし、、、、ププププレレレレイイイイボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

2222.... 聴聴聴聴きききき終終終終わわわわっっっったたたたらららら、、、、スススストトトトッッッッププププボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて停停停停止止止止ししししまままますすすす。。。。

レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググししししたたたた内内内内容容容容がががが気気気気にににに入入入入ららららなななないいいい場場場場合合合合
レコーディングした内容が気に入らない場合は、“編集”メニューの“取
消”を選択すれば、レコーディングしたパートを削除することができま
す。または、該当するパートをクリックして選択した後、[Backspace] キー
を押しても、パートを削除できます。

ただし、これらの方法を行っても、ハードディスクにあるオーディオファ
イルを削除することはできません。レコーディングしたオーディオファイ
ルを完全に削除する場合は、次の手順に従ってください。

1111.... 削削削削除除除除ししししたたたたいいいいパパパパーーーートトトトををををククククリリリリッッッッククククししししてててて選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

2222.... [[[[CCCCttttrrrrllll]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががらららら [[[[BBBBaaaacccckkkkssssppppaaaacccceeee]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

オーディオファイルを完全（永久的）に削除することを尋ねてくるので、
“はい”をクリックします。
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同同同同じじじじトトトトララララッッッッククククへへへへのののの追追追追加加加加レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ
同じトラックに追加してレコーディングする場合には、次の手順に従って
ください。

1111.... 左左左左ロロロロケケケケーーーータタタターーーーををををレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググのののの開開開開始始始始位位位位置置置置にににに移移移移動動動動ししししまままますすすす。。。。
ロケーターを設定する場所は、まだデータがレコーディングされていない
場所でも、下に示すように、すでにデータがレコーディングされている場
所でもかまいません。

2222.... 前前前前述述述述のののの要要要要領領領領ででででレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググししししまままますすすす。。。。
新しいファイルが自動的に作成されます。このファイルには、そのトラッ
ク名が付けられ、 その後に番号（ １、２、３など）が追加されます。

オオオオーーーーババババララララッッッッププププににににつつつついいいいてててて

すでにデータがレコーディングされている場所に重ねてレコーディングす
ると、前のデータにオーバラップする（重なる）形でパートが作成されま
す。ただし、実際に見えるパートだけしかプレイバックされません。１つ
のオーディオチャンネルは、一度に１つのオーディオファイルしかプレイ
バックできないためです。

次次次次ののののトトトトララララッッッッククククへへへへののののレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ ----　　　　オオオオーーーーババババーーーーダダダダビビビビンンンンググググ
次のトラックにレコーディングする場合には、最初のトラックへのレコー
ディングと同じ要領で行います。次に、その手順を要約します。

1111.... 次次次次ののののオオオオーーーーデデデディィィィオオオオトトトトララララッッッッククククをををを選選選選択択択択しししし、、、、 そそそそののののトトトトララララッッッッククククにににに別別別別ののののオオオオーーーーデデデディィィィオオオオ
チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルをををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

2222.... 左左左左 ////右右右右ロロロロケケケケーーーータタタターーーーをををを設設設設定定定定ししししててててレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググをををを開開開開始始始始ししししまままますすすす。。。。

先に録音したトラックが再生され、それに重ね録音する形で新しいトラッ
クに録音できます。
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レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググししししたたたたオオオオーーーーデデデディィィィオオオオのののの編編編編集集集集
オーディオの編集方法には、以下の２種類があります。

････ アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウででででオオオオーーーーデデデディィィィオオオオパパパパーーーートトトトをををを編編編編集集集集すすすするるるる方方方方法法法法

この場合、録音したオーディオデータの一部を切り取ったり、複製した
り、再生するデータ範囲を変更したりすることができます。この操作を
行っても、ハードディスクにある実際のオーディオファイルは変更されま
せん。「アレンジウィンドウでの編集」の章もご参照ください。

････ 別別別別ののののオオオオーーーーデデデディィィィオオオオ編編編編集集集集ソソソソフフフフトトトトをををを使使使使用用用用すすすするるるる方方方方法法法法

“オーディオ”メニューの“波形編集ウィンドウの設定”で、外 部オー
ディオ編集ソフトを指定できます。オーディオパートを選択して、“オー
ディオ”メニューの“オーディオの編集”を選択すると、ここで指定した
別のオーディオ編集ソフトが自動的に開きます。これにより、オーディオ
データを詳細に編集することができます。

● ここでの編集は、オーディオファイル自体を変更していますので注意して
ください。そのオーディオファイルが別の場所や曲で使用されている場合
は、ファイルのコピーを作成して編集を行ってください。

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオののののププププレレレレイイイイババババッッッッククククにににに問問問問題題題題がががが発発発発生生生生ししししたたたた
場場場場合合合合

オーディオのプレイバックの際に音飛び、雑音、リズムがおかしいなどの
問題が発生した場合、以下の設定を調節してください。

････ ““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオシシシシスススステテテテムムムムのののの設設設設定定定定””””ダダダダイイイイアアアアロロロロググググのののの““““デデデディィィィススススククククキキキキャャャャッッッッシシシシュュュュ
パパパパタタタターーーーンンンン”””” でででで別別別別ののののオオオオププププシシシショョョョンンンンをををを選選選選択択択択ししししててててみみみみててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

････ ““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオシシシシスススステテテテムムムムのののの設設設設定定定定”””” ダダダダイイイイアアアアロロロロググググのののの ““““MMMMIIIIDDDDIIII //// オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ間間間間
ののののタタタタイイイイムムムムオオオオフフフフセセセセッッッットトトト”””” をををを調調調調節節節節ししししててててみみみみててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

この操作が役に立つのは MIDI とオーディオのプレイバックにずれがある場
合です。
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第 5 章

MIDIの
レコーディング 5
 



 

準準準準備備備備
この章の内容は以下の点を前提としています。

････ 使用する音源が General MIDI（ＧＭ）、またはその拡張形式である GSかXG
に対応しており、 そのモードに設定されていること。

････ 前章の「オーディオのレコーディング」の内容を理解していること。

● 音源が General MIDI（GM）またはその拡張規格に 対応していない場合は、
MIDI ミキサーの““““ IIIInnnnssssttttrrrruuuummmm .... ””””欄をクリックして表示されるメニューからサ
ウンドを直接選択することはできません （50 ページを参照してください）。
なお、音源が GM 非対応の場合も実際のレコーディングの手順は同じです。

テテテテンンンンポポポポ、、、、拍拍拍拍子子子子、、、、ククククリリリリッッッックククク
はじめてレコーディングする場合は 34 ページの手順に従ってテンポ、拍子、
クリックを設定します。

トトトトララララッッッッククククのののの選選選選択択択択とととと名名名名称称称称設設設設定定定定
“C”欄に音符記号が表示されているトラックが、 MIDI トラックです。

1111.... MMMMIIIIDDDDIIII トトトトララララッッッッククククのののの名名名名称称称称ををををククククリリリリッッッッククククししししててててトトトトララララッッッッククククをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

････ アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウにににに空空空空いいいいてててていいいいるるるる MMMMIIIIDDDDIIII トトトトララララッッッッククククががががなななないいいいととととききききはははは、、、、 新新新新しししし
いいいいトトトトララララッッッッククククをををを作作作作成成成成すすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままますすすす （（（（““““構構構構成成成成””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの ““““トトトトララララッッッッ
ククククをををを作作作作成成成成”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす ））））。。。。

2222.... トトトト ララララッッッッククククのののの名名名名称称称称ををををダダダダブブブブルルルルククククリリリリッッッッククククししししてててて名名名名称称称称をををを入入入入力力力力しししし、、、、[[[[RRRReeeettttuuuurrrrnnnn]]]]
キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

3333....““““出出出出力力力力先先先先””””欄欄欄欄でででで正正正正ししししいいいい MMMMIIIIDDDDIIII 出出出出力力力力がががが選選選選択択択択さささされれれれてててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

“出力先”欄が表示されていない場合には、分割線（トラックリストと
パートディスプレイの境界線）をクリックして右方向にドラッグします。

4444.... トトトトララララッッッッククククのののの MMMMIIIIDDDDIIII チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル（（（（““““チチチチャャャャンンンンネネネネ””””））））をををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

● General MIDI（ GM）では、ドラムに必ず チャンネル 10が使用されるよう
になっています。
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ササササウウウウンンンンドドドドのののの選選選選択択択択ととととレレレレベベベベルルルルのののの設設設設定定定定
キーボードを演奏する際には、設定した MIDI チャンネルで音源のサウン
ドが聴こえるようにする必要があります。

サウンドの選択とレベルの調節は、次の手順で行います。

1111....““““編編編編集集集集”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ MMMMIIIIDDDDIIII ミミミミキキキキササササーーーー”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
MIDI ミキサーが表示され、 MIDI チャンネルごとに 1つずつ、計16セクショ
ンのコントローラーが表示されます。

2222.... MMMMIIIIDDDDIIII ミミミミキキキキササササーーーーのののの右右右右上上上上ににににああああるるるるセセセセククククシシシショョョョンンンンにににに注注注注目目目目ししししまままますすすす。。。。

3333....““““ RRRReeeesssseeeetttt”””” ボボボボタタタタンンンンのののの上上上上のののの欄欄欄欄ををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーー
をををを開開開開ききききまままますすすす。。。。GGGGMMMM、、、、 GGGGSSSS、、、、 XXXXGGGG ののののいいいいずずずずれれれれかかかかののののモモモモーーーードドドドをををを選選選選択択択択ででででききききるるるるののののでででで、、、、
ごごごご使使使使用用用用のののの音音音音源源源源にににに合合合合っっっったたたたモモモモーーーードドドドにににに設設設設定定定定ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

4444.... そそそそ のののの上上上上ににににああああるるるる欄欄欄欄ををををククククリリリリッッッッククククししししててててポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーをををを開開開開きききき、、、、音音音音
源源源源がががが接接接接続続続続さささされれれれてててていいいいるるるる MMMMIIIIDDDDIIII 出出出出力力力力をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
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5555.... 選選選選択択択択ししししたたたた MMMMIIIIDDDDIIII チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルにににに対対対対応応応応すすすするるるるミミミミキキキキササササーーーーモモモモジジジジュュュューーーールルルルのののの下下下下部部部部にににに
ああああるるるる ““““IIIInnnnssssttttrrrruuuummmm....”””” 欄欄欄欄 ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

6666.... 階階階階層層層層メメメメニニニニュュュューーーーかかかからららら、、、、ササササウウウウンンンンドドドドをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

7777.... キキキキーーーーボボボボーーーードドドドをををを演演演演奏奏奏奏ししししてててて、、、、新新新新ししししいいいいササササウウウウンンンンドドドドをををを試試試試ししししててててみみみみまままますすすす。。。。

思い通りのサウンドが得られない場合、いくつかの原因が考えられます。

････ 音源が GM（または GS / XG）モードに設定されていない。

前述の GM / GS / XG 選択メニューで正しいモードを選択し、その下にある
“Reset”ボタンをクリックして、音源のモードを設定し直します。

････ 音源が MIDI プログラムチェンジ信号を受けるように設定されていない。
この場合、詳しくは、音源の取扱説明書をご覧ください。

････ 音源が GMに対応していない。
この場合は、GM / GS / XG モードを選択するポップアップメニューで
“OFF”を選択し、楽器の各 MIDIチャンネルのサウンドを手動で設定する
必要があります。

8888.... 必必必必 要要要要にににに応応応応じじじじてててて、、、、チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーをををを使使使使用用用用ししししててててササササウウウウンンンンドドドドののののボボボボ
リリリリュュュューーーームムムムをををを調調調調節節節節ししししまままますすすす。。。。

9999.... MMMMIIIIDDDDIIII ミミミミキキキキササササーーーーをををを 閉閉閉閉じじじじまままますすすす。。。。
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レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ
1111.... オオオオーーーーデデデディィィィオオオオののののレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググとととと同同同同じじじじよよよよううううにににに、、、、 左左左左右右右右ののののロロロロケケケケーーーータタタターーーーをををを使使使使用用用用ししししてててて
レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググのののの開開開開始始始始位位位位置置置置 とととと終終終終了了了了位位位位置置置置 をををを設設設設定定定定しししし、、、、必必必必要要要要にににに応応応応じじじじててててメメメメトトトトロロロロノノノノーーーー
ムムムムをををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。
“オプション” メニューの“メトロノーム” を選択すると、“メトロノーム”
ダイアログが開き、“オーディオクリック”と“MIDI クリック”のどちら
か、または両方を選択することができます。トランスポート バーの“ク
リック”ボタンをダブルクリックしても、このダイアログを開くことがで
きます。

2222.... レレレレココココーーーードドドドボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

3333.... レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググがががが済済済済んんんんだだだだらららら、、、、スススストトトトッッッッププププボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

パートが表示されます。

オーディオトラックの場合と同じように、レコーディングした内容を聴い
たり、レコーディングを削除したり、レコーディングを追加したりするこ
とができます。

オオオオーーーーババババララララッッッッププププににににつつつついいいいてててて

パートのオーバラップという点については、MIDI トラックはオーディオ
トラックとは異なります。すでにレコーディングされているトラックに再
度レコーディングする場合、新しくレコーディングするデータは、そのト
ラックにあったすべてのデータに追加されます。プレイバックすると、両
方のレコーディングの音を一緒に聴くことになります。
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プレイバック、テンポ、
トランスポート バー 6
 



 

トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトト ババババーーーー
以下はトランスポート バーの各要素の機能を簡単にご紹介したものです。

････ トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトト ババババーーーーをををを画画画画面面面面にににに非非非非表表表表示示示示 ////表表表表示示示示すすすするるるるににににはははは、、、、““““ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ””””
メメメメニニニニュュュューーーーのののの””””トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトト ババババーーーーをををを隠隠隠隠すすすす //// 表表表表示示示示””””をををを選選選選択択択択、、、、ままままたたたたはははは
ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドでででで［［［［ FFFF11112222］］］］ キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

トランスポート バーの機能は、トランスポート バーが画面に表示されて
いない場合でも、コンピュータのキーボードから実行できます。

上記に加え、［Page Up］キーは早送り、［Page Down］キーは巻戻し、
スペースバーは録音／再生の停止に使用できます。

ソングポジション ポジションスライダー

巻戻し レコード

右ロケーターのポジション

左ロケーターのポジション

MIDI 入出力
の状態表示

テンポ

メトロノームの
オン / オフ

マスタートラックの
オン / オフ

サイクルの
オン / オフ

ストップ早送り プレイ

拍子

Num
Lock x —

7 8 9

4 5 6 +

1 2 3

0 , Enter

レコード

テンポを下げる

テンポを上げる

プレイ

左ロケーター

右ロケーター

の位置に移動

の位置に移動

ストップ

サイクルの
オン   / オフ

最後にストッ
プした位置に
移動
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ソソソソンンンンググググポポポポジジジジシシシショョョョンンンンのののの設設設設定定定定
レコーディング / プレイバックの位置を示すソングポジションポインタ
は、アレンジウィンドウには縦線で表示され、ルーラー（小節の目盛があ
る時間軸）には三角の印で表示されます。

以下の方法を使用すると、ソングポジションを移動できます。

････ トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトトババババーーーーのののの早早早早送送送送りりりりとととと巻巻巻巻戻戻戻戻ししししをををを使使使使用用用用すすすするるるる。。。。

[Shift] キーを押しながら、早送りまたは巻戻しボタンをクリックすると、
すばやく移動できます。

････ ルルルルーーーーララララーーーーをををを ダダダダブブブブルルルル ククククリリリリッッッッククククすすすするるるる。。。。

すると、ダブルクリックした位置にソングポジションポインタが移動しま
す。この方法では、スナップ値を利用すると、ソングポジションポインタ
を移動できる位置が特定されます。例えば、スナップが 1/4 に設定されて
いる場合、ソングポジションは、最も近い４分音符の位置に移動します。

････ トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトトババババーーーーのののの ポポポポジジジジシシシショョョョンンンンススススラララライイイイダダダダーーーーをををを使使使使用用用用すすすするるるる。。。。

スライダーのツマミをドラッグする、またはスライダー上の任意の位置を
クリックしてツマミを移動します。  

 
ボジションスライダーの全長は、曲の長さに対応しています。従って、スライダーを右端まで
ドラッグすると、ソングポジションが最後のパートの終了位置に移動します。

････ トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトト ババババーーーーののののソソソソンンンンググググポポポポジジジジシシシショョョョンンンンにににに値値値値をををを入入入入力力力力すすすするるるる。。。。

曲曲曲曲のののの先先先先頭頭頭頭へへへへのののの移移移移動動動動
ストップボタンをクリックして曲を停止した後、もう一度ストップボタン
をクリックすると（またはテンキーの［0］を押すと）、ソングポジショ
ンが左ロケーターの位置に移動します。ソングポジションが左ロケーター
地点、またはそれよりも左にある場合は、曲の先頭に移動します。ストッ
プボタンを２回クリックすると、常に曲の頭に戻ることになります。
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テテテテンンンンポポポポとととと拍拍拍拍子子子子のののの基基基基本本本本操操操操作作作作

トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトト ババババーーーーとととと ママママススススタタタターーーートトトトララララッッッッククククののののテテテテンンンンポポポポ
２つの方法でテンポを設定できます。

････ 曲全体を通して一定のテンポを使用する場合は、““““マスター””””ボタンをオ
フにし、使用したいテンポをトランスポート バーで直接設定します。テン
ポは、いつでも（プレイバック中でも）変更することができます。

････ 曲の途中でテンポを変える場合は、マスタートラックを使用する必要があ
ります。プレイバック中にテンポが変わるようにするには、トランスポー
ト バーの“マスター”ボタンをオンにしておく必要があります。

トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトト ババババーーーーののののテテテテンンンンポポポポ設設設設定定定定
････ トランスポートバーのテンポの値を調節するには、 以下の方法があります。
１つめは、マウスの右ボタンをクリックしてテンポを上げ、左ボタンをク
リックしてテンポを下げる方法です。 ２つめは、テンポの欄をダブルクリッ
クした後、値を入力する方法です。また、テンポの値をクリックし、マウ
スのボタンを押したままにすることによっても、テンポを上げ下げするこ
とができます。左ボタンを使用すると値が下がり、右ボタンを使用すると
値が上がります。［Shift］キーを押しながらこの操作を行うと、値は10 ス
テップ単位で変わります。

････ さらに、３つめの方法があります。この方法では、［Ctrl］キーを押しなが
らテンポ値をクリックし、マウスのボタンを押したまま上下にドラッグし
ます。すると、スクロールバーやフェーダーがあるかのように、値を変更
できます。この値の単位は、 BPM（Beats Per Minute ...拍数 /分）です。必
要に応じて、 整数と小数点以下を別々に変更することができます。

“マスター”ボタンがオフの場合、
トランスポート バーのテンポ設定が
使用されます。

“マスター”ボタンがオンの場合、マスター
トラックのテンポ設定が使用され、トランス
ポートバーに表示されます。
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ママママススススタタタターーーートトトトララララッッッッククククのののの使使使使用用用用
マスタートラックは、曲の途中でテンポや拍子を変えたい場合に使用しま
す。マスタートラックを開くには“編集”メニューの“マスタートラッ
ク”を選択、またはトランスポートバーの“マスター”ボタンをダブルク
リックします。

マスタートラックには、曲中のすべてのテンポと拍子がリスト表示されま
す。曲の途中でテンポを変更するには、次の手順に従ってください。

1111.... テテテテンンンンポポポポをををを変変変変更更更更すすすするるるる位位位位置置置置ににににソソソソンンンンググググポポポポジジジジシシシショョョョンンンンポポポポイイイインンンンタタタタをををを置置置置ききききまままますすすす。。。。

2222.... ママママ ススススタタタターーーートトトトララララッッッッククククのののの右右右右上上上上ににににああああるるるるポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーをををを開開開開いいいいてててて、、、、
““““テテテテンンンンポポポポ””””がががが選選選選択択択択さささされれれれてててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

3333.... ““““IIIInnnn””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
ソングポジションの位置に新しいテンポ項目が挿入されます。

4444.... ““““値値値値””””欄欄欄欄でででで、、、、ここここののののテテテテンンンンポポポポのののの値値値値をををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

値を下げるにはマウスの左ボタンを、値を上げるにはマウスの右ボタンを
クリックします。または、値をダブルクリックして、値を入力します。

トランスポートバーの“マスター”ボタンをオンにし、曲を巻戻してプレ
イバックすると、設定した位置でテンポが変わるのがわかります。

････ ママママススススタタタターーーートトトトララララッッッッククククかかかかららららテテテテンンンンポポポポをををを 削削削削除除除除すすすするるるるににににはははは、、、、 削削削削除除除除ししししたたたたいいいいテテテテンンンンポポポポをををを選選選選択択択択しししし
たたたた後後後後、、、、 [[[[BBBBaaaacccckkkkssssppppaaaacccceeee]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

最初のテンポ値を削除することはできません。
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● オーディオのレコーディングの後にテンポを変更しないでください。オー
ディオパートは正しい位置からプレイバックされますが、オーディオデー
タはレコーディングしたときのテンポでプレイバックされます。

拍拍拍拍子子子子
拍子とは、小節の拍数です。例えば、4 / 4（４拍子）や 3 / 4（３拍子）な
どがあります。トランスポート バーで基本となる拍子を直接設定すること
ができますが、テンポを変更する場合と同じ方法を使用すれば、マスター
トラックで拍子を変更することもできます。必要な操作は、上記の手順2
で、ポップアップメニューから“拍子”を選択するだけです。
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ロロロロケケケケーーーータタタターーーー
ロケーターとは、ルーラーにある“Ｌ（左）”と“Ｒ（右）”２つの印の
ことです。ロケーターには、以下の２つの用途があります。

････ レコーディングは左ロケーターの位置で開始され、右ロケーターの位置で
終了します。

････ トランスポートバーの“サイクル”ボタンをオンにすると、左右ロケー
ター間でプレイバック／レコーディングが繰り返されます。

ソングポジションの場合と同様に、ロケーターの位置を設定するには、以
下の方法があります。

････ ルルルルーーーーララララーーーーををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるる。。。。

左ロケーターを設定するにはマウスの左ボタンを、右ロケーターを設定す
るにはマウスの右ボタンをクリックします。ロケーターが移動できる位置
もスナップ値によって特定されます。

････ トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトトババババーーーーのののの左左左左右右右右ロロロロケケケケーーーータタタターーーー欄欄欄欄のののの値値値値をををを設設設設定定定定すすすするるるる。。。。

････ パパパパーーーートトトトをををを囲囲囲囲むむむむ。。。。

アレンジウィンドウのパートを１つ選択（68 ページを参照）し、コ ン
ピュータのキーボードの [Ctrl]-[Alt]-[P] キーを押すと、左右のロケーター
は、それぞれ選択したパートの開始位置と終了位置に移動します。

この方法では、図に示されているように、複数のパートを選択して使用することもできます。

ロロロロケケケケーーーータタタターーーーへへへへののののソソソソンンンンググググポポポポジジジジシシシショョョョンンンンのののの移移移移動動動動
テンキーの [1]キーを押すと、ソングポジションは左ロケーターに移動しま
す。テンキーの [2]キーを押すと、同様に右ロケーターに移動します。
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ササササイイイイククククルルルル録録録録音音音音／／／／再再再再生生生生
Cubasis VST では、プレイバックやレコーディングを繰り返すことをサイ
クルと呼びます。左 / 右ロケーターでサイクルの開始位置と終了位置を設
定します。サイクルがオンになっている場合には、設定した範囲を繰り返
して、１回ごとにレコーディングの追加などの操作を行えます。編集やイ
ンスペクターでの調節の際にも便利な機能です。

サイクルを設定してオンにするには、次の手順に従ってください。

1111.... ササササイイイイククククルルルルのののの開開開開始始始始位位位位置置置置にににに左左左左ロロロロケケケケーーーータタタターーーーをををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

2222.... ササササイイイイククククルルルルのののの終終終終了了了了位位位位置置置置にににに右右右右ロロロロケケケケーーーータタタターーーーをををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。
右ロケーターは必ず、左ロケーターより右側に設定してください。

3333.... トトトトラララランンンンススススポポポポーーーートトトトババババーーーーののののササササイイイイククククルルルルボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、 ササササイイイイククククルルルルをををを
オオオオンンンンににににすすすするるるる、、、、 ままままたたたたはははは、、、、 テテテテンンンンキキキキーーーーのののの [[[[ //// ]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

トランスポートバーのサイクルボタンをオンにします。

これで、プレイバック中にソングポジションポインタが右ロケーターの位
置まで行くと、左ロケーターの位置に戻ります。
CUBASIS VST
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第 7 章

アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ
ででででのののの編編編編集集集集 7



 

ソソソソンンンンググググととととアアアアレレレレンンンンジジジジ
「ソング」とは本来、英語で「歌」を意味しますが、Cubasis VSTを含む Cubase
VST シリーズの製品では、スタインバーグ社独自のファイル形式で各種の
設定情報を収めた「曲の総合データファイル」のことを「ソング」と呼ん
でいます。１つのソングファイルには最大で 16のアレンジウィンドウの情
報をまとめて保存することができます。１つのアレンジウィンドウの情報
を含んだファイルを「アレンジ」と呼び、単独のファイルとして保存する
ことができます。

････ 一一一一度度度度にににに開開開開くくくくここここととととががががででででききききるるるるソソソソンンンンググググフフフファァァァイイイイルルルルはははは１１１１つつつつだだだだけけけけでででですすすす。。。。

複数のソングファイルを同時に開いておくことはできませんが、１つのソ
ングファイルには最大 16のアレンジファイルを収められるため、 各アレン
ジウィンドウに別の曲を収めれば１つのソングファイルで 16曲をまとめて
管理できます。

････ ソソソソンンンンググググをををを開開開開くくくくとととと、、、、現現現現在在在在開開開開かかかかれれれれてててていいいいるるるるソソソソンンンンググググとととと置置置置きききき換換換換ええええらららられれれれまままますすすす。。。。

変更を保存していない場合、現在のソングをまず保存することを尋ねる
メッセージが表示されます。

････ 新新新新ししししいいいいアアアアレレレレンンンンジジジジをををを作作作作成成成成すすすするるるる場場場場合合合合はははは、、、、““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““新新新新規規規規
アアアアレレレレンンンンジジジジ”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ソング内のアレンジに曲が含まれます。１つのソング内で複数のアレンジ
ウィンドウが使用でき、各アレンジに、それぞれのアレンジウィンドウが
あります。これにより、同じパートを使用して様々なバージョンが作成で
きます。つまり、レコーディングしたデータやフレーズなどの「収納箱」
として1つのアレンジを使用することができます。また、この機能を使用
すれば、気に入った曲をまとめて１つのソングにすることもできます。

････ 複複複複数数数数ののののアアアアレレレレンンンンジジジジがががが開開開開かかかかれれれれてててていいいいるるるる状状状状態態態態でででで、、、、特特特特 定定定定ののののアアアアレレレレンンンンジジジジをををを選選選選択択択択すすすす
るるるるににににはははは、、、、希希希希 望望望望すすすするるるるアアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるる、、、、まままま たたたたはははは
““““ウウウウ ィィィィンンンンドドドドウウウウ””””メメメメ ニニニニュュュューーーーをををを使使使使用用用用ししししまままますすすす。。。。““““ウウウウ ィィィィンンンンドドドドウウウウ””””メメメメ ニニニニュュュューーーー
ににににはははは、、、、ソソソソンンンンググググ内内内内ののののアアアアレレレレンンンンジジジジががががすすすすべべべべてててて表表表表示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。

････ アアアアレレレレンンンンジジジジをををを閉閉閉閉じじじじるるるるとととと表表表表示示示示さささされれれれるるるるダダダダイイイイアアアアロロロロググググをををを使使使使っっっってててて変変変変更更更更をををを保保保保存存存存しししし
まままますすすす。。。。 ここここののののダダダダイイイイアアアアロロロロググググににににはははは、、、、 ““““保保保保留留留留”””” とととといいいいううううボボボボタタタタンンンンがががが表表表表示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。
ここここののののボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるるとととと、、、、アアアアレレレレンンンンジジジジののののウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウはははは閉閉閉閉じじじじまままますすすす
がががが、、、、 デデデデーーーータタタタははははメメメメモモモモリリリリ内内内内にににに残残残残りりりりまままますすすす。。。。再再再再度度度度ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウをををを開開開開くくくくににににはははは、、、、
““““ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ アアアアレレレレンンンンジジジジ”””” かかかからららら選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
CUBASIS VST
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ソソソソンンンンググググフフフファァァァイイイイルルルルをををを閉閉閉閉じじじじるるるる（（（（重重重重要要要要！！！！））））

“ファイル”メニューの“閉じる”を選択すると、一番前に開いているア
レンジが閉じられます。 すべてのアレンジファイルを閉じることはできま
すが、ソングファイルとして全体をまとめて閉じることはできません 。
複数のアレンジを含んだソングですべてをまとめて閉じたい場合などは
Cubasis VSTを終了するか、以下の方法で別のソングを開いてください。

1111.... ““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““開開開開くくくく””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

初期設定のソングが開き、白紙の状態から作業を開始できます。

2222.... 表表表表示示示示さささされれれれたたたたダダダダイイイイアアアアロロロロググググでででで CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT ののののフフフフォォォォルルルルダダダダをををを指指指指定定定定しししし、、、、フフフフォォォォ
ルルルルダダダダ内内内内のののの““““ DDDDeeeeffff....aaaallllllll ””””とととといいいいううううフフフファァァァイイイイルルルルがががが表表表表示示示示さささされれれれたたたた状状状状態態態態ににににししししまままますすすす。。。。

3333.... ““““DDDDeeeeffff....aaaallllllll ””””をををを選選選選択択択択しししし、、、、““““開開開開くくくく””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
上記の操作は Def.all ファイルが Cubase VSTインストール直後の状態である
ことを前提としています。ご注意ください。

トトトトララララッッッッククククととととパパパパーーーートトトトのののの並並並並びびびび替替替替ええええ
これまでにご紹介したように、Cubasis VST の アレンジは、トラックと、
トラックに含まれるパート、 という 2段階の要素で構成されます。この章
ではアレンジウィンドウでの編集、すなわちトラックとパートの操作につ
いて説明します。トラックの並び替えはトラックリストで行い、パートの
並び替えはパートディスプレイで行います。アレンジウィンドウでは左に
トラックリスト、右にパートディスプレイが表示されます。

トラックリスト パートディスプレイ
CUBASIS VST
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トトトトララララッッッッククククのののの作作作作成成成成とととと管管管管理理理理
トラックは、Cubasi s VST における最も基本的な概念のひとつです。レ
コーディングは常に、まず、トラックを指定したうえで行い、レコーディ
ングされたデータはそのトラックに置かれます。アレンジウィンドウで
は、MIDI とオーディオを合わせて最大64 のトラックを使用できます。ま
た、同じ種類（MIDI またはオーディオ）のトラック間では、データの移
動やコピーが行えます。

オーディオの場合、各トラックを別々のチャンネル（オーディオ出力チャ
ンネル）でプレイバックするように設定できます。複数のオーディオファ
イルを同時に再生する場合には各ファイルを異なるトラックに配置し、そ
れぞれを別々のチャンネルに設定する必要があります。MIDI の場合、
データを別々のトラックに記録する最大の理由は、それぞれを異なるサウ
ンドや異なる MIDI 楽器でプレイバックするためでしょう。

トトトトララララッッッッククククのののの作作作作成成成成
トラックを作成するには、以下の方法を使用します。

････ トトトトララララッッッッククククリリリリスススストトトトのののの最最最最後後後後ののののトトトトララララッッッッククククのののの下下下下ににににああああるるるる空空空空欄欄欄欄ををををダダダダブブブブルルルルククククリリリリッッッッ
ククククすすすするるるる。。。。

････ ““““構構構構成成成成””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““トトトトララララッッッッククククをををを作作作作成成成成””””をををを選選選選択択択択すすすするるるる。。。。

････ ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののキキキキーーーー ボボボボーーーードドドドのののの [[[[ CCCCttttrrrrllll]]]]----[[[[ TTTT ]]]] キキキキ ーーーーをををを押押押押すすすす。。。。

トラックの作成が済んだら、トラックの種類（MIDI またはオーディオ）
を変更できます。トラックの“C”欄をクリックして、表示されるポップ
アップメニューから“MIDI トラック”または“オーディオトラック”を
選択します。
CUBASIS VST
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トトトトララララッッッッククククのののの設設設設定定定定
トラックの欄を使用してトラックの設定を行います。

････ 上上上上記記記記のののの項項項項目目目目のののの中中中中ににににははははイイイインンンンススススペペペペククククタタタターーーーでででで変変変変更更更更ででででききききるるるるももももののののももももあああありりりりまままますすすす。。。。

トトトトララララッッッッククククのののの選選選選択択択択
トラックを選択するには、トラックリストの名称の欄をクリックします。
選択したトラックは強調表示されます。トラックを選択すると、インスペ
クターで、そのトラック上のすべてのパートに対して設定を行うことがで
きます。また、レコーディングも選択したトラックに行われます。

欄欄欄欄のののの名名名名称称称称 説説説説明明明明

A（アクティビティー）トラックのプレイバックまたはレコーディングの状態を
表示します。この欄は変更できません。

M（ミュート） トラックのミュート（消音）に使用します。66ページを
ご参照ください。

C（クラス） トラックをMIDIトラックまたはオーディオトラックに設
定するのに使用します。

トラック トラックの名称です。変更する場合には、名称をダブル
クリックします。

チャンネ（ル） MIDIトラックの場合、MIDIチャンネル（1～16）になり
ます。これを使用して、トラックの出力をMIDI音源の特
定のサウンドに送ります。
オーディオトラックの場合、オーディオチャンネル（1～
32）になります。36ページをご参照ください。

出力先 MIDI出力が複数ある場合、ポップアップメニューを使用
して、MIDIトラックごとに MIDI出力を選択します。例え
ば、MIDI音源を内蔵したサウンドカードを使用している
場合、いくつかのMIDIトラックを内蔵 MIDI音源に送り、
残りのMIDIトラックをMIDI インターフェイスに送って
外部MIDI音源を使用することができます。オーディオト
ラックの“出力先”は変更できません。
CUBASIS VST
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トトトトララララッッッッククククのののの移移移移動動動動ととととココココピピピピーーーー
トラックリストでトラックの順番を変更するには、名称をクリックし任意
の位置にドラッグします。これには、トラック上のパートも含まれます。
パートを含むトラックをコピーするには、[Alt] キーを押しながら、トラッ
クリストの最後のトラックの下にある空欄にトラックをドラッグします。

トトトトララララッッッッククククのののの削削削削除除除除
トラックを削除するには、次の手順に従ってください。

1111.... パパパパ ーーーートトトトデデデディィィィススススププププレレレレイイイイののののパパパパーーーートトトトががががなななないいいい場場場場所所所所ををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、すすすす べべべべてててて
ののののパパパパーーーートトトトのののの選選選選択択択択をををを解解解解除除除除ししししまままますすすす。。。。

2222.... トトトトララララッッッッククククをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

3333.... ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドでででで [[[[BBBBaaaacccckkkkssssppppaaaacccceeee]]]] キキキキーーーーをををを押押押押すすすす、、、、ままままたたたたはははは ““““編編編編
集集集集”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ トトトトララララッッッッククククをををを削削削削除除除除”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ミミミミュュュューーーートトトトととととソソソソロロロロ
････ アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウのののの最最最最上上上上部部部部ににににああああるるるる““““SSSSoooolllloooo””””ボボボボ タタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククすすすす
るるるるとととと、、、、選選選選択択択択ししししたたたたトトトトララララッッッッククククのののの音音音音だだだだけけけけをををを聴聴聴聴くくくくここここととととががががででででききききまままますすすす。。。。

････ トトトトララララッッッッククククリリリリスススストトトトのののの““““MMMM””””欄欄欄欄 ををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるるとととと、、、、トトトト ララララッッッッククククのののの音音音音をををを一一一一時時時時
的的的的にににに消消消消すすすすこここことととと（（（（ミミミミュュュューーーートトトト））））ががががででででききききまままますすすす。。。。

黒丸の印は、このト
ラックがミュートさ
れていることを示し

“Solo”ボタン
CUBASIS VST
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パパパパーーーートトトトのののの操操操操作作作作
パートは、MIDI データやオーディオデータを入れる「容器」のようなも
のです。パートを操作することによって曲をすばやくアレンジできます。

ススススナナナナッッッッププププ値値値値ににににつつつついいいいてててて
パートの移動、コピー、長さの変更を行う場合、その操作の結果は、ス
ナップ値によって異なります。  

 “スナップ”ポップアップメニュー

スナップ値は、編集操作を実行できる位置に制限を加えます。例えば、ス
ナップ値を“小節”に設定し、パートをドラッグして移動するとします。
この場合、マウスのボタンを離したときに、パートは必ず正確に小節線か
ら開始されます。同じように、はさみツールでパートを 2つに分割する場
合、必ず正確に小節線で分割されます。

スナップ値は、下記の通りです。

ススススナナナナッッッッププププ値値値値 説説説説明明明明

オフ 移動の制限なし

小節 小節単位で移動

1/2～ 1/16 選択した音符単位で移動

スナップ値を“小節”に設定すると...

...パートの移動は小節単位に制限され

スナップ値を4分音符に設定すると...

...パートの移動は４分音符単位に
制限されます。
CUBASIS VST
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パパパパーーーートトトトのののの選選選選択択択択
パートの移動、削除、その他の操作を行うためには、まず最初にパートを
選択する必要があります。パートは、以下の方法で選択できます。

････ パパパパーーーートトトトををををククククリリリリッッッッククククししししてててて選選選選択択択択すすすするるるる。。。。

････ パパパパーーーートトトトをををを追追追追加加加加選選選選択択択択すすすするるるる場場場場合合合合はははは [[[[SSSShhhhiiiifffftttt]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががららららパパパパーーーートトトトををををクククク
リリリリッッッッククククすすすするるるる。。。。

････ ママママウウウウススススボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししたたたたままままままままドドドドララララッッッッググググしししし、、、、選選選選択択択択すすすするるるるパパパパーーーートトトトをををを囲囲囲囲むむむむ。。。。

この作業は、デスクトップでファイルなどを選択する場合と同じです。

････ ““““編編編編集集集集””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““全全全全ててててをををを選選選選択択択択””””をををを使使使使用用用用ししししてててて、、、、アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドド
ウウウウののののすすすすべべべべててててののののパパパパーーーートトトトをををを選選選選択択択択すすすするるるる。。。。

アアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウででででののののツツツツーーーールルルルのののの使使使使用用用用
アレンジウィンドウで様々なパートの操作を行うには、各種ツールが必要
になります。ツールボックスという特別なポップアップメニューからツー
ルを選択します。

････ ツツツツーーーールルルルボボボボッッッッククククススススをををを表表表表示示示示すすすするるるるににににはははは、、、、パパパパ ーーーートトトトデデデディィィィススススププププレレレレイイイイででででママママウウウウススススのののの
右右右右ボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

ツールボックスが表示されます。ツールのいずれかにポインタを合わせて
マウスのボタンを離すと、 ツールが選択できます。

アレンジウィンドウのツールボックス

矢矢矢矢印印印印ツツツツーーーールルルル
････ パパパパーーーートトトトをををを移移移移動動動動すすすするるるるににににはははは、、、、パパパパ ーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししたたたた後後後後、、、、別別別別 のののの場場場場所所所所ににににドドドドララララッッッッ
ググググししししまままますすすす。。。。

同じ種類（MIDI またはオーディオ）のトラック内、および同じ種類のト
ラック間でパートを移動することができます。

････ [[[[ AAAAlllltttt]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががららららパパパパーーーートトトトををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、別別別別のののの場場場場所所所所ににににドドドドララララッッッッ
ググググすすすするるるるととととココココピピピピーーーーがががが作作作作成成成成さささされれれれまままますすすす。。。。
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鉛鉛鉛鉛筆筆筆筆ツツツツーーーールルルル

鉛筆ツールでパートの枠をクリックして左右にドラッグすると、パートの
長さを変更できます。

● この方法を使用して MIDI パートの長さを短くすると、削除された部分に
あったノートは消去されます。

消消消消ししししゴゴゴゴムムムムツツツツーーーールルルル

消しゴムツールは、パートの削除に使用します。

････ 1111 つつつつののののパパパパーーーートトトトをををを削削削削除除除除すすすするるるるににににはははは、、、、パパパパーーーートトトトををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

････ 複複複複数数数数ののののパパパパーーーートトトトをををを削削削削除除除除すすすするるるるににににはははは、、、、ママママ ウウウウススススののののボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししたたたたまままままままま、、、、複複複複
数数数数ののののパパパパーーーートトトト上上上上ををををドドドドララララッッッッググググししししまままますすすす。。。。

ははははささささみみみみツツツツーーーールルルル

はさみツールは、パートを分割することができます。

虫虫虫虫めめめめががががねねねねツツツツーーーールルルル
虫めがねツールは、パートの内容を確認できます。

････ オオオオーーーーデデデディィィィオオオオパパパパーーーートトトトのののの場場場場合合合合、、、、虫虫虫虫 めめめめががががねねねねツツツツーーーールルルルででででパパパパーーーートトトトををををククククリリリリッッッッククククすすすす
るるるるとととと、、、、オオオオーーーーデデデディィィィオオオオデデデデーーーータタタタをををを聴聴聴聴くくくくここここととととががががででででききききまままますすすす。。。。

････ MMMMIIIIDDDDIIII パパパパーーーートトトトのののの場場場場合合合合、、、、虫虫虫虫めめめめががががねねねねツツツツーーーールルルルででででパパパパーーーートトトトををををククククリリリリッッッッククククししししてててて左左左左右右右右
ににににドドドドララララッッッッググググすすすするるるるとととと、、、、ススススククククララララビビビビンンンンググググとととと呼呼呼呼ばばばばれれれれるるるる操操操操作作作作でででで MMMMIIIIDDDDIIII 音音音音源源源源かかかからららら
ののののササササウウウウンンンンドドドドをををを聴聴聴聴くくくくここここととととががががででででききききまままますすすす。。。。

パート内の MIDI ノートはドラッグの速さに従ってプレイバックされます。
CUBASIS VST
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ののののりりりりツツツツーーーールルルル

のりツールは、はさみツールと反対の操作を行います。のりツールでパー
トをクリックすると、トラック上のとなり合うパートが結合されます。こ
の結果、クリックしたパートの名称が付いた長いパートができます。2 つ
のパートに間隔が空いていてもかまいません。

２つのパートの結合前と後

パパパパーーーートトトトののののリリリリピピピピーーーートトトト
“構成”メニューの“リピート”を使用して、1 つまたは複数のパートを
リピートさせることができます。

1111.... リリリリピピピピーーーートトトトささささせせせせたたたたいいいいパパパパーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

2222.... ““““構構構構成成成成””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““リリリリピピピピーーーートトトト””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
または、コンピュータのキーボードの [Ctrl] -[K] キーを押します。

3333.... 表表表表示示示示さささされれれれるるるるダダダダイイイイアアアアロロロロググググににににリリリリピピピピーーーートトトトささささせせせせたたたたいいいい数数数数をををを入入入入力力力力ししししまままますすすす。。。。

4444.... ““““OOOOKKKK””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
CUBASIS VST
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すると、選択したパートのコピーが作成され、指定した数だけリピートさ
れます。選択した複数のパートは、1 つのグループとして取り扱われ、作
成されるパートの相対的な間隔は、最初に選択したパートの開始位置と最
後に選択したパートの終了位置によって決まります。

ココココピピピピーーーーととととペペペペーーーースススストトトト
パートは、一般的なコピー＆ペーストの操作が行えます。これにより、ア
レンジ間でパートを移動できます。以下をご参照ください。

カットとコピーは、Windows の場合とよく似ていますが、以下の追加規則
があります。

････ ペペペペーーーースススストトトトさささされれれれるるるるパパパパーーーートトトトはははは、、、、常常常常 にににに元元元元ののののパパパパーーーートトトトとととと同同同同じじじじトトトトララララッッッッククククにににに置置置置かかかか
れれれれまままますすすす。。。。

････ １１１１つつつつののののパパパパーーーートトトトををををペペペペーーーースススストトトトすすすするるるるとととと、、、、そそそそ ののののパパパパーーーートトトトははははソソソソンンンンググググポポポポジジジジシシシショョョョンンンン
にににに置置置置かかかかれれれれまままますすすす。。。。複複複複 数数数数ののののパパパパーーーートトトトををををペペペペーーーースススストトトトすすすするるるる場場場場合合合合、、、、ググググ ルルルルーーーーププププのののの最最最最
初初初初ののののパパパパーーーートトトトががががソソソソンンンンググググポポポポジジジジシシシショョョョンンンンにににに置置置置かかかかれれれれ、、、、残残残残 りりりりののののパパパパーーーートトトトはははは最最最最初初初初のののの
パパパパーーーートトトトとととと相相相相対対対対的的的的なななな位位位位置置置置にににに置置置置かかかかれれれれまままますすすす。。。。

元のパート リピートしたパート
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イイイインンンンススススペペペペククククタタタターーーーのののの使使使使用用用用
インスペクターは、トラック / パート情報を表示して設定できます。イン
スペクターを使用すると、 選択した MIDIパートの設定を行うことができま
す。パートを選択していない場合、 選択した MIDIトラックの設定を行うこ
とができます。

● オーディオトラックの場合、インスペクターは、主にレコーディングの設
定に使用されます。 37 ページをご参照ください。

イイイインンンンススススペペペペククククタタタターーーーのののの表表表表示示示示 //// 非非非非表表表表示示示示

アレンジウィンドウの左下にあるボタンをクリックすると、インスペク
ターの表示 /非表示が行えます。

● インスペクターの“ ボリュー（ム）”、“移調”、“ベロシテ（ ィー）”の値を
調節する場合、 実際の記録されたデータは変更されません。 MIDI のプレイ
バックのみに影響します。 MIDI エディタにも変更は表示されません。
データを変更する場合には、“機能”メニューの“再生パラメータを固定”
を選択します。

このボタンをクリックして、
インスペクターを表示 / 非表
示します。

MIDI 音源のサウンド
が128以上の場合にバ
ンクを選択します。

MIDI音源のサウンドをプログラム
チェンジで選択します。

設定されているMIDIチャンネルの
ボリュームを変更します。

ノートのベロシティー値を調節します。

半音単位で移調
します。
CUBASIS VST
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MMMMIIIIDDDDIIIIノノノノーーーートトトトののののククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズ

ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズととととはははは
クオンタイズを使用すると、 レコーディングした MIDI ノートを、自動的に
正確な位置に移動させることができます。 例えば、8分音符のフレーズをレ
コーディングする場合、その内のいくつかのノートが本来の 8分音符の位置
から若干ずれることがあります。 クオンタイズ値を 8分音符に設定してクオ
ンタイズを実行すると、ずれているノートを正しい位置に移動させること
ができます。

アレンジウィンドウの最上部にあるクオンタイズのポップアップメニュー
で設定する値は、クオンタイズを実行したときにノートをどのように移動
させるかを指定するものです。選択可能なクオンタイズ値は、下記の通り
です。

● アレンジウィンドウでクオンタイズを実行すると、選択したパート内のす
べてのノートに クオンタイズがかかります。パート内の一部のノートをク
オンタイズする場合には、MIDI エディタのいずれかでクオンタイズを実行
する必要があります。

中央の欄で、通常のクオンタイズ値を選択します。選択可能な値は、1（全音符）～
64（64分音符）です。

オフを選択した場合、
クオンタイズは実行さ
れません。

左右の各欄で、3連符（T）と付点（.）の
クオンタイズ値を選択します。

この例では、3連8分音符が選択されています。
CUBASIS VST
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ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズのののの実実実実行行行行
1111.... ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズししししたたたたいいいいパパパパーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
トラック上のすべてのパートをクオンタイズする場合には、トラックリス
トでトラックを選択した後、パートディスプレイでパートが選択されてい
ないことを確認します。

2222.... 適適適適切切切切ななななククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズ値値値値をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

3333....““““機機機機能能能能”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズ実実実実行行行行 ””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

4444.... ププププレレレレイイイイババババッッッッククククししししてててて、、、、ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズにににによよよよるるるる変変変変更更更更をををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズのののの取取取取消消消消
クオンタイズの結果に満足がいかない場合、他の操作と同じように取り消
すことができます。もっとも、クオンタイズの取り消しは１つ前の操作だ
けではありません。“機能”メニューの“クオンタイズを取り消し”を使
用すると、ファイルを保存した後でも、パートをクオンタイズされていな
い元の状態に戻すことができます。
CUBASIS VST
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第 8 章

プール 8



 

ププププーーーールルルルととととはははは

プールでのオーディオファイルの表示方法は、Windows のエクスプロー
ラーでのフォルダやファイルの表示方法とよく似ています。オーディオの
レコーディングやハードディスクからのオーディオファイルの読み込み
で、曲にオーディオファイルが追加されるたびに、オーディオファイルは
プールに表示されます。

Cubasis VST は、単にオーディオファイルをプレイバックするだけではあ
りません。

Cubasis VST は、オーディオファイルの長さに関係なく、開始部分、終了
部分、またはその間にある一部分をプレイバックすることができます。

このオーディオファイルの一部分をセグメントと呼びます。１つのオー
ディオファイルには、複数のセグメントを指定できます。例えば、オー
ディオファイルのいくつかの部分を曲の中で２回以上使用する場合がそう
です。

● プールは MIDI トラックには使用されません。

このオーディオファイルには、それぞれ異なる部分をプレイバックする４つのセグメントがありま
す。

名称の左の数字は、そのセグメントが曲の中で何回使用されているの
かを示しています。
CUBASIS VST
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ププププーーーールルルルをををを開開開開くくくく
プールを開くためには、“オーディオ“メニューの“プール”を選択す
る、またはコンピュータのキーボードで [Ctrl]-[F] キーを押します。

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルととととセセセセググググメメメメンンンントトトトのののの表表表表示示示示

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルル
それぞれのオーディオファイルは1行で表示され、先頭に三角の印が付き
ます。

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルル名名名名のののの変変変変更更更更

オーディオファイルの名称を変更する場合は、オーディオファイル名をダ
ブルクリックした後、新しい名称を入力します。この方法を使用した場合
は、 Cubasis VSTに名称の変更を認識させることができます。エクスプ
ローラーやデスクトップでオーディオファイルの名称を変更することは避
けてください。

セセセセググググメメメメンンンントトトト
使用中のそれぞれのオーディオファイルには、 少なくとも 1つのセグメント
があります。セグメントは、オーディオファイルの下に表示されます。セ
グメントの右側の値は、 その開始位置、 終了位置、長さなどを示します。

オーディオファイルが持つセグメントの表示 / 非表示を切り替える場合
は、オーディオファイルの先頭にある三角の印をクリックしてください。

････ すすすすべべべべててててののののオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルののののセセセセググググメメメメンンンントトトトのののの表表表表示示示示／／／／非非非非表表表表示示示示をををを切切切切りりりり
替替替替ええええるるるる場場場場合合合合はははは““““表表表表示示示示””””ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーのののの““““全全全全ててててののののフフフファァァァイイイイルルルル””””
／／／／““““ オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルののののみみみみ”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
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セセセセググググメメメメンンンントトトトのののの試試試試聴聴聴聴

セグメントの内容を先頭から聴きたい場合は、セグメント名の左にあるス
ピーカーの印をクリックして、マウスのボタンを押し続けます。そのセグ
メントが、マウスのボタンを押している間、 プレイバックされます。

セグメントの内容を途中から聴きたい場合は、セグメント名の右側にある
波形画像の任意の場所をクリックできます。セグメントは、マウスのボタ
ンを押している間、クリックした位置からプレイバックされます。

セセセセググググメメメメンンンントトトトのののの使使使使用用用用回回回回数数数数のののの確確確確認認認認

各セグメントのスピーカーの印のとなりには、そのセグメントが曲の中で
何回使用されているかを示す数字が表示されます。曲の中で使用されてい
ないセグメントは、数字が表示されません。

セセセセググググメメメメンンンントトトトのののの管管管管理理理理
“実行”ポップアップメニューには、以下のセグメントを管理するための
項目があります。

････ ““““セセセセググググメメメメンンンントトトトをををを複複複複製製製製””””

セグメントまたはオーディオファイルを選択した後、“セグメントを複製”を
選択すると、セグメントのコピー、または選択したオーディオファイル全
体をプレイバックするセグメントが作成され、プールに追加されます。セ
グメントの開始位置と終了位置を数値で調節して編集する場合に、この操
作が役に立ちます。
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････ ““““不不不不使使使使用用用用セセセセググググメメメメンンンントトトトのののの消消消消去去去去””””

アレンジウィンドウでオーディオパートの分割や削除などの編集を行う
と、最終的に使用していないセグメントが大量に表示され、プールがこれ
らで一杯になることがあります。“不使用セグメントの消去”を選択する
と、使用していないセグメントがプールからすべて消去されます。

プールのセグメント名の左側を見ると、使用しているセグメントを確認することができます。
数字は、曲の中で使用されているセグメントの回数を示します。

････ ““““セセセセググググメメメメンンンントトトトのののの書書書書きききき出出出出しししし””””

この操作を実行すると、選択したセグメントをオーディオファイルとして
書き出すことができます。これにより、実際に使用されているオーディオ
データだけを持ったファイルが作成できます。
CUBASIS VST
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ププププーーーールルルルかかかかららららアアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウへへへへののののドドドドララララッッッッググググ
プールの最も重要な機能のひとつは、セグメントをアレンジウィンドウに
ドラッグする機能です。ここでは、Demo Song を使ってご紹介します。

1111.... ソソソソンンンンググググフフフファァァァイイイイルルルル““““DDDDeeeemmmmooooSSSSoooonnnngggg.... AAAALLLLLLLL ””””をををを開開開開ききききまままますすすす。。。。

2222.... ““““フフフフ ァァァァイイイイルルルル””””メメメメ ニニニニュュュューーーーのののの““““新新新新 規規規規””””をををを 選選選選択択択択ししししてててて、、、、新新新新 ししししいいいいアアアアレレレレンンンンジジジジをををを
作作作作成成成成ししししまままますすすす。。。。
ここでは、元のアレンジは使用しません。

3333.... 空空空空ののののアアアアレレレレンンンンジジジジがががが表表表表示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。

4444.... アアアアレレレレンンンンジジジジののののテテテテンンンンポポポポをををを７７７７００００にににに設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

5555.... ““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ププププーーーールルルル””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

6666.... ““““ププププ ーーーールルルル””””のののの““““表表表表 示示示示””””ポポポポ ッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーかかかからららら、、、、““““全全全全 ててててののののフフフファァァァ
イイイイルルルル””””をををを 選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。各各各各 オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの下下下下にににに１１１１つつつつままままたたたたはははは複複複複
数数数数ののののセセセセググググメメメメンンンントトトトがががが表表表表示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。

7777.... いいいい ずずずずれれれれかかかかののののセセセセググググメメメメンンンントトトトのののの名名名名称称称称ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。そそそそ ののののまままままままま、、、、ママママ ウウウウ
ススススののののボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししななななががががらららら、、、、セセセセ ググググメメメメンンンントトトトををををアアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウににににドドドド
ララララッッッッググググししししまままますすすす。。。。
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8888.... アアアア レレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウののののパパパパーーーートトトトデデデディィィィススススププププレレレレイイイイややややププププーーーールルルルのののの表表表表示示示示ササササイイイイズズズズ
をををを調調調調整整整整ししししてててて見見見見ややややすすすすくくくくすすすするるるるとととと良良良良いいいいででででししししょょょょうううう。。。。

次の図は、この手順を説明したものです。図中のオーディオファイルとセ
グメントの名前は実際とは異なります。

9999.... 置置置置 ききききたたたたいいいい場場場場所所所所ににににセセセセググググメメメメンンンントトトトがががが表表表表示示示示さささされれれれなななないいいい場場場場合合合合はははは、、、、置置置置 ききききたたたたいいいい場場場場所所所所
ににににセセセセググググメメメメンンンントトトトををををドドドドララララッッッッググググししししてててて移移移移動動動動ししししまままますすすす。。。。
セグメントをドラッグする場合もスナップ値が適用されます。

1. セグメントの名称を
クリックします。

2. セグメントをアレンジウィンドウに
ドラッグします。

3.セグメントがパートとしてパートディスプレイに表示されます。
CUBASIS VST
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11110000.... ププププレレレレイイイイババババッッッッククククししししてててて、、、、音音音音をををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

11111111.... 別別別別ののののセセセセググググメメメメンンンントトトトををををドドドドララララッッッッググググししししまままますすすす。。。。ここここののののとととときききき、、、、２２２２つつつつののののセセセセググググメメメメンンンントトトトのののの開開開開 始始始始位位位位
置置置置がががが揃揃揃揃 ううううよよよよううううににににししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。ププププレレレレイイイイババババッッッッククククししししてててて内内内内容容容容 をををを確確確確認認認認ししししまままますすすす 。。。。

11112222.... 同同同同様様様様のののの手手手手順順順順ででででセセセセググググメメメメンンンントトトトをををを追追追追加加加加しししし、、、、アアアアレレレレンンンンジジジジをををを組組組組みみみみ立立立立ててててまままますすすす。。。。

11113333.... 操操操操作作作作のののの要要要要領領領領ががががつつつつかかかかめめめめたたたたらららら、、、、““““フフフフ ァァァァイイイイルルルル””””メメメメ ニニニニュュュューーーーのののの““““閉閉閉閉 じじじじるるるる””””をををを
選選選選しししし、、、、アアアア レレレレンンンンジジジジをををを閉閉閉閉じじじじててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。アアアア レレレレンンンンジジジジをををを保保保保存存存存すすすするるるるかかかかどどどどううううかかかか
をををを尋尋尋尋ねねねねるるるるメメメメッッッッセセセセーーーージジジジがががが表表表表示示示示さささされれれれるるるるののののでででで““““無無無無 視視視視””””をををを ククククリリリリッッッッククククししししててててくくくく
だだだだささささいいいい。。。。

覚覚覚覚ええええてててておおおおくくくくとととと便便便便利利利利でででですすすす

････ アアアアレレレレンンンンジジジジにににに置置置置かかかかれれれれてててていいいいるるるるパパパパーーーートトトトははははリリリリピピピピーーーートトトトすすすするるるるここここととととががががででででききききまままますすすす。。。。

プールから同じセグメントを何度もドラッグするより、リピート機能を使
用した方が簡単です。

････ ササササイイイイククククルルルル機機機機能能能能をををを利利利利用用用用すすすするるるるとととと、、、、異異異異 ななななるるるるセセセセググググメメメメンンンントトトトをををを使使使使用用用用ししししたたたた場場場場合合合合のののの
結結結結果果果果をををを聴聴聴聴きききき比比比比べべべべるるるるここここととととががががででででききききまままますすすす。。。。

サイクル機能で、左 / 右ロケーターで指定した範囲を繰り返しプレイバッ
クすることができます。聴きたい場所にロケーターを設定し、トランス
ポート バーのサイクルボタンをクリックしてオンにします。プレイバック
しながら、聴きたいセグメントを左 / 右ロケーターで使用した範囲内にド
ラッグします。

サイクルボタン
CUBASIS VST
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ププププーーーールルルルへへへへののののオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ
ハードディスクにある別のオーディオファイルを曲の中で使用したい場合
は、そのオーディオファイルをプールに読み込めば、上記の手順でアレン
ジウィンドウにドラッグすることができます。

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの仕仕仕仕様様様様
オーディオファイルは、以下の条件を満たしている必要があります。

････ ファイル形式が、 Wave （拡張子“.WAV”。Windows コンピュータで最も
一般的）、または AIFF （拡張子“.AIF”- Audio Interchange File Format。
Macintosh コンピュータで一般的 ）のいずれかであること。

････ 非圧縮の 16ビットファイルであること。

････ サンプリングレート（サンプリング周波数）が、曲のサンプリングレート
と同じであること（ 33 ページ参照）。

････ モノラルまたはステレオファイル。

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ
1111.... ププププーーーールルルルをををを開開開開ききききまままますすすす。。。。

2222.... ““““フフフフ ァァァァイイイイルルルル””””ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーのののの““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ””””
をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

通常のファイルダイアログが表示されます。

3333.... ““““フフフファァァァイイイイルルルルのののの種種種種類類類類””””ののののポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーをををを使使使使用用用用ししししてててて、、、、フフフフ ァァァァイイイイルルルル
形形形形式式式式（（（（WWWWaaaavvvveeee [[[[.... WWWWAAAAVVVV ]]]] ままままたたたたはははは AAAAIIIIFFFFFFFF [[[[.... AAAAIIIIFFFF]]]]））））をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
選択したファイル形式のオーディオファイルが、ファイルダイアログに表
示されます。

4444.... 読読読読みみみみ込込込込みみみみたたたたいいいいオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
CUBASIS VST
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････ ““““再再再再生生生生”””” ボボボボタタタタンンンンをををを使使使使ううううととととオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの音音音音をををを確確確確認認認認ででででききききまままますすすす。。。。

“再生”ボタンをクリックすると、ボタンの表示が“停止”になり、選択
したオーディオファイルが再生されます。“停止”ボタンをクリックす
る、または別のオーディオファイルを選択すると再生は停止します。

････ 一一一一般般般般的的的的なななな WWWWiiiinnnnddddoooowwwwssss ププププロロロロググググララララムムムムとととと同同同同じじじじよよよよううううにににに、、、、 [[[[SSSShhhhiiiifffftttt]]]] ままままたたたたはははは [[[[CCCCttttrrrrllll]]]]
キキキキーーーーをををを使使使使用用用用すすすするるるるとととと、、、、 複複複複数数数数ののののフフフファァァァイイイイルルルルをををを選選選選択択択択ででででききききまままますすすす。。。。

5555.... ““““開開開開くくくく””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
“プール”にオーディオファイルが表示されます。オーディオファイルは
セグメントを1 つ持っており、このセグメントを、アレンジウィンドウに
ドラッグできます。前述の説明をご参照ください。

････ オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルはははは、、、、““““フフフフ ァァァァイイイイルルルル””””メメメメ ニニニニュュュューーーーのののの““““オオオオ ーーーーデデデディィィィオオオオ
フフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ””””をををを 使使使使用用用用ししししててててアアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウにににに直直直直接接接接読読読読みみみみ
込込込込むむむむここここととととももももででででききききまままますすすす。。。。

選択したトラック上の左ロケーターの位置に、読み込まれたオーディオ
ファイルが置かれます。

ププププーーーールルルルののののオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの置置置置換換換換（（（（リリリリスススストトトト登登登登録録録録のののの更更更更新新新新））））
プール内のオーディオファイルを波形編集ソフトで編集し直した場合など
には、次の手順でファイルを指定し直してください。

1111.... 置置置置きききき換換換換ええええたたたたいいいいオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの““““ドドドドラララライイイイブブブブ””””のののの名名名名称称称称（（（（CCCC:::: ななななどどどど））））ををををククククリリリリッッッッ
ククククししししまままますすすす。。。。
ダイアログが表示され、ファイルを再検索することを尋ねてきます。“は
い”をクリックします。

2222.... 表表表表 示示示示さささされれれれるるるるフフフファァァァイイイイルルルルダダダダイイイイアアアアロロロロググググでででで、、、、置置置置 きききき換換換換ええええるるるるオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイ
ルルルルをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
上記の例では、これは、編集したオーディオファイルになります。

3333.... 再再再再びびびびダダダダイイイイアアアアロロロロググググがががが表表表表示示示示さささされれれれ、、、、ここここのののの操操操操作作作作をををを確確確確認認認認ししししててててききききまままますすすす 。。。。““““ははははいいいい””””ををををクククク
リリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

これでプールのオーディオファイルが、ファイルダイアログで選択した
オーディオファイルに置き換えられます。セグメントの名称、開始位置、
終了位置は、そのまま使用されます。元のオーディオファイルに戻す場合
には同じように上記の操作を行ってください。

● 上記の手順でオーディオファイルを置き換える場合は、元のオーディオ
ファイルと同じ長さのオーディオファイルを使用する必要があります。こ
れは、セグメントの開始位置と終了位置を正確に保つためです。オーディ
オファイルの長さを変更する場合には、セグメントを新たに作成する必要
があります。
CUBASIS VST
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MMMMIIIIDDDDIIIIエエエエデデデディィィィタタタタででででのののの編編編編集集集集
MIDI データのレコーディングでは、パートにノートやその他の MIDI 情報
が記録されます。これらのノートや MIDI 情報を「イベント」と呼びま
す。各イベントは、MIDI エディタ（編集ウィンドウ）で編集することが
できます。

レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググししししたたたたパパパパーーーートトトトががががなななないいいい場場場場合合合合
レコーディングせずに、MIDI エディタでノートを入力することもできま
す。この場合、以下の方法を使用して パートを作成する必要があります。

････ 鉛筆ツールでパートを描く。

････ “構成”メニューの“パートの作成”を選択する。

････ 左 / 右ロケーターの間をダブルクリックする（ダブルクリックしたトラッ
ク上にパートを作成）。

エエエエデデデディィィィタタタタをををを開開開開くくくく
Cubasis VST には、キーエディタ、リストエディタ、スコアエディタの 3種
類の MIDI エディタがあります。MIDI エディタを開くには、以下の方法が
あります。

････ パパパパーーーートトトトををををダダダダブブブブルルルルククククリリリリッッッッククククすすすするるるる。。。。

開くエディタは、“オプション”メニューの“ダブルクリックで開くエ
ディター”の設定により異なります。

････ ““““編編編編集集集集””””メメメメニニニニュュュューーーーかかかからららら各各各各エエエエデデデディィィィタタタタをををを選選選選択択択択すすすするるるる。。。。

････ キキキキーーーーボボボボーーーードドドドシシシショョョョーーーートトトトカカカカッッッットトトトをををを使使使使用用用用すすすするるるる。。。。

キーエディタは [Ctrl] -[E] キー、リストエディタは [Ctrl] -[G] キー 、スコアエ
ディタは [Ctrl]-[R] キーで開きます。

････ エディタが開き、選択したパートが表示されます。

････ パートを選択していない場合、選択したトラック上のすべてのパートが表
示されます。

････ キーエディタとスコアエディタでは、複数のトラックの複数のパートを同
時に編集できます。
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キキキキーーーーエエエエデデデディィィィタタタタ
３種類のエディタは、基本機能は同じですが、編集の目的に応じて選択し
ます。以下の場合は、キーエディタを使用すると良いでしょう。

キキキキーーーーエエエエデデデディィィィタタタタをををを使使使使用用用用すすすするるるる場場場場合合合合

････ イベントを視覚的にすばや編集したい場合

････ 複数のパートを 同時に編集する場合

････ ベロシティーや、ピッチベンドなどの継続イベント（コンティニュアス
イベント。後述）を編集する場合

概概概概要要要要
ノートは、すべての MIDIエディタに表示されます。簡単なメロディー
ラインがキーエディタでどのように表示されるかを調べてみましょう。

ノートは、バーとして表示されます。ノートの高さ（ピッチ）は、縦方向で
示され（上に行くほど高くなります）、ノートの長さは、バーの長さで示さ
れます。

左側の鍵盤表示を利用すると、ノートの入力や編集の際に正し
い音程を見つけやすくなります。
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ノノノノーーーートトトトのののの入入入入力力力力

鉛筆ツール

鉛筆ツールを使用するとノートを描くことができます。ここでは、その方
法をいくつかご紹介します。

････ 鉛鉛鉛鉛筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルででででククククリリリリッッッッククククすすすするるるるとととと、、、、１１１１つつつつののののノノノノーーーートトトトがががが作作作作成成成成さささされれれれまままますすすす。。。。

新しいノートは、クオンタイズ値の長さを使用します。

････ 鉛鉛鉛鉛筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルででででククククリリリリッッッッククククししししててててドドドドララララッッッッググググすすすするるるるとととと、、、、ドドドドララララッッッッググググししししたたたた長長長長ささささのののの
ノノノノーーーートトトトがががが作作作作成成成成さささされれれれまままますすすす。。。。

例えば、４分音符の位置にノートを
入力したい場合は、スナップ値を
“4”に設定します。

1. スナップ値を、ノートを入力する位置の最小単位
に設定します。 2. クオンタイズ値を、

入力するノートの標準
の長さに設定します。
例えば、クオンタイズ
値を“8”に設定する
と、8 分音符が指定さ
れます。

3. ツールボックスの鉛筆ツールを選択します。鉛筆ツール
のポインタを、ノートディスプレイに移動します。

4. 入力したい位置に合わせます。上部にある、ポインタの位置
と音程を示す欄を活用します。

5. クリックすると、
ノートが入力されま
す。
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ブブブブララララシシシシツツツツーーーールルルルででででののののノノノノーーーートトトトのののの入入入入力力力力

ブラシツール

連続したノートを入力する場合はブラシツールを使用します。
このツールには以下の特徴があります。

････ ノノノノーーーートトトトはははは「「「「ススススナナナナッッッッププププ値値値値」」」」のののの間間間間隔隔隔隔でででで作作作作成成成成、、、、配配配配置置置置さささされれれれまままますすすす。。。。

････ 作作作作成成成成さささされれれれるるるるノノノノーーーートトトトのののの長長長長ささささはははは「「「「ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズ値値値値」」」」にににに従従従従いいいいまままますすすす。。。。

････ 入入入入力力力力はははは、、、、横横横横方方方方向向向向にににに制制制制限限限限さささされれれれまままますすすす。。。。

ノートは、すべて同じ音程になります。音程を制限せずに自由に入力した
い場合は、 [Alt]キーを押しながらブラシツールを使用します。

ノノノノーーーートトトトのののの編編編編集集集集

ノノノノーーーートトトトのののの選選選選択択択択

矢印ツール

編集するノートを選択するには矢印ツールを使用します。アレンジウィン
ドウでパートを選択する場合と同じように、[Shift] キーを使用して複数の
ノートを選択できます。また、ノートをドラッグで囲んで選択できます。

ノノノノーーーートトトトのののの移移移移動動動動
ノートを移動する場合は、アレンジウィンドウでパートを移動するときと
同じように、矢印ツールでノートをドラッグします。一度に複数のノート
を選択して同時に移動させることもできます。その場合、各ノートの相対
的な位置はそのまま保持されます。

移移移移動動動動方方方方向向向向のののの制制制制限限限限
ノートの位置を変えずに音程だけを変更する、逆に、ノートの音程を変え
ずに位置だけを移動することが必要になる場合があります。そのような場
合は、次の手順に従ってください。

1111.... 矢矢矢矢 印印印印ツツツツーーーールルルルののののポポポポイイイインンンンタタタタをををを希希希希望望望望すすすするるるるノノノノーーーートトトトにににに合合合合わわわわせせせせ、、、、ママママ ウウウウススススののののボボボボタタタタ
ンンンンをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

2222.... 移移移移動動動動ししししたたたたいいいい方方方方向向向向ににににノノノノーーーートトトトをををを動動動動かかかかしししし始始始始めめめめまままますすすす。。。。

3333.... [[[[SSSShhhhiiiifffftttt]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががらららら、、、、引引引引きききき続続続続ききききノノノノーーーートトトトをををを移移移移動動動動ししししまままますすすす。。。。
ノートの移動が一定方向に制限されます。
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ノノノノーーーートトトトののののココココピピピピーーーー

ノートをコピーする場合は、アレンジウィンドウでの操作と同様、[Alt]
キーを押しながらノートをドラッグします。

鉛鉛鉛鉛筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルででででののののノノノノーーーートトトトのののの長長長長ささささのののの変変変変更更更更

鉛筆ツールを使用すると、入力やレコーディングしたノートの長さを変更
することもできます。

1111.... ススススナナナナッッッッププププ値値値値をををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。
ノートの長さを変更する場合、実際にはノートの終了位置の移動が行われ
ます。ノートは、設定したスナップ値の倍数でしか移動することはできま
せん。つまり、スナップ値を“8”に設定していると、ノートの終了位置
は、8 分音符、4 分音符、8 分音符 3つ...分しか移動することができません。

2222.... 鉛鉛鉛鉛 筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルをををを選選選選択択択択ししししてててて、、、、長長長長 ささささをををを変変変変更更更更ししししたたたたいいいいノノノノーーーートトトトののののボボボボッッッッククククススススのののの中中中中
ににににポポポポイイイインンンンタタタタをををを持持持持っっっってててて行行行行きききき、、、、ママママウウウウススススののののボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

● ポインタがきちんとノート上あるのどうかわかりにくい場合もあるかもし
れません。新しいノートを入力してしまうことを避けるためには、コン
ピュータのキーボードで [Alt] キーを押しながら操作してください。

3333.... 変変変変更更更更ししししたたたたいいいい長長長長ささささににににななななるるるるままままででででポポポポイイイインンンンタタタタをををを移移移移動動動動ささささせせせせ、、、、ママママウウウウススススののののボボボボタタタタンンンンをををを離離離離ししししまままま
すすすす。。。。

設定したスナップ値に従ってノートの長さが変更されます。

ノノノノーーーートトトトのののの削削削削除除除除
ノートを削除するには、いくつかの方法があります。

････ ノノノノーーーートトトトをををを 消消消消ししししゴゴゴゴムムムムツツツツーーーールルルルででででククククリリリリッッッッククククすすすするるるる。。。。  

 消しゴムツール

････ ノノノノーーーートトトトをををを選選選選択択択択しししし、、、、ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの [[[[ BBBBaaaacccckkkkssssppppaaaacccceeee]]]] キキキキーーーーをををを押押押押すすすす。。。。

････ ノノノノーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししたたたたううううええええでででで““““編編編編 集集集集””””メメメメ ニニニニュュュューーーーのののの““““イイイイ ベベベベンンンントトトトのののの削削削削除除除除””””
をををを選選選選択択択択すすすするるるる。。。。
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継継継継続続続続イイイイベベベベンンンントトトトのののの編編編編集集集集
MIDI では、継続的な変化を信号として送るために様々なMIDI メッセージ
が使用されます。継続イベント（コンティニュアスイベント）には、以下
のような種類があります。

････ アフタータッチ（チャンネルプレッシャー）

････ ピッチベンド

････ コントローラー（ サスティンペダル、 MIDI ボリューム、 モジュレーション
ホイールなど）

正確には、これらの MIDI メッセージの中には「継続的」ではないものも
あります。例えば、サスティンペダルには下げる（踏む）動作と上げる
（離す）動作、すなわち、オンとオフしかありません。しかし、MIDI 規
格では、これらのメッセージもコンティニアスメッセージに分類されるた
め Cubasis VST もそれに従っています。これらの継続イベントはキーエ
ディタとリストエディタで表示 ／編集できます。

ココココンンンントトトトロロロローーーーララララーーーーデデデディィィィススススププププレレレレイイイイをををを開開開開くくくく

キーエディタでは、コンティニュアスイベントは、コントローラーディス
プレイに表示されます。コントローラーディスプレイを開くには、左下の
角にあるボタンをクリックします。

ボタンを再びクリックすると、コントローラーディスプレイが閉じます。
コントローラーディスプレイは、分割線を上下にドラッグすることによ
り、サイズを変更できます。
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● キーエディタには、ピッチベンド、アフタータッチ（チャンネルプレッ
シャー）、モジュレーション、メインボリューム、パンがあります。コン
トローラーディスプレイには、ベロシティーも表示されます。もっとも、
ベロシティーはノートイベントの一部です。その他のコンティニュアスイ
ベントの表示、作成、編集には、リストエディタを使用します。

表表表表示示示示すすすするるるるイイイイベベベベンンンントトトトのののの種種種種類類類類のののの選選選選択択択択
コントローラーディスプレイには、様々なデータを表示できますが、複数
の種類のイベントを同時に表示することはできません。表示する種類を選
択する場合は、次の手順で操作してください。

1111.... ポポポポ イイイインンンンタタタタをををを継継継継続続続続イイイイベベベベンンンントトトトのののの種種種種類類類類をををを示示示示すすすす印印印印（（（（ココココ ンンンントトトトロロロローーーーララララーーーーデデデディィィィスススス
ププププレレレレイイイイのののの左左左左側側側側））））にににに合合合合わわわわせせせせ、、、、ママママウウウウススススののののボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

ポップアップメニューが表示されます。

2222.... ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーかかかかららららイイイイベベベベンンンントトトトのののの種種種種類類類類をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

　コントローラーディスプレイ

ここをクリックすると、ポップアップメニューが表示され、表示
するコンティニュアスイベントの種類を選択できます。この例で
は、モジュレーションホイールのイベントが表示されています。

分割線
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ベベベベロロロロシシシシテテテティィィィーーーーのののの編編編編集集集集
コントローラーディスプレイに表示できるデータのひとつにベロシティー
があります。ベロシティーは、ノートの一部であるため、他の種類のイベ
ントとは若干異なります。このことは、編集するパートにノートがない場
合には、「ベロシティーは表示されない」ことを意味します。また、ベロ
シティーは作成することができません。新しいノートを入力する必要があ
ります。ベロシティーを編集する場合は、次の手順に従ってください。

1111.... 継継継継 続続続続イイイイベベベベンンンントトトトのののの種種種種類類類類をををを選選選選択択択択すすすするるるるポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーかかかからららら““““ベベベベ ロロロロ
シシシシテテテティィィィーーーー””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ベロシティーは、棒グラフの形で表示され、値が大きいほど棒の高さが高
くなります。

2222.... 鉛鉛鉛鉛筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

3333.... ベベベベ ロロロロシシシシテテテティィィィーーーーをををを編編編編集集集集ししししたたたたいいいいノノノノーーーートトトトののののベベベベロロロロシシシシテテテティィィィーーーーのののの棒棒棒棒ををををククククリリリリッッッックククク
ししししまままますすすす。。。。

連続したノートのベロシティーを編集する場合は、それらのベロシティー
の棒の上をドラッグします。
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ベベベベロロロロシシシシテテテティィィィーーーーのののの勾勾勾勾配配配配

フェードインやフェードアウトのようにベロシティーに勾配をつける場合
は、次の手順に従ってください。

1111.... ラララライイイインンンンツツツツーーーールルルルをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

2222.... ポポポポイイイインンンンタタタタをををを勾勾勾勾配配配配のののの開開開開始始始始位位位位置置置置にににに移移移移動動動動ししししててててママママウウウウススススののののボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

3333.... ママママ ウウウウススススボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししたたたたままままままままママママウウウウススススををををドドドドララララッッッッググググししししてててて設設設設定定定定ししししたたたたいいいい勾勾勾勾配配配配
にににに沿沿沿沿っっっってててて線線線線をををを描描描描ききききまままますすすす。。。。

マウスのボタンを離すと、勾配に合わせてベロシティーが変更されます。
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新新新新ししししいいいいイイイイベベベベンンンントトトトのののの作作作作成成成成
1111.... 入入入入力力力力ししししたたたたいいいいイイイイベベベベンンンントトトトのののの種種種種類類類類をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

2222.... ススススナナナナッッッッププププ値値値値でででで、、、、入入入入力力力力すすすするるるるイイイイベベベベンンンントトトトのののの「「「「密密密密度度度度」」」」をををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

非常になめらかな連続したコントローラー曲線を描くためには、スナップ
値を小さい値に設定する必要があります。ただしスナップ値を小さくする
と、作成されるイベントの数が非常に多くなり、ときにはMIDI のプレイ
バックが「詰まったような音」になることがあります。通常は1/8 などの
密度で十分です。

3333.... [[[[AAAAlllltttt]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががらららら、、、、以以以以下下下下のののの操操操操作作作作ののののいいいいずずずずれれれれかかかかをををを実実実実行行行行ししししまままますすすす。。。。

3つの方法があります。

4444.... [[[[AAAAlllltttt]]]] キキキキーーーーをををを離離離離ししししまままますすすす。。。。

1つのデータだけを入力する場合は、鉛筆ツールでクリックします。

曲線を描きたい場合は、鉛筆ツールでドラッグします。

勾配をつける場合は、ラインツールを使用します。
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イイイイベベベベンンンントトトトのののの編編編編集集集集
イベントを編集する場合の手順は、新しいイベントを作成する場合と同じ
ですが、[Alt] キーを押す必要はありません。

････ １１１１つつつつののののイイイイベベベベンンンントトトトをををを変変変変更更更更すすすするるるる場場場場合合合合はははは、、、、鉛鉛鉛鉛筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルででででそそそそののののデデデデーーーータタタタををををクククク
リリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

････ 連連連連続続続続ししししたたたたデデデデーーーータタタタをををを変変変変更更更更すすすするるるる場場場場合合合合はははは、、、、鉛鉛鉛鉛 筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルででででそそそそれれれれららららののののイイイイベベベベンンンン
トトトトのののの上上上上ををををドドドドララララッッッッググググししししまままますすすす。。。。

････ 勾勾勾勾配配配配ををををつつつつけけけけるるるる場場場場合合合合はははは、、、、 ラララライイイインンンンツツツツーーーールルルルをををを使使使使用用用用ししししまままますすすす。。。。
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リリリリスススストトトトエエエエデデデディィィィタタタタ

リリリリスススストトトトエエエエデデデディィィィタタタタをををを使使使使用用用用すすすするるるる場場場場合合合合

････ １つのイベントを細かく編集する必要がある場合

概概概概要要要要

ソングポジションは、イベントリスト
とイベントディスプレイの両方に表示
されます。

“挿入”ポップアップメニュー
では、入力するイベントの種類
を指定します。

イベントは、イベントリスト
とイベントディスプレイの両
方に表示されます。

マウスのポインタの位置が
表示されます。

“移動”、“操作”、“イベ
ント”ポップアップメニュー
CUBASIS VST

MIDIの編集 9   –  97



 

イイイイベベベベンンンントトトトのののの編編編編集集集集

● キーエディタ（およびスコアエディタ）では異なるトラックのパートを同
時に編集できますが、リストエディタは１つのトラックのパートしか編集
できません。

1. “挿入”ポップアップメニューから、挿入するイベントの種類を選択します。

2. ノートを入力する位置の最小単位
にスナップ値を設定します。

3. ノートを入力する場合、クオンタ
イズ値で長さを設定します。例え
ば、クオンタイズ値を“8”に設定す
ると、8分音符が入力されます。

4. 鉛筆ツールで、イベントディスプレ
イをクリックします。ルーラーを利用
して、正しい位置を見つけます。

5. 入力したイベントがイベントリストとイベントディスプレイ
の両方に表示されます。
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リリリリスススストトトトででででのののの編編編編集集集集
一般的な方法を使用して、リストでイベントの位置や値を編集できます。
以下の点に注意してください。

････ ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの [[[[AAAAlllltttt]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががらららら値値値値をををを変変変変更更更更すすすするるるる
とととと、、、、同同同同じじじじ種種種種類類類類ののののすすすすべべべべててててののののイイイイベベベベンンンントトトトがががが編編編編集集集集さささされれれれまままますすすす。。。。

“イベント”ポップアップメニューの設定も反映されます。例えば、サイ
クル内のコントロールチェンジイベントをすべて編集することができま
す。

････ イイイイベベベベンンンントトトトのののの開開開開始始始始位位位位置置置置をををを変変変変更更更更すすすするるるるとととと、、、、リリリリスススストトトトがががが並並並並びびびび替替替替ええええらららられれれれまままますすすす。。。。

イベントは、必ずプレイバックされる順番に表示されます。最初のイベン
トは最上部に表示され、最後のイベントは最下部に表示されます。

イイイイベベベベンンンントトトトのののの非非非非表表表表示示示示
リストエディタでは、一部の種類のイベントを非表示にできます。例え
ば、プログラムチェンジを編集する場合、他のイベントは邪魔です。次の
ように、 ディスプレイフィルターを使用して、表示するイベントの種類を
特定します。

1111.... リリリリスススストトトトエエエエデデデディィィィタタタタのののの上上上上部部部部ににににああああるるるる““““FFFF””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

2222.... 非非非非 表表表表示示示示ににににししししたたたたいいいいイイイイベベベベンンンントトトトのののの種種種種類類類類にににに対対対対応応応応すすすするるるるチチチチェェェェッッッッククククボボボボッッッッククククススススををををオオオオ
ンンンンににににししししまままますすすす。。。。

チェックボックスをオンにした種類のイベントの表示が消えます。

● ディスプレイフィルターは、イベントの削除やミュートなどの変更をする
わけではありません。また、編集によっては、イベントの表示 / 非表示に
関係なく影響がおよぼされる場合があります。

イベントの種類に対応するチェックボックスが表示されます。
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““““値値値値２２２２””””ででででのののの編編編編集集集集

右側にある棒グラフ表示には、各イベントの“値２”が表示されます。こ
の“値２”を使用すると、値の変更や勾配の作成など行えます。

“値２”を使用するイベントの種類には、 ノート、ポリプレッシャー、 コン
トロールチェンジ、ピッチベンドがあります。この表示の一般的な使用目
的は、ノートイベントのノートオンベロシティーの編集でしょう。

････ ““““値値値値 2222””””のののの棒棒棒棒ググググララララフフフフをををを変変変変更更更更すすすするるるる場場場場合合合合にににに 鉛鉛鉛鉛筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルをををを選選選選択択択択すすすするるるる必必必必要要要要ははははああああ
りりりりまままませせせせんんんん。。。。ポポポポイイイインンンンタタタタはははは““““値値値値 2222 ””””のののの棒棒棒棒ググググララララフフフフ表表表表示示示示にににに移移移移動動動動すすすするるるるとととと自自自自動動動動的的的的
にににに鉛鉛鉛鉛筆筆筆筆ツツツツーーーールルルルにににに変変変変更更更更さささされれれれまままますすすす。。。。

右側にある棒グラフ表示は、各イベントの“値2”をグラフィカルに表示 / 編集する場合
に使用します。ノートの場合、“値2”は、ベロシティーです。

ノートイベントの棒グラフは黒、システムエク
スクルーシブイベントの棒グラフは白、その他
の棒グラフはグレーで表示されます。簡単に各
種値を区別できます。
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リリリリスススストトトトエエエエデデデディィィィタタタタののののココココンンンンテテテティィィィニニニニュュュュアアアアススススイイイイベベベベンンンントトトト

キーエディタのコントローラーディスプレイに表示されるコンティニュア
スイベントの「山」は、実 際には非常に多くのイベントから成っていま
す。リストエディタで同じデータを表示すると、これは一目瞭然です。

モジュレーションイベントは、プレイ
バック順に表示されます。

イベントの“値2”は、リストと棒グラフ
で表示されます。グレーの棒グラフは、
ノートイベントではないことを示します。
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ススススココココアアアアエエエエデデデディィィィタタタタ

ススススココココアアアアエエエエデデデディィィィタタタタをををを使使使使用用用用すすすするるるる場場場場合合合合

････ 楽譜の読み書きに慣れている場合

････ 曲の楽譜を印刷する場合

スコアエディタでは一般的な楽譜表記形式で曲を表示できます。

以下にスコアエディタの主な機能をご紹介します。

概概概概要要要要

････ １１１１つつつつののののトトトトララララッッッッククククをををを編編編編集集集集すすすするるるる場場場場合合合合はははは、、、、紙紙紙紙 のののの楽楽楽楽譜譜譜譜とととと同同同同じじじじよよよよううううにににに、、、、そそそそ のののの
トトトトララララッッッッククククがががが譜譜譜譜表表表表のののの各各各各段段段段にににに表表表表示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。

････ 複複複複数数数数ののののトトトトララララッッッッククククののののパパパパーーーートトトトをををを編編編編集集集集すすすするるるる場場場場合合合合はははは、、、、トトトト ララララッッッッククククののののパパパパーーーートトトトがががが
譜譜譜譜表表表表のののの各各各各段段段段がががが小小小小節節節節線線線線でででで結結結結合合合合さささされれれれたたたた総総総総譜譜譜譜にににに表表表表示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。

････ 表表表表示示示示さささされれれれるるるる小小小小節節節節数数数数はははは各各各各小小小小節節節節ののののノノノノーーーートトトト数数数数にににによよよよっっっってててて異異異異ななななりりりりまままますすすす。。。。

････ パパパパーーーートトトトのののの最最最最後後後後のののの小小小小節節節節はははは複複複複縦縦縦縦線線線線にににによよよよりりりり示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。

ソングポジションポインタ

ポインタの位置と音程がこの欄に表示されます。

複数のトラックのパートを同時に表示している場合
は、編集しているトラックの楽譜の先頭に太い線で
表示されます
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楽楽楽楽譜譜譜譜のののの正正正正ししししいいいい表表表表示示示示
スコアエディタを開くと、実際に人が演奏した微妙なずれがそのまま楽譜
に反映されます。スコアエディタには、MIDI データを変更せずに楽譜を
整えるための機能があります。“譜表の設定”ダイアログでは、楽譜の表
示方法を設定できます。

“譜表の設定”ダイアログを開くには、以下の方法があります。

････ 譜譜譜譜表表表表のののの左左左左側側側側ををををダダダダブブブブルルルルククククリリリリッッッッククククすすすするるるる。。。。

････ 譜譜譜譜表表表表ををををククククリリリリッッッッククククししししてててて ““““操操操操作作作作””””ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーのののの ““““譜譜譜譜表表表表のののの設設設設定定定定””””
をををを選選選選択択択択すすすするるるる。。。。

“譜表の設定”ダイアログが表示されます。

このダイアログの設定は、譜表（トラック）ごとに独立しています。ただ
し、“譜 表モード”ポップアップメニュー（後述参照）の“分割”を選択
して作成したピアノ譜表の場合には、両トラックに共通になります。
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表表表表示示示示用用用用ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズ

ノートを音符にするためには、楽譜の表示方法を設定する必要がありま
す。この設定は“譜表の設定”ダイアログの“表示用クオンタイズ”で行
います。

● このクオンタイズは、あくまでスコアエディタでの表示に使用されるもの
です。実際の MIDI データには影響をおよぼしません。

設定は、下記の通りです。

● このダイアログの設定は譜表（トラック）ごとに独立しています。ただ
し、“譜 表モード”ポップアップメニュー（後述参照）の“分割”を選択
して作成したピアノ譜表の場合には、両トラックに共通になります。

設設設設定定定定 説説説説明明明明

ノート 表示する最小単位の音符です。曲に使用している最小単位
の音符に設定してください。例えば、この設定を８分音符
にすると、８分音符より小さいノートは表示されません。
この設定を３連符にすると、譜表上のすべてのノートが３
連符とみなされます。
この設定は、“自動クオンタイズ”（下記参照）で部分的
に変更されます。

休符 表示する最小単位の休符です。上記のノートの設定と同じ
です。

自動
クオンタイズ

曲に 3連符と普通の音符を一緒に使用している場合、この
ポップアップメニューから“ポジション”または“間隔”
を選択してみてください。それ以外の場合には“なし”に
設定します。

“自動クオンタイズ”では、適切な方法を使用して、でき
る限り楽譜を読みやすくします。“ 自動クオンタイズ ”を
使用すると、３連符と普通の音符を一緒に使用できます。
ただし、“ 自動クオンタイズ ”では、上記のクオンタイズ
値も使用します。適切な値を検出できないノートは、設定
したクオンタイズ値を使用して表示します。演奏が不正確
または複雑な場合、思った通りに表示されないことがあり
ます。
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““““調調調調号号号号 //// 音音音音部部部部記記記記号号号号””””

“調号 / 音部記号”の２つのスクロールバーを使用すると、調号と音部記
号を設定できます。

譜譜譜譜表表表表モモモモーーーードドドド

このポップアップメニューで、譜表を設定できます。

････ ““““単単単単 独独独独””””にににに 設設設設定定定定すすすするるるるととととパパパパーーーートトトトののののすすすすべべべべててててののののノノノノーーーートトトトがががが同同同同じじじじ譜譜譜譜表表表表にににに表表表表示示示示
さささされれれれまままますすすす。。。。

“自動音部記号”チェックボックスをオン
にすると、曲の音程から適切な音部記号を
推定しようとします。
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････ ““““分分分分 割割割割””””にににに 設設設設定定定定すすすするるるるとととと、、、、ピピピピ アアアアノノノノ譜譜譜譜表表表表とととと同同同同じじじじよよよよううううににににパパパパーーーートトトトがががが低低低低音音音音部部部部
記記記記号号号号とととと高高高高音音音音部部部部記記記記号号号号にににに分分分分割割割割表表表表示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。

“分割ポイント”欄で分割する音程を設定します。分割する音程より高い
ノートは上段譜表に表示され、低いノートは下段譜表に表示されます。

C3の音程で分割を設定する前と後

････ 下下下下段段段段譜譜譜譜表表表表にににに調調調調号号号号とととと音音音音部部部部記記記記号号号号をををを設設設設定定定定すすすするるるるににににはははは““““調調調調号号号号／／／／音音音音部部部部記記記記号号号号””””のののの
““““下下下下段段段段”””” チチチチェェェェッッッッククククボボボボッッッッククククススススををををオオオオンンンンににににししししまままますすすす。。。。

そそそそのののの他他他他のののの設設設設定定定定
その他の設定については、オンラインヘルプをご参照ください。

音音音音符符符符のののの入入入入力力力力
ノートの入力は以下の手順で音符ツールを使って行います。

1111.... ススススナナナナッッッッププププ値値値値をををを、、、、ノノノノーーーートトトトをををを入入入入力力力力すすすするるるる位位位位置置置置のののの最最最最小小小小単単単単位位位位にににに設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

2222.... 音音音音符符符符ツツツツーーーールルルルをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

3333.... ツツツツーーーールルルルババババーーーーのののの音音音音符符符符ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて音音音音符符符符のののの種種種種類類類類をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

音符を選択すると、音符ツールのポインタが選択した音符に変わります。

4444.... 五五五五線線線線譜譜譜譜のののの音音音音符符符符をををを入入入入力力力力ししししたたたたいいいい位位位位置置置置ででででママママウウウウススススののののボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。
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5555.... ママママ ウウウウススススののののボボボボタタタタンンンンをををを押押押押ししししななななががががらららら、、、、音音音音 符符符符をををを上上上上ままままたたたたはははは下下下下ににににドドドドララララッッッッググググししししてててて
音音音音程程程程をををを決決決決定定定定ししししまままますすすす。。。。

音符の音程を示す臨時記号が表示されます。
この操作は、ポインタの位置と音程が表示される欄で確認しながら行って
ください。

6666.... 五五五五線線線線譜譜譜譜のののの正正正正ししししいいいい位位位位置置置置とととと高高高高ささささにににに音音音音符符符符がががが入入入入力力力力ででででききききたたたたらららら、、、、 ママママウウウウススススののののボボボボタタタタンンンンをををを離離離離
ししししまままますすすす。。。。

休休休休符符符符のののの入入入入力力力力

休符ツールを使用すると、音符と音符の間に休符を入力することができま
す。音符ツールと同様、選択した長さによって休符ツールのポインタの形
が変わります。
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音音音音符符符符のののの編編編編集集集集

音音音音符符符符のののの移移移移動動動動とととと移移移移調調調調

････ ポポポポイイイインンンンタタタタのののの位位位位置置置置とととと音音音音程程程程がががが表表表表示示示示さささされれれれるるるる欄欄欄欄をををを利利利利用用用用ししししてててて、、、、音音音音 符符符符をををを置置置置くくくく場場場場
所所所所をををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

複数の音符を移動する場合、上の欄には、ドラッグの開始時にクリックし
た音符の位置が表示されます。

････ [[[[CCCCttttrrrrllll]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががらららら音音音音符符符符 をををを移移移移調調調調 すすすするるるるとととと、、、、 音音音音符符符符はははは設設設設定定定定ししししたたたた調調調調号号号号 のののの音音音音
階階階階内内内内だだだだ けけけけでででで移移移移調調調調 さささされれれれまままますすすす。。。。

例えば、調号が C メジャーに設定されているとします。この場合、C メ
ジャースケールの音程にしか移調されません。

異異異異名名名名同同同同音音音音変変変変換換換換
ツールバーの右側の異名同音ボタンを使用すると、選択した音符の表示を
変換できます。例えば、F#（Ｆ シャープ）をGb（Ｇ フラット）として表
示したり、Gb（Ｇ フラット）をF#（Ｆ シャープ）として表示したりする
ことができます。

1111.... 矢矢矢矢印印印印ツツツツーーーールルルルでででで、、、、異異異異名名名名同同同同音音音音変変変変換換換換すすすするるるる音音音音符符符符をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

2222.... 異異異異名名名名同同同同音音音音ボボボボタタタタンンンンののののいいいいずずずずれれれれかかかかををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、 選選選選択択択択ししししたたたた音音音音符符符符のののの表表表表示示示示をををを変変変変換換換換
ししししまままますすすす。。。。

ダブルフラット、フラット、シャープ、ダブルシャープがあります。中央のボタンは表示を元
に戻します。

上の欄には、移動する音符の位置が、小節．拍．ティッ
クで表示されます。

下の欄には、音符の入力時には音程が表示され、音符
の移動時には“移調”と表示され、その下の情報ライ
ンのピッチに音程が表示されます。
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符符符符尾尾尾尾のののの反反反反転転転転

“操作”ポップアップメニューの“符尾の反転”を選択する、またはコン
ピュータのキーボードの [Ctrl] -[Alt] -[X]キーを押すと、選択した音符の符尾
の方向を変更できます。

音音音音符符符符のののの結結結結合合合合

のりツールを使用すると、同じ音程の音符を結合することができます。

音符をクリックすると、同じ音程の次の音符と結合されます。

音音音音符符符符のののの削削削削除除除除

他のエディタと同じように、スコアエディタで音符を削除するには、次の
２つの方法があります。１つは、削除する音符を選択して、コンピュータ
のキーボードの[Delete] または[Backspace] キーを押します。もう１つは、
ツールボックスの消しゴムツールを選択して、削除する音符をクリックし
ます。

テテテテキキキキスススストトトトのののの追追追追加加加加
1111.... テテテテキキキキスススストトトトツツツツーーーールルルルをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

2222.... 楽楽楽楽譜譜譜譜ののののテテテテキキキキスススストトトトをををを入入入入れれれれたたたたいいいい場場場場所所所所ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
テキスト入力用ダイアログが表示されます。

3333.... テテテテキキキキスススストトトトをををを入入入入力力力力ししししてててて、、、、 [[[[RRRReeeettttuuuurrrrnnnn]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

テキストツール
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フフフフォォォォンンンントトトトややややササササイイイイズズズズのののの変変変変更更更更

入力済みテキストのフォントやサイズを変更する場合には、次の手順に
従ってください。

1111.... フフフフォォォォンンンントトトトややややササササイイイイズズズズをををを変変変変更更更更すすすするるるるテテテテキキキキスススストトトトをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

2222....““““操操操操作作作作”””” ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ テテテテキキキキスススストトトト設設設設定定定定”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

3333.... フフフフォォォォンンンントトトト、、、、ササササイイイイズズズズ、、、、ススススタタタタイイイイルルルルのののの各各各各オオオオププププシシシショョョョンンンンをををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。
“フォント”ポップアップメニューに表示されるフォントは、Windows に
インストールしたフォントによって異なります。印刷の品質も、フォント
の種類と、使 用するプリンタの種類によって異なります。通 常、
TrueType フォントと PostScript フォントは、どのサイズでも美しく印刷さ
れます。TrueType フォントは、ポップアップメニューで先頭に“TT”の
印が表示されます。PostScript フォントは、PostScript 対応プリンタを使用
する場合にだけ使用できます。

4444.... ““““OOOOKKKK””””ををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、選選選選択択択択ししししたたたたテテテテキキキキスススストトトトにににに設設設設定定定定をををを適適適適用用用用ししししまままますすすす。。。。

● “フォント”ポップアップメニューにはCubase フォントも表示されます
がこのフォントはテキスト用ではなく楽譜で使用される記号用です。

タタタタイイイイトトトトルルルル、、、、ココココメメメメンンンントトトト、、、、著著著著作作作作権権権権のののの表表表表示示示示
タイトル、コメント、著作権は、楽譜の先頭ページに記載する３種類の標
準テキスト要素です。タイトル、コメント、著作権の表示を設定するに
は、“操 作”ポップアップメニューの“譜表タイトル”を選択します。ダ
イアログが開き、タイトル、コメント、著作権の各要素に、テキストを入
力して、フォントやサイズなどを設定することができます。Cubasis VST
は、自動的にこうした要素を以下のように配置します。

････ タイトルは、必ずページの最上部の中央に配置されます。

････ コメントは、必ずタイトルの真下に配置されます。

････ 著作権は、必ずページの右側で、最初の譜表の真上に配置されます。

Cubasis VST では、こうした要素は画面上には表示されませんが、上記の
配置で印刷されます。
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楽楽楽楽譜譜譜譜のののの印印印印刷刷刷刷
楽譜を印刷するには、次の手順に従ってください。

1111.... テテテテキキキキスススストトトトややややタタタタイイイイトトトトルルルル、、、、ココココメメメメンンンントトトト、、、、著著著著作作作作権権権権表表表表示示示示をををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

2222....““““フフフファァァァイイイイルルルル”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの ““““ペペペペーーーージジジジレレレレイイイイアアアアウウウウトトトトのののの設設設設定定定定”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
プリンタ設定が表示されたダイアログが開きます。

3333.... 希希希希望望望望ののののププププリリリリンンンンタタタタ、、、、用用用用紙紙紙紙ササササイイイイズズズズ、、、、印印印印刷刷刷刷のののの向向向向ききききななななどどどどをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

4444.... 必必必必要要要要にににに応応応応じじじじてててて、、、、““““ 左左左左””””、、、、““““右右右右””””、、、、““““上上上上””””、、、、““““下下下下”””” のののの各各各各設設設設定定定定ををををししししてててて余余余余白白白白をををを変変変変
更更更更ししししまままますすすす。。。。

5555.... ““““OOOOKKKK””””ををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、ダダダダイイイイアアアアロロロロググググをををを閉閉閉閉じじじじまままますすすす。。。。

これで“ファイル”メニューの“印刷”を使用できるはずです。“印刷”
が選択できない場合、“ページレイアウトの設定”ダイアログで適切なプ
リンタ設定が行われていません。この場合、上記の手順２～４を繰り返し
てください。

6666.... ““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““印印印印刷刷刷刷””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
ダイアログが表示されます。このダイアログに表示されるオプションは、
使用するプリンタの種類によって異なります。詳しくは、Windows または
プリンタの取扱説明書をご覧ください。通常、印刷する枚数や範囲を指定
できます。

7777.... ““““OOOOKKKK””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

ダイアログが印刷の進行を知らせます。“キャンセル”ボタンをクリック
すれば、いつでも印刷を止めることができます。

● 印刷はスコアエディタからしか行えませんので、注意してください。
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共共共共通通通通のののの設設設設定定定定とととと機機機機能能能能

イイイイベベベベンンンントトトトのののの試試試試聴聴聴聴

虫虫虫虫めめめめががががねねねね（（（（すすすすべべべべててててのののの MMMMIIIIDDDDIIIIエエエエデデデディィィィタタタタ））））

虫めがねツールでイベントをクリックすると、そのイベントがプレイバッ
クされます。複数のイベント上をドラッグすると、それらのイベントを順
番にプレイバックできます。

ススススピピピピーーーーカカカカーーーーボボボボタタタタンンンン

上部にあるスピーカーボタンをオンにしておくと、イベントをクリックし
たり、鉛筆ツールやブラシツールでイベントを作成したり、情報ライン
（後述参照）で変更を加えたりしたときに、そのイベントが自動的にプレ
イバックされます。

““““イイイイベベベベンンンントトトト””””メメメメニニニニュュュューーーー
MIDI エディタには、必ず“イベント”と呼ばれるポップアップメニュー
があります。“イベント”ポップアップメニューを使用すると、編集が影
響を受けるイベントを特定できます。重要な項目が２つあります。

････ ““““全全全全ててててののののイイイイベベベベンンンントトトト””””：：：： 編編編編集集集集すすすするるるるパパパパーーーートトトトののののすすすすべべべべててててののののイイイイベベベベンンンントトトトがががが影影影影響響響響をををを受受受受
けけけけまままますすすす。。。。

････ ““““選選選選択択択択さささされれれれたたたたイイイイベベベベンンンントトトト”””” ：：：：選選選選択択択択ししししたたたたすすすすべべべべててててののののイイイイベベベベンンンントトトトがががが編編編編集集集集操操操操作作作作のののの影影影影
響響響響をををを受受受受けけけけまままますすすす。。。。
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情情情情報報報報ラララライイイインンンンででででのののの編編編編集集集集
キーエディタとスコアエディタの上部には、情報ラインが表示されます。
情報ラインには、選択したノートの値が表示されます。この値は、次の手
順に従って、リストエディタのリストと同じように 編集できます。

1111.... 情情情情 報報報報ラララライイイインンンンのののの表表表表示示示示／／／／非非非非表表表表示示示示のののの切切切切りりりり替替替替ええええをををを行行行行ううううににににはははは、、、、上上上上 部部部部ににににああああるるるる
““““iiii””””ボボボボ タタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるる、、、、まままま たたたたははははココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの
[[[[CCCCttttrrrrllll]]]]---- [[[[AAAAlllltttt]]]] ----[[[[ IIII ]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

2222.... １１１１つつつつののののイイイイベベベベンンンントトトトをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
情報ラインに、その値が表示されます。

イベントが選択されていない、または複数のイベントが選択されている場
合、情報ラインのすべての値は“---”と表示されます。

3333.... 一一一一般般般般的的的的なななな値値値値のののの編編編編集集集集方方方方法法法法をををを使使使使用用用用ししししてててて、、、、値値値値をををを変変変変更更更更ししししまままますすすす。。。。
マウスの左右ボタンを使用して値をクリックすると、値を下げたり上げた
りすることができます。 また、値の欄をダブルクリックして、値を直接入
力することもできます。

切切切切りりりり取取取取りりりり、、、、ココココピピピピーーーー、、、、貼貼貼貼りりりり付付付付けけけけ
“編集メニュー”の“切 り取り”、“コピー”、“貼 り付け”を使用する
と、エディタ間でイベントを移動したり、イベントをコピーしたりするこ
とができます。

････ 切切切切りりりり取取取取りりりりややややココココピピピピーーーーししししたたたたイイイイベベベベンンンントトトトをををを貼貼貼貼りりりり付付付付けけけけるるるる場場場場合合合合、、、、 先先先先頭頭頭頭 ははははソソソソンンンンググググポポポポジジジジシシシショョョョンンンン
のののの位位位位置置置置ににににななななりりりりまままますすすす。。。。イイイイベベベベンンンントトトトはははは相相相相対対対対的的的的 なななな位位位位置置置置 やややや音音音音程程程程 ななななどどどどをををを保保保保ちちちちまままますすすす。。。。

“i”ボタンをオンにすると、情報ラインが表示されます。
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再再再再生生生生追追追追従従従従表表表表示示示示

“オプション”メニューの“再生追従表示”をオンにすると、プレイバッ
クに合わせて自動的にエディタのウィンドウがスクロールし、ソングポジ
ションが常に表示されるようになります。

････ ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの [[[[FFFF]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししててててもももも““““再再再再生生生生追追追追従従従従表表表表示示示示””””
ののののオオオオンンンン／／／／オオオオフフフフ切切切切りりりり替替替替ええええががががででででききききまままますすすす。。。。

MMMMIIIIDDDDIIIIにににによよよよるるるるノノノノーーーートトトトのののの編編編編集集集集
MIDI を通じてノートの特性を変更することができます。編集の際にその
音を聴くことができるので、ベロシティーなどを簡単にすばやく編集でき
ます。

1111.... 編編編編集集集集すすすするるるるノノノノーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

2222.... 上上上上部部部部ににににああああるるるる MMMMIIIIDDDDIIII ボボボボタタタタンンンンををををオオオオンンンンににににししししまままますすすす。。。。

これにより、 MIDIを通じて編集できるようになります。

3333.... そそそそのののの右右右右側側側側ににににああああるるるるノノノノーーーートトトトボボボボタタタタンンンンをををを使使使使用用用用ししししてててて、、、、MMMMIIIIDDDDIIII 入入入入力力力力 でででで変変変変更更更更 すすすするるるる特特特特性性性性をををを設設設設
定定定定ししししまままますすすす。。。。
音程、 ノートオンベロシティー、ノートオフベロシティーが変更できま
す。

この例では、編集するノートは、MIDIを通じて入力されるノートの音程とベロシティーオフの
値に変更されます。ベロシティーオンの値は、変更されません。
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4444.... MMMMIIIIDDDDIIII 楽楽楽楽器器器器ででででノノノノーーーートトトトをををを弾弾弾弾ききききまままますすすす。。。。
エディタで選択したノートは、手順３での設定に従って、特性が変更され
ます。

次のノートが自動的に選択されるので、連続したノートをすばやく編集で
きます。

････ ややややりりりり直直直直すすすす場場場場合合合合、、、、再再再再 度度度度ノノノノーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。ここここ のののの場場場場合合合合、、、、ココココ ンンンンピピピピュュュューーーー
タタタタののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの [[[[ ←←←← ]]]] キキキキーーーーをををを押押押押すすすすののののがががが最最最最もももも簡簡簡簡単単単単でででですすすす。。。。そそそそ ししししてててて、、、、再再再再
度度度度 MMMM IIIIDDDDIIII楽楽楽楽器器器器ででででノノノノーーーートトトトをををを弾弾弾弾ききききまままますすすす。。。。

スススステテテテッッッッププププレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ
リアルタイムでレコーディングしない場合、ステップレコーディング機能
を使用すると、MIDI 楽器から１つずつノートを入力することができま
す。次の手順に従ってください。

1111.... ススススナナナナッッッッププププ値値値値ををををノノノノーーーートトトトをををを入入入入力力力力ししししたたたたいいいい間間間間隔隔隔隔にににに設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

2222.... ククククオオオオンンンンタタタタイイイイズズズズ値値値値をををを入入入入力力力力ししししたたたたいいいいノノノノーーーートトトトのののの長長長長ささささにににに設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

3333.... 上上上上 部部部部ににににああああるるるるスススステテテテッッッッププププボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、スススス テテテテッッッッププププレレレレココココーーーーデデデディィィィ
ンンンンググググををををオオオオンンンンににににししししまままますすすす。。。。
自動的に MIDI ボタンもオンになり、MIDI 入力の準備が整います。

4444.... レレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググのののの開開開開始始始始位位位位置置置置ににににソソソソンンンンググググポポポポジジジジシシシショョョョンンンンをををを移移移移動動動動ししししまままますすすす。。。。

5555.... MMMMIIIIDDDDIIII 楽楽楽楽器器器器でででで１１１１つつつつののののノノノノーーーートトトトままままたたたたははははココココーーーードドドドをををを演演演演奏奏奏奏ししししまままますすすす。。。。
ノートまたはコードが記録されます。スナップ値に従って、ステップレ
コーディングされる位置が次に移動し、次のノートまたはコードが記録さ
れます。このように次々と記録されて行きます。

････ 休休休休止止止止をををを入入入入力力力力すすすするるるるににににはははは [[[[TTTTaaaabbbb]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

････ 最最最最後後後後にににに入入入入力力力力ししししたたたたノノノノーーーートトトトままままたたたたははははココココーーーードドドドをををを削削削削除除除除ししししてててて１１１１スススステテテテッッッッププププ戻戻戻戻るるるるにににに
はははは [[[[ BBBBaaaacccckkkkssssppppaaaacccceeee]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

6666.... 入入入入力力力力がががが完完完完了了了了 ししししたたたたらららら MMMM IIIIDDDDIIII ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししててててスススステテテテッッッッププププレレレレココココーーーーデデデディィィィンンンンググググををををオオオオ
フフフフににににししししまままますすすす。。。。 自自自自動動動動的的的的ににににスススステテテテッッッッププププボボボボタタタタンンンンももももオオオオフフフフににににななななりりりりまままますすすす。。。。
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エエエエデデデディィィィタタタタをををを閉閉閉閉じじじじるるるる
エディタを閉じるには 「キャンセル」 と「保持」の２つの方法があります。

キキキキャャャャンンンンセセセセルルルル
コンピュータのキーボードの[Esc] キーを押すと、 エディタを開いてから
行ったすべての変更を取り消します。

キャンセルは、レコーディングした曲に変更を加えて試した後で、元の状
態に簡単に戻すことができます。

保保保保持持持持
[Return] キーを押す、またはクローズボックスをクリックしてエディタを
閉じると、行った編集はすべて保たれます。
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第 10 章

ミキシング 10



 

ははははじじじじめめめめにににに
この章では、最終的なステレオミックスデータを作成するためのレベル、
パン、イコライザー、エフェクトの操作方法をご紹介します。Cubasis
VST でのミキシングは、オーディオを VSTチャンネルミキサー、MIDI を
MIDI ミキサーで行います。

● MIDI ミキサーは、General MIDI（GM）、GS、XG規格に従った MIDI 音源
を制御できるようになっていますが、GM/G S/XG に対応していない機器で
も、多くの場合、いくつかの機能を使用できます。

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオののののミミミミキキキキシシシシンンンンググググ

レレレレベベベベルルルルのののの設設設設定定定定
1111.... 希希希希 望望望望すすすするるるるオオオオーーーーデデデディィィィオオオオトトトトララララッッッッククククがががが適適適適切切切切にににに再再再再 生生生生さささされれれれるるるるよよよようううう、、、、ミミミミュュュューーーートトトトややややロロロロケケケケーーーー
タタタターーーーななななどどどどのののの設設設設定定定定をををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

2222....““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの ““““VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーー”””” をををを選選選選択択択択すすすするるるる、、、、
ままままたたたたはははは [[[[CCCCttttrrrrllll]]]] キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががららららテテテテンンンンキキキキーーーーのののの [[[[ **** ]]]] をををを押押押押ししししまままますすすす。。。。
各チャンネルのミキサーモジュールと、最終ミックスのレベルを調節する
マスターセクションを持った、 VSTチャンネルミキサーが表示されます。
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3333.... レレレレベベベベルルルルメメメメーーーータタタターーーー上上上上 部部部部にににに各各各各オオオオーーーーデデデディィィィオオオオチチチチャャャャンンンンネネネネ ルルルルのののの““““IIIInnnn”””” ボボボボタタタタンンンンががががあああありりりりまままま
すすすす。。。。ここここのののの““““IIIInnnn”””” ボボボボタタタタンンンンががががオオオオンンンンににににななななっっっってててていいいいなななないいいいここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

このボタンがオンの場合、レベルメーターは再生信号のレベルではなく、
入力レベルを示します。

4444.... ママママススススタタタターーーーセセセセククククシシシショョョョンンンンのののの上上上上部部部部ににににああああるるるる““““WWWWrrrriiiitttteeee”””” とととと““““RRRReeeeaaaadddd”””” ののののボボボボタタタタンンンンががががオオオオフフフフ
ににににななななっっっってててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

これらのボタンは、ミキサーのオートメーションに使用します。
詳細は 131 ページを参照してください。

5555.... ププププ レレレレイイイイババババッッッッククククをををを開開開開始始始始、、、、フフフフ ェェェェーーーーダダダダーーーーをををを使使使使用用用用ししししててててオオオオーーーーデデデディィィィオオオオチチチチャャャャンンンンネネネネ
ルルルルのののの ボボボボリリリリュュュューーーームムムムののののババババラララランンンンススススをををを調調調調節節節節ししししまままますすすす。。。。

フェーダーの設定値はフェーダーの下に数字で表示されます。必要に応
じ、VST チャンネルミキサーで+6dB 増幅できます。もっとも、その場合
には信号レベルが0dBを超えることのないように注意してください（40
ページを参照）。

クリッピングが発生すると、“In”ボタンの上の赤い
ライト（クリッピングインジケーター）が点灯しま
す。クリッピングインジケーターをリセットするため
には、インジケーターをクリックします。
CUBASIS VST
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････ スススステテテテレレレレオオオオチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルのののの２２２２つつつつののののフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーはははは連連連連動動動動ししししまままますすすす。。。。すすすすななななわわわわちちちち、、、、左左左左チチチチャャャャ
ンンンンネネネネルルルルののののフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーをををを動動動動かかかかすすすすとととと、、、、 右右右右チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルののののフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーもももも同同同同じじじじよよよよううううにににに
動動動動ききききまままますすすす（（（（そそそそのののの逆逆逆逆もももも同同同同様様様様 でででですすすす））））。。。。

ステレオの各チャンネルのレベルを別々に調節したい場合は、[Alt] キーを
押しながらフェーダーを動かしてください。

ステレオチャンネルのミキサーモジュール

････ ［［［［CCCCttttrrrrllll］］］］ キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががららららフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるるとととと、、、、 フフフフェェェェーーーーダダダダーーーーがががが 0000 ....0000
dddd BBBBににににリリリリセセセセッッッットトトトさささされれれれまままますすすす。。。。

6666.... ママママ ススススタタタターーーーセセセセククククシシシショョョョンンンンののののフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーをををを使使使使用用用用ししししてててて最最最最終終終終的的的的ななななボボボボリリリリュュュューーーームムムム
をををを調調調調節節節節ししししまままますすすす。。。。
2 つのフェーダーは連動します。一方のフェーダーを動かすと、それに合
わせてもう一方のフェーダーも動きます。片方のレベルだけを調節したい
場合は、[Alt] キーを押しながらフェーダーを動かします。
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パパパパンンンンのののの設設設設定定定定

各オーディオチャンネルのステレオ定位は、パン（パンポット）の設定で
行います。ボリュームと同様、パンの設定もオートメーションできます。

････ パパパパンンンンのののの設設設設定定定定 をををを変変変変更更更更 すすすするるるるととととフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーのののの下下下下にににに設設設設定定定定値値値値（（（（LLLL66664444 ～～～～ RRRR66664444））））がががが表表表表
示示示示さささされれれれまままますすすす。。。。

フェーダー設定の表示に戻したい場合は、フェーダーのツマミをクリック
します。

････ パパパパンンンンをををを 「「「「中中中中央央央央」」」」 にににに設設設設定定定定ししししたたたたいいいい場場場場合合合合はははは ［［［［CCCCttttrrrrllll］］］］キキキキーーーーをををを押押押押ししししななななががががららららパパパパンンンン
ののののココココンンンントトトトロロロローーーールルルルををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす

････ スススステテテテレレレレオオオオチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルののののパパパパンンンンのののの設設設設定定定定はははは、、、、通通通通 常常常常、、、、左左左左 チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル（（（（奇奇奇奇 数数数数
チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル））））をををを 左左左左にににに、、、、右右右右 チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル（（（（偶偶偶偶 数数数数チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル））））をををを 右右右右にににに振振振振
りりりり切切切切っっっっててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

● マスターセクションの “MONO”ス イッチがオンになっている場合、
オーディオはすべてモノラルでプレイバックされ、パンの設定は無視され
ます。

“MONO”スイッチ
CUBASIS VST
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ミミミミュュュューーーートトトトととととソソソソロロロロ

各オーディオチャンネルには、いずれもミュート（“Mute”）ボタンとソ
ロ（“Solo”）ボタンがあります。これらのボタンを使用すると、１つの
チャンネル、あるいはいくつかの特定のチャンネルだけを聴くことがで
き、非常に便利です。ミュートボタンとソロボタンには、以下のような機
能があります。

････ ミミミミュュュューーーートトトトボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるるとととと、、、、そそそそ ののののオオオオーーーーデデデディィィィオオオオチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルをををを
消消消消音音音音ししししまままますすすす。。。。

ミュートをオフにしたい場合は、再度ミュートボタンをクリックします。

････ ソソソソロロロロボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるるとととと、、、、そそそそ のののの他他他他ののののすすすすべべべべててててののののオオオオーーーーデデデディィィィオオオオチチチチャャャャ
ンンンンネネネネルルルルがががが消消消消音音音音さささされれれれまままますすすす。。。。

複数のオーディオチャンネルを同時にソロにすることも可能です。ソロを
オフにしたい場合は、再度ソロボタンをクリックします。
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イイイイココココラララライイイイザザザザーーーーのののの設設設設定定定定
Cubasis VST の各オーディオチャンネルには、２つ（２バンド）のパラメ
トリックイコライザーがあります。
チャンネルのイコライザーの設定手順は、次の通りです。

1111.... ミミミミキキキキササササーーーーモモモモジジジジュュュューーーールルルル上上上上部部部部ににににああああるるるる““““EEEEQQQQ””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

そのチャンネルのチャンネル設定のウィンドウが開きます。このウィンド
ウには、ミキサーモジュールと同じものが１つ、エフェクトセンドノブが
２つ（125 ページも参照）、イコライザーモジュールが２つあります。

● ステレオチャンネルで、一方のチャンネルにイコライザーを設定すると、
自動的にもう一方のチャンネルにも設定されます。

2222.... ““““EEEEnnnnaaaabbbblllleeee””””ボボボボ タタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、イイイイ ココココラララライイイイザザザザーーーーモモモモジジジジュュュューーーールルルルのののの１１１１
つつつつままままたたたたはははは２２２２つつつつををををオオオオンンンンににににししししまままますすすす。。。。
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● 使用可能なイコライザーモジュールの数は、コンピュータの処理能力に
よって異なります。処理能力を上回る数のモジュールをオンにすると、 VST
パフォーマンスメーターの“OVER”インジケーターが赤く点灯し、オー
ディオ再生に音切れや歪みが生じます。そのような場合は、コンピュータ
に対する負荷が正常になるように、VSTパフォーマンスメーターの状態を
確認しながらイコライザーモジュールの数を減らしてください。

3333.... オオオオンンンンににににししししたたたたイイイイココココラララライイイイザザザザーーーーモモモモジジジジュュュューーーールルルルののののノノノノブブブブをををを調調調調節節節節ししししまままますすすす。。。。
サイクルを設定し、再生を繰り返してサウンドを耳で確認しながら値を設
定すると良いでしょう。イコライザーには下記の３つのノブがあります。

● “Gain”の値が大きいと歪みを生じることがあります。チャンネルのレベ
ルメーターを確認しながらボリュームフェーダーで調節してください。

4444.... ククククロロロローーーーズズズズボボボボッッッッククククススススををををククククリリリリッッッッククククししししてててて設設設設定定定定ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウをををを閉閉閉閉じじじじまままますすすす。。。。

そのオーディオチャンネルの“EQ”ボタンが点灯表示されます。

VVVVSSSSTTTTチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーーででででののののイイイイココココラララライイイイザザザザーーーーののののオオオオンンンン／／／／
オオオオフフフフ切切切切替替替替
[Ctrl]キーを押しながら、イコライザーを使用したいオーディオチャンネル
の“EQ”ボタンをクリックすることにより、 VSTチャンネルミキサーから
イコライザーのオン / オフを切り替えることができます。

Gain（ゲイン） 設定周波数の増減量を設定します。設定範囲は±
24dBです。

Frequency（周波数） イコライザーの中心周波数を設定します。この周波
数が、“Gain”の設定値に基づいて増減されます。
この設定範囲は、下部の“Hi”～“Lo”ボタンに
よって設定されます。

Q（周波数帯域幅） 対象となる中心周波数の帯域幅を設定します。周波
数帯域幅が狭くなるほど増減が顕著になります。
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エエエエフフフフェェェェククククトトトトのののの使使使使用用用用
Cubasis VST のエフェクトには、２つの種類があります。ひとつは、 VST
チャンネルミキサーのチャンネルインサートを使用して各チャンネルごと
に個別に使用するインサートエフェクトで、もうひとつは、VST チャンネ
ルミキサーのエフェクトセンドを使用して各チャンネルごとに個別に使用
する センドエフェクトです。一般的な インサートエフェクトには、ディス
トーション、フィルター、オートパンなど、チャンネルの信号全体に使用
するエフェクトがあります。一般的なセンドエフェクトには、リバーブ、
ディレイ、コーラスなど、各チャンネルに異なる量で使用されるエフェク
トがあります。

セセセセンンンンドドドドエエエエフフフフェェェェククククトトトト

Cubasis VST では、２種類のセンドエフェクトを使用することができ、各
チャンネルに２つのエフェクトセンドがあります。最初に、２つのセンド
エフェクトを選択してオンにし、その設定を行います。

1111.... ““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオ””””メメメメニニニニュュュューーーーかかかからららら““““エエエエフフフフェェェェククククトトトト””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
VST センドエフェクトウィンドウが開きます。このウィンドウは２つのエ
フェクトプロセッサーを積み重ねたエフェクトラックの形をしています。

2222.... エエエエフフフフェェェェククククトトトト用用用用ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーかかかかららららいいいいずずずずれれれれかかかかをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
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選択可能なエフェクトは、下記の通りです。

Cubasis VSTは、VST プラグインと DirectX プラグイン（ 129 ページ 参照）を
使用できます。これにより、エフェクトプラグインを自由に追加すること
ができます。詳しくは販売店にお問い合わせください。

････ エエエエフフフフェェェェククククトトトトをををを完完完完全全全全ににににオオオオフフフフににににすすすするるるる場場場場合合合合はははは ““““NNNNoooo EEEEffffffffeeeecccctttt””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

コンピュータの処理能力の節約が必要な場合やエフェクトの必要がない場
合には“No Effect ”を選択してください。

3333.... ““““PPPP OOOOWWWWEEEERRRR ””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、エエエエフフフフェェェェククククトトトトををををオオオオンンンンににににししししまままますすすす。。。。

4444.... 左左左左 側側側側ににににああああるるるるエエエエフフフフェェェェククククトトトトママママススススタタタターーーーノノノノブブブブののののレレレレベベベベルルルルがががが上上上上ががががっっっってててていいいいるるるるこここことととと
をををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

このノブは、エフェクトへの入力レベルを設定します。多くのチャンネル
のエフェクトセンドをオンにする場合には、エフェクトでクリッピング
（歪み）が発生しないように、エフェクトマスターノブのレベルをあまり
大きくしない方が良いでしょう。

5555.... 必必必必 要要要要にににに応応応応じじじじてててて、、、、もももも うううう１１１１つつつつののののエエエエフフフフェェェェククククトトトトもももも手手手手順順順順２２２２～～～～４４４４にににに従従従従っっっってててて設設設設定定定定
ししししまままますすすす。。。。

エエエエフフフフェェェェククククトトトト 説説説説明明明明

Choirus コーラスとフランジャーのエフェクト。サウンドに「奥行
き」や「拡がり」を持たせます。

WunderVerb3 リバーブエフェクト。サウンドに「残響」と「部屋の空
間」を持たせます。

AutoPan 左右のチャンネル間でサウンドを自動的に移動させます。

StereoEcho 音にディレイ（遅れ）を生じさせます。ディレイの値は、
左右のチャンネルで別々に設定できます。
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次に、エフェクトセンドの設定を行います。

6666.... VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーーでででで、、、、 エエエエフフフフェェェェククククトトトトをををを使使使使用用用用すすすするるるるオオオオーーーーデデデディィィィオオオオチチチチャャャャ
ンンンンネネネネルルルルのののの““““ EEEEQQQQ”””” ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
チャンネル設定のウィンドウが開きます。チャンネルフェーダーとイコラ
イザモジュールの間に エフェクトセンドがあります。

7777.... エエエエ フフフフェェェェククククトトトトセセセセンンンンドドドドのののの１１１１つつつつままままたたたたはははは両両両両方方方方のののの““““OOOOnnnn””””ボボボボ タタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククしししし
てててて、、、、セセセセンンンンドドドドレレレレベベベベルルルルノノノノブブブブをををを中中中中間間間間値値値値ままままでででで回回回回ししししまままますすすす。。。。

エフェクトの使用は、コンピュータの処理能力によって大きく異なること
を念頭においてください。エフェクトセンドとエフェクトの数が増えるほ
ど、エフェクトに使用されるコンピュータの負荷も増大します。

8888.... エエエエ フフフフェェェェククククトトトトへへへへのののの信信信信号号号号ががががチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーのののの設設設設定定定定のののの影影影影響響響響をををを受受受受けけけけ
なななないいいいよよよよううううににににししししたたたたいいいい場場場場合合合合、、、、 セセセセンンンンドドドドのののの ““““PPPPrrrreeee””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
プリフェーダーエフェクトセンドの場合、チャンネルのエフェクト量は、
ボリュームフェーダーによる影響を受けません。ポストフェーダーエフェ
クトセンド（“Pre”ボタンがオフの状態）の場合、エフェクト量は、
チャンネルのボリュームに比例するため、ボリュームフェーダーの設定に
よって変化します。一般的には、ポストフェーダーエフェクトセンドが使
用されます。

プレイバックすると、サウンドに追加されたエフェクトを聴くことができ
ます。この状態で、選択したエフェクトの設定を行えます。

センドレベル

プリフェーダーセンドスイッチ

“Enable”ボタン（両方のセンドオン/オフ）

センドオン / オフ
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イイイインンンンササササーーーートトトトエエエエフフフフェェェェククククトトトト

各オーディオチャンネルは、インサートエフェクトを１つ使用することが
できます。ただし、同時に使用できるインサートエフェクトの合計数は６
つまでです。

● より多くのエフェクトを使用したい場合、オーディオファイルの書き出し
機能を使用すると、いつでもエフェクトがかかったオーディオファイルを
作成することができます。ご使用のコンピュータに、リアルタイムですべ
てのエフェクトを使用するだけの処理能力がない場合にも、この機能は役
に立ちます。 143 ページをご参照ください。

インサートエフェクトを使用するには、次の手順に従ってください。

1111.... VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーーでででで、、、、 イイイインンンンササササーーーートトトトエエエエフフフフェェェェククククトトトトををををすすすするるるるオオオオーーーーデデデディィィィ
オオオオチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルのののの““““ IIIInnnnsssseeeerrrrtttt”””” ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
インサートエフェクトのウィンドウが開きます。

2222.... エエエエ フフフフェェェェククククトトトトをををを選選選選択択択択すすすするるるるポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーかかかかららららいいいいずずずずれれれれかかかかをををを選選選選択択択択
ししししまままますすすす。。。。

3333.... ““““PPPP OOOOWWWWEEEERRRR ””””ボボボボタタタタンンンンををををオオオオンンンンににににししししまままますすすす。。。。
これで、オーディオチャンネルの信号がインサートエフェクトを通過しま
す。

● インサートエフェクトをオフにするには、“エフェクトを選択する”ポッ
プアップメニューから“No Effect”を選択します。“POWER”ボタンを
オフにしただけではインサートエフェクト使用中とみなされます。このた
め、使用可能なインサートエフェクトの数が減ってしまいます。

エエエエフフフフェェェェククククトトトトのののの設設設設定定定定
Cubasis VST のエフェクトには、通常仕様と Rack Xpander 仕様の２種類の
ユーザーインターフェイスがあります。通常仕様のエフェクトには、すべ
てのパラメーターが表示されます。 Rack Xpander 仕様のエフェクトは、設
定を行うための別のウィンドウを持っています。

エフェクトを設定するには、以下の方法を使用します。

････ エエエエフフフフェェェェククククトトトトのののの ““““PPPPRRRROOOOGGGG....”””” ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししててててエエエエフフフフェェェェククククトトトトププププロロロロググググララララ
ムムムムをををを変変変変更更更更ししししまままますすすす。。。。

すべてのエフェクトにプリセットのエフェクトプログラムが付属している
わけではありません。
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････ 通通通通常常常常仕仕仕仕様様様様ののののエエエエフフフフェェェェククククトトトトののののパパパパララララメメメメーーーータタタターーーーをををを設設設設定定定定すすすするるるるににににはははは““““PPPPAAAARRRRAAAA....””””
ボボボボタタタタンンンンででででパパパパララララメメメメーーーータタタターーーーをををを選選選選択択択択しししし、、、、ダダダダイイイイアアアアルルルルでででで調調調調節節節節ししししまままますすすす。。。。

エフェクトのディスプレイに表示されないパラメーターがある場合には、
“PAGE”ボタンで、表示するページを変更します。

････ RRRRaaaacccckkkk XXXX ppppaaaannnnddddeeeerrrr 仕仕仕仕様様様様ののののエエエエフフフフェェェェククククトトトトののののパパパパララララメメメメーーーータタタターーーーをををを設設設設定定定定すすすするるるるににににはははは、、、、
ままままずずずず、、、、““““EEEEddddiiiitttt””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししててててエエエエフフフフェェェェククククトトトト設設設設定定定定用用用用ののののウウウウィィィィンンンンドドドド
ウウウウをををを開開開開ききききまままますすすす。。。。
そそそそししししててててママママウウウウススススでででで、、、、 ノノノノブブブブ、、、、 ススススラララライイイイダダダダーーーー、、、、 ボボボボタタタタンンンンななななどどどどをををを調調調調節節節節ししししまままますすすす。。。。

････ エエエエフフフフェェェェククククトトトトのののの設設設設定定定定ははははエエエエフフフフェェェェククククトトトトププププロロロロググググララララムムムムととととししししてててて保保保保存存存存ででででききききまままますすすす。。。。

プログラム名を変更するには、エフェクトのディスプレイの最上部にある
プログラム名をクリックして、名称を入力します。別の曲でエフェクトプ
ログラムを使用する場合は、エフェクトの“File”ポ ップアップメニュー
でエフェクトプログラムの保存と読み込み（ロード）ができます。

● エフェクトの設定はオートメーション（自動化）ができます。131 ページ
をご参照ください。

DDDDiiiirrrreeeeccccttttXXXX ププププララララググググイイイインンンン

DirectX 対応のプラグインエフェクトをインストールすると、エフェクトを
選択するポップアップメニューの“DirectX”サ ブメニューに表示されま
す。もっとも、すべての DirectXプラグインがオーディオのエフェクト処理
をするものではないので、不要なプラグインを表示しないように設定する
必要があります。“オーディオ”メニューの“DirectX プラグイン”を選択
してダイアログを開き、不要なプラグインのチェックボックスをオフにし
てください。

この例では、オンになっている上の２つのプラグインがエフェクトを選択するポップアップメ
ニューに表示されます。下の２つのプラグインは、オフになっているため表示されません。
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チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル設設設設定定定定ののののココココピピピピーーーー
VST チャンネルミキサーでは、チャンネル設定を別のチャンネルにコピー
することができます。複数のチャンネルに同じイコライザーの設定をした
い場合などに、この機能が役に立ちます。次の手順で操作してください。

1111.... VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーーののののフフフフェェェェーーーーダダダダーーーーのののの下下下下ににににああああるるるるチチチチャャャャンンンンネネネネルルルル番番番番号号号号
ををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、 チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル設設設設定定定定のののの元元元元ににににななななるるるるチチチチャャャャンンンンネネネネルルルルをををを選選選選択択択択ししししまままま
すすすす。。。。

この例では、チャンネル２が選択されています。

2222....““““編編編編集集集集””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの ““““ココココピピピピーーーー”””” をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす、、、、 ままままたたたたはははは [[[[CCCCttttrrrrllll]]]]----[[[[CCCC]]]] キキキキーーーー
をををを押押押押ししししまままますすすす。。。。

3333.... チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル番番番番号号号号ををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、 チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル設設設設定定定定ををををココココピピピピーーーーすすすするるるるチチチチャャャャ
ンンンンネネネネルルルルをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

4444....““““編編編編集集集集”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ 貼貼貼貼りりりり付付付付けけけけ”””” をををを選選選選択択択択、、、、 ままままたたたたはははは [[[[CCCCttttrrrrllll]]]]----[[[[VVVV]]]] キキキキーーーーをををを
押押押押ししししまままますすすす。。。。

チャンネル設定のすべてがコピーされます。
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ミミミミキキキキササササーーーーののののオオオオーーーートトトトメメメメーーーーシシシショョョョンンンン
ボリューム、パン、イコライザー、エフェクトなどのミキサーでの操作は
オートメーション（自動化）によって実行できます。オートメーション情
報は“Audio Mix”というパートに書き込まれ、手で操作したときと同じ
ようにフェーダーやボタンなどの操作を再現します。

ミミミミキキキキササササーーーー操操操操作作作作のののの記記記記録録録録

1111.... VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーーをををを開開開開ききききまままますすすす。。。。

2222.... 右右右右側側側側ののののママママススススタタタターーーーセセセセククククシシシショョョョンンンンのののの上上上上部部部部ににににああああるるるる““““WWWWrrrriiiitttteeee””””ボボボボ タタタタンンンンををををククククリリリリッッッッ
ククククししししまままますすすす。。。。
このボタンが点灯している間は、すべてのミキサー操作が記録されます。

3333.... ププププレレレレイイイイババババッッッッククククをををを開開開開始始始始ししししまままますすすす。。。。

4444.... 通通通通常常常常通通通通りりりり、、、、 フフフフェェェェーーーーダダダダーーーー、、、、 パパパパンンンン、、、、 ミミミミュュュューーーートトトト、、、、 ソソソソロロロロななななどどどどをををを操操操操作作作作ししししててててくくくくだだだだ
ささささいいいい。。。。
オートメーションの記録は何度でも繰り返すことができるので、一度に１
～２つ程度のチャンネルをミキシングして行くのが良いでしょう。思い通
りのミキシングができなかった場合には、“編集”メニューの“取消”を
使用して最後に操作した記録を取り消すことができます。

5555.... ププププレレレレイイイイババババッッッッククククをををを停停停停止止止止ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

アレンジウィンドウに“Audio Mix”と いう特別なミキサートラックが作
成されているはずです。このトラックには、“Audio Mix”という名称の
１つの長いパートがあり、すべてのミキサー操作が保存されます。この
パートの長さは、自動的に延長されます。
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“Audio Mix”トラックとパートは、“Write”ボタンをクリックして最初
に作成される１つだけしか存在しないことに注意してください。再度
“Write”ボ タンをオンにしても新しいパートは作成されません。記録さ
れる情報は“Audio Mix”のパートに追加されます。

6666.... ““““WWWWrrrriiiitttteeee”””” ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、オオオオ ーーーートトトトメメメメーーーーシシシショョョョンンンンのののの記記記記録録録録機機機機能能能能をををを
オオオオフフフフににににししししまままますすすす。。。。

VST チャンネルミキサーを閉じると、自動的にオートメーションの記録機
能がオフになります。

● オートメーションの記録は、プレイバック中だけではなく、停止状態でも
使用できます。Cubasis VST が停止状態のときに“Write”ボタンをオンに
した場合には、ミキサーで行った変更が現在のソングポジションに記録さ
れます。ミキサーの初期設定や設定変更など、この機能を創造的に利用す
ることが可能です。

記記記記録録録録ししししたたたたミミミミキキキキササササーーーー操操操操作作作作のののの再再再再現現現現
1111.... VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーーののののママママススススタタタターーーーセセセセククククシシシショョョョンンンン上上上上部部部部ににににああああるるるる““““RRRReeeeaaaadddd”””” ボボボボタタタタ
ンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

ミキサー操作を再現させながら、さらに記録したい場合には、“Write”
ボタンと“Read”ボタンの両方をオンにします。

2222.... 通通通通常常常常通通通通りりりり、、、、ププププレレレレイイイイババババッッッッククククをををを開開開開始始始始ししししまままますすすす。。。。
記録された操作に従って、フェーダーなどのコントロールが自動的に動き
ます。
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MMMMIIIIDDDDIIIIののののミミミミキキキキシシシシンンンンググググ
GM（General MIDI）、GS（Roland 社による GMの拡張版）、XG（Yamaha
社による GMの拡張版）のいずれかの規格に対応した MIDI 音源をご使用の
場合は、MIDI ミキサーを使用してMIDI メッセージを送ることにより、
MIDI 音源のサウンドをミキシングすることができます。これらの MIDI
メッセージには、ボリューム、パン、プログラムチェンジ、エフェクト設
定（GS とXGのみ）があります。GM、GS、XG の詳細については 139 ペー
ジをご参照ください。

● MIDI 音源が上記のどの規格にも対応していない場合でも、 MIDI ミキサーの
一部の機能（ボリュームやパンなど）を使用することができます。ご使用
のMIDI 音源の取扱説明書をご覧ください。

GGGGMMMM////GGGGSSSS////XXXXGGGG 対対対対応応応応のののの MMMMIIIIDDDDIIII音音音音源源源源ででででのののの作作作作業業業業
Cubasis VSTを起動すると、 自動的に空の （データが存在しない） ソングが
読み込まれ、各トラックに 16のMIDIチャンネルが設定されています。 この
設定はMIDI ミキサーに対応しています。混乱を避けるため、GM／ GS ／
XG 対応のMIDI 音源を使用する場合は、このトラックとチャンネルのレイ
アウトを変更しないようにしてください。

MIDI ミキサーでは、サウンドのミキシングを容易に行えます。ミキサー
の設定はソングファイルに保存されます。

MMMMIIIIDDDDIIIIミミミミキキキキササササーーーーをををを開開開開くくくく
MIDI ミキサーは、以下の２つの方法で開くことができます。

････ ““““編編編編集集集集”””” メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ MMMMIIIIDDDDIIII ミミミミキキキキササササーーーー”””” をををを選選選選択択択択すすすするるるる。。。。

････ ココココンンンンピピピピュュュューーーータタタタののののキキキキーーーーボボボボーーーードドドドのののの [[[[CCCCttttrrrrllll]]]]----[[[[YYYY]]]] キキキキーーーーをををを押押押押すすすす。。。。
CUBASIS VST

ミキシング 10  –  133



 

MMMMIIIIDDDDIIII出出出出力力力力ととととモモモモーーーードドドドのののの選選選選択択択択
ミキシングを行う前に、MIDI ミキサーを正しいモードに設定し、データ
を送るMIDI 出力を選択しておく必要があります。この設定は、マスター
フェーダーの上にある欄で行います。

1111.... MMMMIIIIDDDDIIII 出出出出力力力力 ののののポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーかかかからららら正正正正ししししいいいい MMMM IIIIDDDDIIII 出出出出力力力力 ポポポポーーーートトトトをををを選選選選択択択択ししししまままま
すすすす。。。。

GM/GS/XG 対応のMIDI 音源が接続されているMIDI 出力を選択してくださ
い。

2222.... モモモモーーーードドドドののののポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーかかかかららららモモモモーーーードドドド（（（（GGGGMMMM、、、、 GGGGSSSS、、、、XXXXGGGG））））をををを選選選選択択択択 ししししまままますすすす。。。。

････ GM 対応の MIDI 音源をご使用の場合は“GM”を選択してください。ご使
用のMIDI 音源が GM対応でなくても、ミキサー機能を使用したい場合は、
“GM”を選択してください。

････ GSまたは XGのMIDI 音源をご使用の場合は“GS”または“XG”を選択し
てください。

3333....““““ RRRReeeesssseeeetttt””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししてててて MMMMIIIIDDDDIIII 音音音音源源源源のののの GGGGMMMM////GGGGSSSS////XXXXGGGG モモモモーーーードドドドををををリリリリ
セセセセッッッットトトトししししまままますすすす。。。。
“Reset”ボ タンをクリックすると、接続されている MIDI 音源だけでな
く、MIDI ミキサーのコントロールもすべて初期設定にリセットされます。

“Reset”ボタン

MIDI出力のポップアップメニュー

モードのポップアップメニュー
CUBASIS VST
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ササササウウウウンンンンドドドドのののの選選選選択択択択
各チャンネルのミキサーモジュールの下部にある階層構造の“Instrum. ”
ポップアップメニューを使用して、各 MIDI チャンネル（ドラム用のチャ
ンネル 10は除く）ごとに GMサウンドを選択することができます。

サウンドは16 の楽器群に分けられ、各楽器群は8種類のサウンドで構成さ
れます。サウンドを選択するためには、ポップアップメニューをプルダウ
ンし、ポインタをいずれかの楽器群に合わせ、そのサブメニューから使用
したいサウンドを選択します。
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ドドドドララララムムムムキキキキッッッットトトトのののの選選選選択択択択

GS または XG対応の MIDI 音源をご使用の場合は、“Instrum.”ポップアッ
プメニューを使用して、MIDI チャンネル 10に対してドラムキットを選択
できます（MIDI チャンネル 10はドラム専用のチャンネルです）。

● MIDI ミキサーの“Instrum. ”設定はインスペクターには反映されず、イン
スペクターの設定は MIDI ミキサーの“Instrum.”設定には反映されませ
ん。また、既製の GM曲に含まれるプログラムチェンジも MIDI ミキサーに
は反映されません。
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レレレレベベベベルルルルととととパパパパンンンンのののの設設設設定定定定
MIDI チャンネルのレベルやパンの設定は、MIDI ミキサーを使用して行い
ます。MIDI ミキサーは、実際のミキサーと同じような形をとっています
が、その機能はまったく異なります。MIDI ミキサーは、MIDI 音源に MIDI
メッセージを送ることでサウンドのミキシングや変更を行います。MIDI
ミキサーのパラメーターが思い通りに操作できない場合は、MIDI 音源が
MIDI メッセージを正しく受信する機能を備えているかどうか（または受
信できるように設定されているかどうか）を確認してください。

MIDI ミキサー

以下のコントロールは、各 MIDIチャンネルに設定できます。

････ ボボボボリリリリュュュューーーームムムムフフフフェェェェーーーーダダダダーーーー

MIDI チャンネルのボリュームを変更するには、そのチャンネルのフェーダ
ーをドラッグします。

････ パパパパンンンン

MIDI チャンネルのステレオ定位を設定します。

････ リリリリババババーーーーブブブブレレレレベベベベルルルル

これは GM規格では定義されていませんが、多くの GM対応MIDI 音源（お
よびすべての GS/XG 対応MIDI 音源）は、リバーブ用の MIDI コントロール
チェンジナンバー（#91）を使用してコントロールできるリバーブ機能を
内蔵しています。このような機能を備えたMIDI 音源をご使用の場合は、
“Reverb”ノブでチャンネルのリバーブの量を設定することができます。
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････ ココココーーーーララララススススレレレレベベベベルルルル

チャンネルのリバーブコントロール機能と同様、 GM規格には定義されてい
ません。しかし、一部のGM 対応MIDI 音源（およびすべてのGS/XG 対応
MIDI 音源）は、コーラスデプス用の MIDI コントロールチェンジナンバー
（#93）を使用してコントロールできるコーラス（またはフラャーやディレ
イ）を内蔵しています。 このような機能を備えた MIDI 音源をご使用の場合
は、“Chorus ”ノブでチャンネルのコーラスの量を設定することができます。

● GS / XGモードでは、以下のコントロールも設定することができます。

････ ミミミミュュュューーーートトトトととととソソソソロロロロ（（（（ GGGGSSSS ／／／／ XXXX GGGG モモモモーーーードドドドののののみみみみ））））

GS / XG モードでは、パンの上に“Mute”ボ タンと“Solo”ボ タンが表示
されます。各ボタンをクリックすると、各チャンネルのミュートまたはソ
ロが設定できます。

エエエエフフフフェェェェククククトトトトのののの設設設設定定定定（（（（GGGGSSSS ／／／／ XXXXGGGGモモモモーーーードドドドののののみみみみ））））
GS / XG対応MIDI 音源をご使用の場合は、MIDI ミキサーを使用してエフェ
クトを設定することができます。エフェクトの選択と設定は、マスター
フューダーの最上部（ GS／GSモードのみ表示）で行います。

ここには、すべての GS / XG対応 MIDI音源が備えているリバーブエフェク
トとコーラスエフェクトの設定欄があります。

････ リリリリババババーーーーブブブブののののポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーー

リバーブの８つの種類の中からいずれかを選択します。 GSと XGでは使用
可能なリバーブの種類が異なります。 XGモードでは“No Effect”を選択す
ると、リバーブを完全にオフにすることができます。

････ リリリリババババーーーーブブブブタタタタイイイイムムムム

リバーブタイムを設定します。

････ ココココーーーーララララススススののののポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーー

コーラス系エフェクトの８つの種類の中からいずれかを選択します。 GS と
XGでは、使用可能なエフェクトの種類が異なります。 XGモードでは“No
Effect”を選択するとエフェクトを完全にオフにすることができます。
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GGGGMMMM////GGGGSSSS////XXXXGGGG 規規規規格格格格ととととはははは

GGGGeeeennnneeeerrrraaaallll MMMMIIIIDDDDIIII
General MIDI（GM）は、 作成したシーケンスやMIDI ファイルのデータを
MIDI を通じて機器に送信し、機器の仕様や種類に関係なく正しい種類の
サウンドを再生できるように、標準のサウンドのグループ、および General
MIDI 対応のシンセサイザーや音源モジュールが満たすべき最低限の条件
を定めたものです。

MIDI は、MIDI プログラムチェンジナンバーを使用してサウンドを識別し
ます。General MIDI 規格が採用されるまでは、異なるメーカーのシンセサ
イザーや音源モジュールでは、 同じMIDIプログラムチェンジナンバーを送
信しても、一方はフルートのサウンド、もう一方はピアノのサウンドを鳴
らすといった状況でした。

こうした状況は、General MIDI 規格の機器の登場によって一変しました。
GM規格の機器では、プログラムチェンジナンバーが同じであれば、同じ
タイプのサウンドを鳴らすことができます。

MIDI ファイルのデータをピアノの音で再生したい場合は、 データの中にピ
アノサウンドを鳴らすためのプログラムチェンジメッセージを入れておく
と、GM対応の音源モジュールに自動的にピアノサウンドを設定できます。
GM規格は、例えばピアノの音色をどのような音色にするかといった細かい
点までは定めていません。このため、あくまでメーカーが、各自の判断で
アコースティックピアノの音色を再現することになります。

General MIDI は16のMIDIチャンネルすべてをサポートしています。 各チャ
ンネルは複数の音を再生できます。また、各チャンネルは、異なる種類の
楽器（またはサウンドやプログラム） 、少なくとも 24種類のメロディー楽器
やパーカッションのサウンドを共通して使用できます。

さらに、パーカッションやドラムのMIDI チャンネルはチャンネル10 に決
められており、専用のノートナンバが割り当てられています。

GM規格の機器は、この他にも、 通常、ボリューム（コントーラー７） やパ
ン（コントローラー 10）のMIDIコントローラーなどのメッセージに対応し
ています。これらのコントローラーメッセージを使用することで、曲の
MIDI ミキシングデータを作成できます。

RRRRoooollllaaaannnndddd GGGGSSSS
Roland 社が開発した General MIDIの拡張規格です。GS 規格の機器での、標
準以外のドラムキットとサウンドのバリエーションの選択や様々な設定値
の内容を定めたものです。

YYYYaaaammmmaaaahhhhaaaa XXXXGGGG
Yamaha 社が開発した General MIDI の拡張規格です。XG規格の機器での、
標準以外のドラムキットの選択や様々な設定値の内容を定めています。
CUBASIS VST
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CUBASIS VST

10  –  140 ミキシング
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第 11 章

オーディオファイルの
読み込みと書き出し 11



 

オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ
“ファイル”メニューの “オーディオファイルの読み込み”機能を使用し
て、プールを開かなくても簡単にオーディオファイルをアレンジウィンド
ウに読み込むことができます。

1111.... オオオオ ーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルをををを読読読読みみみみ込込込込みみみみたたたたいいいいオオオオーーーーデデデディィィィオオオオトトトトララララッッッッククククをををを選選選選択択択択しししし
まままますすすす。。。。
モノラルファイルはモノラルトラックに、ステレオファイルはステレオト
ラックにしか読み込むことができないので注意してください。

2222.... 読読読読 みみみみ込込込込むむむむオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルをををを開開開開始始始始ささささせせせせたたたたいいいい位位位位置置置置にににに左左左左ロロロロケケケケーーーータタタターーーー
をををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

3333....““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ ””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ファイルダイアログが開きます。

4444.... ““““フフフフ ァァァァイイイイルルルル のののの種種種種類類類類””””のののの ポポポポッッッッププププ アアアアッッッッププププメメメメ ニニニニュュュューーーー ででででフフフファァァァ イイイイルルルル形形形形 式式式式
（（（（WWWWAAAAVVVV、、、、AAAAIIIIFFFF、、、、ままままたたたたはははは両両両両方方方方））））をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
選択したファイル形式のファイルがファイルダイアログに表示されます。

5555.... フフフフ ァァァァイイイイルルルルダダダダイイイイアアアアロロロロググググをををを使使使使用用用用ししししてててて、、、、読読読読 みみみみ込込込込みみみみたたたたいいいいオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイ
ルルルルをををを探探探探ししししてててて選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

････ ““““再再再再 生生生生””””ボボボボ タタタタンンンンをををを使使使使用用用用すすすするるるるとととと、、、、オオオオ ーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの音音音音をををを確確確確認認認認でででで
ききききまままますすすす。。。。

“再生”ボタンをクリックすると、ボタンの表示が“停止”になり、選択
したオーディオファイルがプレイバックされます。“停止”ボタンをク
リックする、または別のオーディオファイルを選択すると、プレイバック
は停止します。

6666.... ““““開開開開くくくく””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
オーディオファイルは、プールで“ファイル”メニューの“オーディオ
ファイルの読み込み”を選択した場合と同様にプールにも追加されます。
オーディオファイル全体をプレイバックするセグメントが作成され、選択
したオーディオトラックの左ロケーターの位置にオーディオパートとして
置かれます。
CUBASIS VST

11  –  142 オーディオファイルの読み込みと書き出し
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オオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルへへへへののののミミミミッッッッククククススススダダダダウウウウンンンン
（（（（書書書書きききき出出出出しししし））））

オーディオファイルの書き出し機能で、複数のオーディォトラックニフェ
クトやミキサーオートメーョンを使用して完成させた曲を、モノラルまた
はステレオの新しいオーディオファイルにミックスダウンすることができ
ます。

････ 左左左左右右右右ののののロロロロケケケケーーーータタタターーーー間間間間ににににああああるるるるオオオオーーーーデデデディィィィオオオオデデデデーーーータタタタでででで、、、、再再再再生生生生時時時時にににに聴聴聴聴ここここええええるるるるもももものののの
ががががすすすすべべべべてててて１１１１つつつつののののミミミミッッッッククククススススダダダダウウウウンンンンフフフファァァァイイイイルルルルととととししししてててて保保保保存存存存さささされれれれまままますすすす。。。。

このミックスダウン機能には通常の MIDIトラックデータは含まれないので
ご注意ください。 MIDI とオーディオの両方を含んだ完全なミックスダウン
を行うには、 まず、Cubasis VSTのオーディオトラックに MIDI トラックの
サウンドをレコーディングしたうえで、ミックスダウンを行う必要があり
ます。

1111.... 左左左左 //// 右右右右ののののロロロロケケケケーーーータタタターーーーををををミミミミッッッッククククススススダダダダウウウウンンンンすすすするるるる範範範範囲囲囲囲にににに設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

2222.... トトトトララララッッッッククククののののププププレレレレイイイイババババッッッッククククのののの設設設設定定定定をををを行行行行いいいいまままますすすす。。。。
VST チャンネルミキサーのオートメーション、イコラザーやエフェクトを
使用することもできます。ミックスダウンにこれらに機能を含ませたくな
い場合は、トラックの準備をする際にこれらの機能をオフにしてください。

3333.... オオオオーーーートトトトメメメメーーーーシシシショョョョンンンンをををを含含含含めめめめるるるる場場場場合合合合 ににににはははは、、、、VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーーのののの““““RRRReeeeaaaadddd””””
ボボボボタタタタンンンンががががオオオオンンンンににににななななっっっってててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

4444.... アアアアレレレレンンンンジジジジににににミミミミッッッッククククススススダダダダウウウウンンンンフフフファァァァイイイイルルルルをををを追追追追加加加加すすすするるるる場場場場合合合合、、、、空空空空 いいいいてててていいいいるるるるオオオオーーーー デデデディィィィオオオオ
トトトトララララッッッッククククをををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。 モモモモノノノノララララルルルルででででミミミミッッッッククククススススダダダダウウウウンンンンすすすするるるるかかかかスススステテテテレレレレオオオオででででミミミミッッッックククク
ススススダダダダウウウウンンンンすすすするるるるかかかかにににによよよよっっっってててて、、、、モモモモノノノノララララルルルルトトトトララララッッッッククククままままたたたたははははスススステテテテレレレレオオオオトトトトララララッッッッククククをををを選選選選択択択択
ししししまままますすすす。。。。
CUBASIS VST

オーディオファイルの読み込みと書き出し 11  –  143



 

5555.... ””””フフフフ ァァァァイイイイルルルル””””メメメメ ニニニニュュュューーーーのののの““““オオオオ ーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの書書書書きききき出出出出しししし””””をををを 選選選選
択択択択、、、、まままま たたたたはははは VVVVSSSSTTTT チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルミミミミキキキキササササーーーーののののママママススススタタタターーーーセセセセククククシシシショョョョンンンンににににああああるるるる
““““EEEExxxxppppoooorrrrtttt AAAAuuuuddddiiiioooo””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
“オーディオファイルの書き出し”ダイアログが表示されます。

6666.... 作作作作成成成成 すすすするるるるオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルをををを CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT にににに自自自自動動動動的的的的 にににに読読読読みみみみ 込込込込むむむむ場場場場合合合合
ににににはははは、、、、““““フフフファァァァイイイイルルルルををををオオオオーーーーデデデディィィィオオオオトトトトララララッッッッククククにににに追追追追加加加加”””” チチチチェェェェッッッッククククボボボボッッッッククククススススををををオオオオンンンンににににしししし
まままますすすす。。。。
オーディオファイルが自動的にプールにオンされます。また、選択した
オーディオトラックの新しいパートに、このオーディオファイルのセグメ
ントが使用されます。セグメントの先頭は、左ロケーターの位置に置かれ
ます。

7777....““““オオオオププププシシシショョョョンンンン”””” かかかからららら ““““モモモモノノノノララララルルルル”””” ままままたたたたはははは ““““スススステテテテレレレレオオオオ””””（（（（イイイインンンンタタタターーーーリリリリーーーー
ブブブブドドドド）））） をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

8888.... 作作作作 成成成成すすすするるるるオオオオーーーーデデデディィィィオオオオフフフファァァァイイイイルルルルのののの保保保保存存存存用用用用フフフフォォォォルルルルダダダダのののの位位位位置置置置とととと名名名名称称称称をををを設設設設
定定定定ししししまままますすすす。。。。

9999.... ““““フフフファァァァイイイイルルルル作作作作成成成成””””ボボボボタタタタンンンンををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

曲で使用されているサンプルレートで、オーディオがファイル（Wave
ファイル）にミックスダウンされます。
CUBASIS VST

11  –  144 オーディオファイルの読み込みと書き出し
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“ファイルをオーディオトラックに追加”をオンにしている場合、作成す
るオーディオファイル（Wave ファイル）はプールと選択したオーディオ
トラックの両方に読み込まれます。このオーディオファイルをプレイバッ
クすれば、すぐに結果を確認できます。忘れずに、元のトラックをミュー
トし、読み込んだトラックで使用されているオーディオチャンネルのイコ
ライザーやエフェクトをオフにします。これにより、元の正常な状態で音
を聴くことができます。
CUBASIS VST

オーディオファイルの読み込みと書き出し 11  –  145



 

CUBASIS VST

11  –  146 オーディオファイルの読み込みと書き出し
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第 12 章

ムービー 12
 



 

ははははじじじじめめめめにににに
Cubasis VST は、ム ービーファイルを開き、曲と同期させて再生できま
す。Video for Windows ファイル（拡張子“.avi”）と QuickTime ファイル
（拡張子“.mov”または“.qt”）を再生することができます。

● Cubasis VSTのムービー機能を使用可能にするには、ご使用のコンピュー
タに Microsoft DirectX Media がインストールされている必要があります。
これは Cubasis VST の CD-ROM にも収録されています。

ムムムムーーーービビビビーーーーをををを開開開開くくくく
1111.... ““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““ムムムムーーーービビビビーーーーをををを開開開開くくくく””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
ファイルダイアログが表示されます。

2222.... ““““フフフフ ァァァァイイイイルルルルのののの種種種種類類類類””””のののの ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーでででで、、、、検検検検 索索索索すすすするるるるフフフファァァァイイイイ
ルルルルのののの種種種種類類類類をををを指指指指定定定定ししししまままますすすす。。。。

“ムービーファイル”を選択すると、ファイルダイアログの中にVideo for
Windows ファイルと QuickTime ファイルの両方が表示されます。

3333.... ムムムムーーーービビビビーーーーフフフファァァァイイイイルルルルをををを選選選選択択択択ししししてててて、、、、““““開開開開くくくく””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
新しいウィンドウにムービーが表示されます。
CUBASIS VST

12  –  148 ムービー
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ムムムムーーーービビビビーーーーのののの再再再再生生生生
1111.... ムムムムーーーービビビビーーーーウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウでででで右右右右ククククリリリリッッッッククククししししてててて、、、、 表表表表示示示示さささされれれれたたたたポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーのののの
““““オオオオププププシシシショョョョンンンン””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ダイアログボックスが表示されます。

2222.... ““““オオオオ ンンンンラララライイイインンンン””””チチチチ ェェェェッッッッククククボボボボッッッッククククススススががががオオオオンンンンににににななななっっっってててていいいいるるるるここここととととをををを確確確確認認認認
ししししまままますすすす。。。。

このチェックボックスをオンにすると、ムービーはCubasis VST のプレイ
バックと同期して再生されます。 MIDI やオーディオをプレイバックする
ときにムービーを再生させたくない場合は、“オンライン”チェックボッ
クスをオフにする必要があります。

3333.... ““““OOOOKKKK””””ををををククククリリリリッッッッククククすすすするるるるとととと、、、、ダダダダイイイイアアアアロロロロググググがががが閉閉閉閉じじじじまままますすすす。。。。

4444.... CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT ののののププププレレレレイイイイババババッッッッククククをををを開開開開始始始始ししししまままますすすす。。。。

ムービーが同期して再生されます。

● Cubasis VST でムービーを再生する場合、ムービーファイル自体に含まれ
ているオーディオデータは再生されません。

再再再再生生生生ポポポポジジジジシシシショョョョンンンン
Cubasis VST とムービーの再生位置は完全にリンクします。すなわち、早
送り、巻戻し、ロケートなどを行うと、それに合わせてムービーの再生ポ
ジションが指定されます。
CUBASIS VST

ムービー 12  –  149



 

再再再再生生生生開開開開始始始始オオオオフフフフセセセセッッッットトトトのののの設設設設定定定定

Cubasis VSTの曲の先頭以外の位置からムービーの再生を行いたい場合、ダイア
ログでソング再生開始位置からの間隔（オフセット）を設定できます。値は、タイム
コード形式（時間:分 :秒 :フレーム）です。例えば、“オフセット”を“00:01:00:00 ”
に設定すると、曲の先頭から１分後にムービーが開始します。

ムムムムーーーービビビビーーーーのののの表表表表示示示示ササササイイイイズズズズ

ダイアログの“ムービーウィンドウのサイズ”のポップアップメニューを
使用すると、ムービーを元のサイズとは異なるサイズで表示できます。

ムムムムーーーービビビビーーーーをををを閉閉閉閉じじじじるるるる
ムービーを閉じるには、ムービーウィンドウで右クリックして、ポップ
アップメニューの“ムービーを閉じる”を選択します。
CUBASIS VST

12  –  150 ムービー
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第 13 章

ファイル操作 13



 

保保保保存存存存
Cubasis VST で曲を保存する場合には、３つのファイル形式があります。
ソング、アレンジ、MIDI ファイルです。作成した曲を、他のシーケン
サーで再生したい場合は、MIDI ファイルとして保存する必要があります
（MIDI のみ - オーディオ不可）。作成した曲をCubasis VST で使用する場
合は、ソングまたはアレンジファイルとして保存してください。

ソソソソンンンンググググ

ソングファイルとして保存すると、以下のデータが保存されます。

････ すべてのアレンジ

････ すべてのダイアログの設定（トランスポート バーの設定など）

････ プールのデータ（すべてのオーディオパートとセグメントのデータおよび
その元になっているオーディオファイルへの参照情報など）

････ VST チャンネルミキサーと MIDI ミキサーの設定

アアアアレレレレンンンンジジジジ

アレンジファイルとして保存すると、以下のデータが保存されます。

････ １つのアレンジウィンドウに表示されるすべてのデータ（トラック、パー
ト、インスペクターの設定など）

オーディオファイルはプールに保存されますが、プールはアレンジの一部
ではありません。つまり、アレンジのみを保存すると、参照するオーディ
オファイルがなくなるということです。

● Cubasis VST でオーディオデータを使った作業をする場合は、常にソング
ファイルで保存してください。
CUBASIS VST
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保保保保存存存存のののの実実実実行行行行
1111.... ““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““別別別別名名名名でででで保保保保存存存存””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
ファイルダイアログが表示されます。

2222.... 保保保保存存存存すすすするるるるフフフフォォォォルルルルダダダダをををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

3333....““““フフフファァァァイイイイルルルルのののの種種種種類類類類”””” のののの ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププ メメメメニニニニュュュューーーーでででで、、、、保保保保存存存存すすすするるるるフフフファァァァイイイイルルルル形形形形式式式式
（（（（ソソソソンンンンググググままままたたたたははははアアアアレレレレンンンンジジジジ））））をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

4444.... フフフファァァァイイイイルルルル名名名名をををを入入入入力力力力ししししまままますすすす。。。。

5555.... ““““保保保保存存存存””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

““““ソソソソンンンンググググ保保保保存存存存””””のののの使使使使用用用用
“ファイル”メニューに“ソング保存”という項目があります。

････ “別名で保存”でソングを保存してある場合は、このメニュー項目を選択
すると、ファイル名と保存場所を聞いてくることなくソングが保存されま
す。新しく保存するソングで、前のソングを上書きするだけです。

････ ソングを一度も保存していない場合は、“別名で保存”と同じことになり
ます。

コンピュータのキーボードの[Ctrl] -[S] キーを押すと、“ソング保存”を実
行できます。
CUBASIS VST
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フフフファァァァイイイイルルルルをををを開開開開くくくく
保存と同様、Cubasis VST は、ソング、アレンジ、MIDI ファイルの３つの
ファイル形式を開くことができます。他のシーケンサーで作成された曲を
読み込む場合に役立つ MIDI ファイルは、“MIDI ファイルの読み込み”で
開きます。ここでは、ソングおよびアレンジファイルを開く方法をご紹介
します。

1111.... ““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーでででで““““開開開開くくくく””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ファイルダイアログが表示されます。

2222.... ““““フフフフ ァァァァイイイイルルルルのののの種種種種類類類類””””のののの ポポポポッッッッププププアアアアッッッッププププメメメメニニニニュュュューーーーでででで開開開開くくくくフフフファァァァイイイイルルルル形形形形式式式式
（（（（ソソソソンンンンググググままままたたたたははははアアアアレレレレンンンンジジジジ））））をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。
ソングファイルの拡張子は“.ALL”、ア レンジファイルの拡張子は
“.ARR”です。

3333.... 開開開開くくくくフフフファァァァイイイイルルルルががががああああるるるるフフフフォォォォルルルルダダダダへへへへ移移移移動動動動ししししまままますすすす。。。。

4444.... フフフファァァァイイイイルルルルをををを選選選選択択択択ししししてててて、、、、““““開開開開くくくく””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

ソソソソンンンンググググをををを開開開開くくくく場場場場合合合合
開くことができるのは、一度に 1つのソングだけです。現在開いているソ
ングに、保存されていない変更がある場合は、まず開いているソングを保
存するか否かを尋ねるメッセージが表示されます。
CUBASIS VST
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アアアアレレレレンンンンジジジジをををを開開開開くくくく場場場場合合合合

アレンジの場合、すでに他のアレンジウィンドウが開いていても、画面上に新しいウィ
ンドウとして表示されます。最大１６のアレンジを開くことができます。

初初初初期期期期設設設設定定定定ののののソソソソンンンンググググ

Cubasis VST を起動するたびに“Def.A LL”という名称の初期設定のソング
が開きます。これを利用して、初期設定の機能やレイアウトを自分なりに
設定（カスタマイズ）できます。必要に応じ、現在の初期設定ソング
（“Def.ALL ”）をコピーしたうえで、以下の手順で操作してください。

1111.... CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT をををを起起起起動動動動ししししまままますすすす。。。。

2222.... 各各各各要要要要素素素素をををを希希希希望望望望にににに応応応応じじじじてててて設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

これには、トラックの数と編成、MIDI の設定、メトロノームの設定、オー
ディオの設定、パートの色と表示などが含まれます。

3333.... ““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““別別別別名名名名でででで保保保保存存存存””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

4444.... CCCCuuuubbbbaaaassssiiiissss VVVVSSSSTTTT ののののププププロロロロググググララララムムムムががががああああるるるるフフフフォォォォルルルルダダダダにににに移移移移動動動動ししししまままますすすす。。。。

5555....““““DDDDeeeeffff....AAAA LLLLLLLL””””とととといいいいうううう名名名名称称称称 をををを入入入入力力力力ししししてててて、、、、““““OOOOKKKK”””” ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。
現現現現在在在在のののの““““DDDDeeeeffff....AAAA LLLLLLLL ””””フフフファァァァイイイイルルルルとととと置置置置きききき換換換換ええええるるるるかかかかどどどどううううかかかかをををを尋尋尋尋ねねねねててててくくくくるるるるののののでででで、、、、
““““ははははいいいい””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

次にCubasis VST を起動すると、自動的に希望通りの設定やレイアウトに
なっています。
CUBASIS VST
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MMMMIIIIDDDDIIIIフフフファァァァイイイイルルルルのののの書書書書きききき出出出出しししし
アレンジ内のMIDI データは、他のシーケンスソフトやハードウェアシー
ケンサーなどで読み込めるように、スタンダード MIDI ファイルとして書
き出すことができます。

● スタンダード MIDIファイルには、MIDI データだけが保存され、オーディオ
データは保存されません。作成した MIDI ファイルからは、アレンジのオー
ディオトラックは自動的に除外されます。

1111.... MMMMIIIIDDDDIIII フフフファァァァイイイイルルルルにににに含含含含めめめめたたたたくくくくなななないいいいトトトトララララッッッッククククををををミミミミュュュューーーートトトトししししまままますすすす。。。。

2222.... 曲曲曲曲がががが正正正正ししししいいいいテテテテンンンンポポポポででででププププレレレレイイイイババババッッッッククククさささされれれれるるるるここここととととをををを確確確確認認認認ししししまままますすすす。。。。

トランスポート バーのマスターボタンがオンになっている必要がありま
す。MIDI ファイルの書き出しは、マスタートラックに記録されているテン
ポを含めるからです。

3333....““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““MMMMIIIIDDDDIIII フフフファァァァイイイイルルルルのののの書書書書きききき出出出出しししし””””をををを 選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

ファイルダイアログが表示されます。

4444.... フフフファァァァイイイイルルルル名名名名ととととフフフファァァァイイイイルルルルのののの保保保保存存存存場場場場所所所所をををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。

ファイルには、MIDI ファイルの標準拡張子である“.MID”が自動的に追加
されます。

5555.... ““““保保保保存存存存””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

ススススタタタタンンンンダダダダーーーードドドド MMMMIIIIDDDDIIIIフフフファァァァイイイイルルルル（（（（SSSSMMMMFFFF ））））フフフフォォォォーーーーママママッッッットトトト
Cubasis VSTは、通常、MIDI ファイルをフォーマット 1で保存します。この
場合、トラックの構造はファイルにそのまま保存されます（ただし、各ト
ラックのすべてのパートが 1 つの長いパートに連結されます）。また、
（ミュートされていない）トラックを 1つしか含まない MIDIファイルを書
き出す場合はフォーマット 0のMIDIファイルが作成されます。
CUBASIS VST
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MMMMIIIIDDDDIIIIフフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ
他のシーケンスソフトなどで作成したスタンダードMIDI ファイルを読み
込むには以下の手順で操作してください。

1111....““““フフフファァァァイイイイルルルル””””メメメメニニニニュュュューーーーのののの““““MMMMIIIIDDDDIIII フフフファァァァイイイイルルルルのののの読読読読みみみみ 込込込込みみみみ ””””をををを選選選選択択択択ししししまままますすすす。。。。

Cubasis VST は、ファイル名に“. MID”という拡張子（MIDI ファイルの
標準拡張子）が付いているファイルはすべて MIDIファイルであるとして認
識します。

2222.... 表表表表示示示示さささされれれれたたたたダダダダイイイイアアアアロロロロググググでででで、、、、MMMMIIIIDDDDIIII フフフファァァァイイイイルルルルをををを新新新新たたたたななななアアアアレレレレンンンンジジジジウウウウィィィィンンンン
ドドドドウウウウにににに表表表表示示示示すすすするるるるかかかか、、、、現現現現在在在在ののののアアアアレレレレンンンンジジジジにににに読読読読みみみみ込込込込むむむむかかかかをををを指指指指定定定定ししししまままますすすす。。。。

現在のアレンジに読み込む場合は、 MIDI ファイルが左ロケーターの位置に
配置されます。

ファイルダイアログが表示されます。

3333.... フフフファァァァイイイイルルルルをををを指指指指定定定定ししししてててて““““開開開開くくくく””””ををををククククリリリリッッッッククククししししまままますすすす。。。。

MIDI ファイルを読み込む場合、データは自動的に、より短いパートに分
割されるため、アレンジウィンドウで曲を編集しやすくなります。
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ファイル操作 13  –  157



 

CUBASIS VST

13  –  158 ファイル操作



索索索索引引引引 11114444



 

CUBASIS VST

160 索引

AAAA
ActiveMovie プラグイン DirectXプラグイン参照
ASIO DirectX Driver 16
ASIO Multimedia Driver 16
ASIO コントロールパネル 16
AutoPan 126

CCCC
Choirus 126

DDDD
Def.ALL（初期設定のソング）63, 155
DirectX プラグイン126, 129

EEEE
"EQ"ボタン 123, 124, 127

FFFF
"F" ボタン 99

GGGG
GeneralMIDI GM参照
GM 14, 23, 48 - 50, 118, 133 - 139
GS 14, 23, 48 - 50, 118, 133 - 139

MMMM
"M" 欄 66
MIDI 23

レコーディング 51
接続 9 - 15

MIDI / オーディオ間のタイムオフセット
45
MIDIスルー 18
MIDIによるノートの編集 114
MIDI入力 114
MIDIファイルの書き出し 156
MIDIファイルの読み込み 157
MIDIボタン 114
MIDIミキサー 133

コントロール137
開く 133

RRRR
"Read" ボタン 132
RackXpander エフェクト 128

SSSS
SetupMME 14
StereoEcho 126

VVVV
VSTチャンネルミキサー 27, 118

チャンネル設定のコピー 130

WWWW
"Write" ボタン 131, 132
WunderVerb3 126

XXXX
XG 14, 23, 48 - 50, 118, 133 - 139



 

ああああ
アフタータッチ 91
アレンジ 62

開く 155
保存 152

アレンジウィンドウ 24

いいいい
イコライザー 123
移調 72
異名同音変換 108
イベント

非表示（リストの編集）99
インサートエフェクト 125, 128
インスペクター 72

ええええ
エディタ

開く 86
変更の取り消し 116
編集の保持 116

エフェクト
センドエフェクト 125
インサートエフェクト 128
設定 128

鉛筆ツール
"値２ "の棒グラフを変更 100
アレンジウィンドウ 69
イベントの編集 98
ノートの長さの変更 90

おおおお
オーディオ 23

セットアップ 6
ミキシング 118
レコーディング 42

オーディオ機能の停止 15
オーディオチャンネル 35
オーディオのパート 43

オーバラップ 44
オーディオの編集 45

オーディオファイル
消去 43
置換 84
名称の変更77
プール 76
保存先フォルダの選択 39
ミックスダウン 143
読み込み83, 142
書き出し143

オーディオミキサー（外部接続）7
オートメーション（ VST チャンネルミキサー）
131
オーバーダビング（オーバーラップ）

MIDI 51
オーディオ44

音符ツール106
音部記号105

かかかか
楽譜

音符の入力と編集 106 - 109

きききき
キーエディタ87

ノートの入力88
キャンセル116
切り取り71, 113

くくくく
クオンタイズ73
クオンタイズの取り消し 71
クリック34
クリッピング40

インジケーター 119

けけけけ
消しゴムツール

アレンジウィンドウ 69
編集 90

ここここ
コーラス（MIDI）138
CUBASIS VST
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コーラス（オーディオ）126
コピー 71, 113

トラック66
ノート 90
パート 68

コメント（楽譜の編集）110
コントローラーデータの作成と編集 95 -
96
コントローラーディスプレイ

リストの編集100

ささささ
サイクル60
再生追従表示114
再生パラメーターの固定 72
作成

ノート88
パート 86
連続したコントローラー曲線 95

削除
オーディオファイル（永久）43
パート 69

サンプリングレート 33

しししし
自動クオンタイズ（楽譜）104
試聴

プール78
情報ライン113

すすすす
スクラビング

パート69
ステレオ

オーディオトラック 37
マスターセクション 121

スナップ値67
スピーカーボタン 112
スルー

MIDI設定 18
オーディオ40

せせせせ
セグメント77 - 79
選択

トラック65
ノート 89
パート 68

センドエフェクト 125

そそそそ
ソロ

VSTチャンネルミキサー 122
トラック66

ソング
作成 62
開く 154
保存 152 - 153

ソングポジションポインタ55

たたたた
タイトル110
ダブルクリックで開く 86

ちちちち
チャンネル

MIDI 9, 14, 48, 49, 65, 135, 137
調号 105
著作権の表示（楽譜の編集）110

つつつつ
ツール

アレンジウィンドウ 68 - 70

てててて
ディスクキャッシュ パターン17, 45
ディスプレイフィルター 99
ディレイ（遅れ）

MIDIとオーディオのプレイバック 45
オーディオのエフェクト 126

テンポ 34, 56
CUBASIS VST
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とととと
取消 / 再実行 22, 74, 116
トランスポートバー 54

にににに
入力ポートの選択 32, 39
入力レベルのチェック 40

のののの
ノート

移動 89
コピー 90
作成 88
選択 89
長さの変更 90

のりツール 70
音符の結合 109

はははは
パート43

結合 70
コピー 71
作成 86
削除 69
スクラビング 69
選択 68
分割 69
リピート 70, 71

パートディスプレイ 25
波形編集ウィンドウの設定 45
はさみツール 69
貼り付け 71, 113
パン

MIDI ミキサー137
VSTチャンネルミキサー 121

ひひひひ
ピッチベンド 91

作成 95
編集 96

拍子 34, 56
表示用クオンタイズ 104

ふふふふ
プール76

ドラッグ機能80
ファイルの読み込み 83

ファイルの読み込み 142
ファイルの書き出し 143
符尾の反転109
譜表モード105
ブラシツール89
プログラム（サウンド）の変更

MIDIミキサー 135
インスペクター 72

分割（ピアノ）譜表 105, 106

へへへへ
ベロシティー72

MIDIによる編集 114
編集 93

編集
リストでの編集 99

ほほほほ
ポジションスライダー 55
保持 116
保存

アレンジ152
ソング 152

ボリューム
MIDIミキサー 137
VSTチャンネルミキサー 119

まままま
マイク6
マスタートラック 56, 57
マスターボタン 56

みみみみ
ミュート

MIDIミキサー 138
VSTチャンネルミキサー 122
トラック66
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むむむむ
ムービー

再生 149
開く 148

虫めがねツール
アレンジウィンドウ 69

めめめめ
"メトロノーム "ダイアログ 51

もももも
モジュレーション 91
モニタリング40
モノラル

オーディオトラック 37
マスターセクション 121

やややや
矢印ツール

アレンジウィンドウ 68

らららら
ラインツール94, 96

りりりり
リストエディタ 97
リバーブ（MIDI）

種類 138
レベル 137

リバーブ（オーディオ）126
リピート70, 71

れれれれ
レイテンシー（遅れ）16
レコーディングレベル 40
レベル

MIDI 137
オーディオ118

ろろろろ
ローカルオン / オフ 18
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